
    
      
        
      
    

  











































































剣士を目指して入学したのに魔法適性９９９９なんですけど！？４
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　近頃ちかごろ、ローラとシャーロットは魔法に関して、同じ問題を抱えていた。

　それは、『いざ本気の戦闘となれば培つちかった技術を総動員できるが、日常のちょっとした一コマでは、自分に何ができるのか忘れてしまう』という問題だ。

　特に顕著けんちよなのは、飛行魔法。

　なにせ普通に生きていて、人間が空を飛んでいるシーンを見かける機会は少ない。

　だからローラもシャーロットも、自分が飛べるということをたまに忘れてしまうのだ。

　よって、飛ぶことを日常にする。

　ことあるごとに飛行魔法を使い、体に染しみ込ませるのだ。

　あの遠足が終わったあと、布団ふとんの中でその方針を固め、そうしようそうしよう、と誓い合った。

　しかし、だ。

　シャーロットは少しやり過ぎではないのか。

　いくら飛行魔法を日常的に使うといっても、座学の授業中はやめたほうがいいと思う。

「ちょっとシャーロットさん！　私の授業、真面目まじめに聞く気あるの!?」

　と、エミリアが怒るのも無理はない。

　なにせシャーロットは、飛行魔法により、座席からお尻しりをわずかに浮かばせている。

　授業中、ずっとだ。

　それで平然とした顔をしているなら大したものだが、そんな不自然な姿勢で浮遊し続けるのは、やはり辛つらいらしい。

　太股ふとももや肩をプルプルさせ、顔も真まっ赤か。

　エミリアからしたら、馬鹿ばかにされているように見えるかもしれない。

「ちゃんと聞いていますわ……バッチリですわ！」

「本当に？　じゃあ、この問題の答えを黒板に書いてみて」

　それは、基本的なトラップ型攻撃魔法の魔法陣を書けというものだった。

「分かりましたわ！」

　シャーロットは自信満々に立ち上がる。

　しかし、浮遊魔法を止やめて普通に立てばよいものを、足の裏をわずかに浮かせたまま黒板の前まで歩いて行くという難しいことにチャレンジし始めた。

　これはむしろ、普通に飛んでいったほうがまだ容易たやすい。

　結果、魔力の加減を間違え……勢いよく離陸し、天井てんじように頭をぶつけた。

　ゴツンと激しい音を教室に響かせ、落下。

　バチーンと顔面から床にダイブする。

　生徒たちの悲鳴と爆笑が同時に広がった。

「うわぁっ、シャーロットさん、大丈夫ですか！」

「もう、何なの！　何であなたたちはトラブルばかりおこすのよ！」

　ローラとエミリアは慌あわててシャーロットに駆け寄り、二人で抱き起こす。

　幸いにも出血はしていないが、完全に気絶している。あと大きなタンコブができている。

　エミリアがその頰ほおをペチペチ叩たたくと、シャーロットは目を覚まし、そして周りをキョロキョロ見回す。

「わ、わたくし、なぜ教室に……お花畑にいたはずですわ」

「授業中にさらっと天に召されかけないで！」

　そのあと授業終了までの十五分間、エミリアのお説教タイムだった。

　シャーロットは黒板の前に正座させられ、シュンとする。

　可哀想かわいそうなので、ローラも一緒に正座してシュンとしてみた。





※






「うぅ……わたくしは、ただ飛行魔法の練習がしたかっただけですのに……なぜ魔法学科なのに魔法の練習をして叱られるのですか……」

　放課後、校舎の裏でシャーロットは涙目になっていた。

　そりゃそうだろう、と思いつつ、ローラは年上のルームメイトを宥なだめた。
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「実技は実技、座学は座学ということですよ、シャーロットさん」

「座学しつつ実技をしてもよろしいではありませんか。現にわたくしは、あの魔法陣の問題を解けますわ！」

「でも黒板まで辿たどり着けませんでしたし……それに天井に頭をぶつけて授業妨害したら、そりゃ怒られますよ」

「うぅ……ローラさんが正論でわたくしを虐いじめますわ……」

　だって本当のことなのだ。

　仕方がないではないか。

　あんなことを続けていたら、シャーロットは不良少女になってしまう。

　厳しいことを言ってでも止めさせないと。

　などとローラがガラにもないことを考えていると、待ち合わせしていたアンナがトットコ走ってきた。

「ごめん、お待たせ。教室の掃除が長引いた」

「掃除当番だったんですね。大丈夫ですよ、遅れてません。まだミサキさんだって来てないし」

　すると、丁度ちようどそこにミサキの元気のよい声が聞こえてくる。

「お待たせでありますぅ。頼まれていた物をお持ちしたでありますぅ」

　ピコピコ耳と尻尾しつぽをゆらしながら現れたミサキは、肩にホウキを担いでいた。

　ローラが頼んでいた物だ。

「おお、ミサキさん、ありがとうございます。これで空の散歩ができますよ」

　そう。

　飛ぶことを習慣づけるため、ローラとシャーロットは空中散歩を日課にしようとしているのだ。

　だが、アンナとミサキは飛べないので、仲間はずれになってしまう。

　そこで、昨日はミサキがローラの背中に、アンナがシャーロットの背中に乗って飛んだ。

　しかし、ローラとシャーロットでは、魔力の量にかなりの差がある。

　同じように一人背負って飛んだのでは、スピードに差が出てしまう。

　それでもシャーロットは必死に追いつこうと頑張るので、背中のアンナとしては恐ろしくてたまらないらしい。

　そこで、ローラがホウキを飛ばし、その後ろにアンナとミサキに乗ってもらうことにしたわけだ。

　これならシャーロットは一人でスイスイ飛べる。ローラもハンデを背負って丁度いい。

「ハンデなんて悔しいですわ。早くローラさんをぶち抜けるようになりたいですわ」

「まあまあ。競争もいいですけど、今日のところは皆で楽しく空中散歩です」

「ぴ！」

「おや？　ハクは自分で飛ぶんですか？」

「ぴー」

　ハクはローラの頭から飛び立ち、自分の翼で皆の周りをクルクル旋回し始めた。

　魔法ではなく、羽ばたいて飛ぶというのも気持ちが良さそうだ。

　しかしローラには翼がないので、こればかりは諦あきらめるしかない。

「じゃあ、行きましょう。アンナさん、ミサキさん、ホウキに乗ってください！」

　まずはローラがホウキに跨またがり、その後ろにアンナ、最後にミサキと乗っていく。

　そしてローラの魔力がホウキ全体に浮力を与え、ふわりと地面から浮き上がった。

　ホウキはゆっくりと高度を上げていき、校舎よりも高い位置までのぼる。

「ぴー」

　その後ろをハクが付いてくる。

　小さいのに空高くまで飛べて偉い。可愛かわいい。

「わたくしも行きますわ！」

　シャーロットはびゅーんと加速し、ホウキとハクを追い越してしまう。

　遥はるか上空からローラたちを見下ろし、何やら勝ち誇ったような顔をしている。

「シャーロットさん。競争じゃないって言ったじゃないですか」

「あら、申し訳ありませんローラさん。わたくし、高いところが好きなものでして」

　何とかと煙は高いところに上ると聞いたことがあるが、何だっただろうか。

　思い出せないので、ローラは黙って高度を上げていく。

「いやぁ、それにしても、空を飛ぶというのは何度やっても気持ちがいいものですね」

　ローラは小さくなっていく校舎を見つめながら、しみじみと呟つぶやく。

「全くであります。ロラえもん殿たちと友達になったおかげで、貴重な体験ができるであります」

「私は特殊魔法の適性がないから、頑張っても空は飛べそうもない。がっかり」

「アンナ殿はその分、強化魔法と筋力を鍛え、ジャンプ力で補うであります。もの凄すごく高くジャンプすれば、飛んでいるのと同じであります」

「なるほど、それはいい考え……いや、やっぱりその理屈はおかしい」

「却下されてしまったであります」

「ぴ！」

　ようやくシャーロットのいる高度まで上昇した。

　遠くに見えるオイセ山の山頂とほとんど同じくらい高い。

　ローラ五百人分くらいはある。

「さてさて。どっちに向かって飛びましょうか」

「メーゼル川沿いに下っていくのはどうでしょう？」

　シャーロットがそう提案した。

「なるほど。メーゼル川は大きいので、空からでも見失ったりしませんからね。分かりやすいです。そうしましょう」

　メーゼル川は、ミサキの故郷であるオイセ山を源流とし、王都の近くを流れている大河だ。

　かつて、それを下っていった場所にリヴァイアサンが出現し、パジャレンジャーの初陣を飾ったことがある。

　また、ハクの卵がどんぶらこと流されていたのも、この川だ。

　更にメーゼル川を下ると、ローラの故郷、ミーレベルンの町に辿り着く。

　色々と縁の深い川なのだ。

「では、出発進行です。ハク、しっかり付いてきてくださいね。迷子になっちゃ駄目ですよ」

「ぴー」





※






　最初は、ちゃんとした空中散歩だったのだ。

　六本脚ジャイアントバイソンの群れが草原を移動しているのを眺めたり。

　コスモスの花が咲き誇っている丘を見つけ、明日はお弁当を持って、あそこに行こうと計画を立てたり。

　途中で小型のワイバーンに襲われたので、「ていやっ」とげんこつを喰くらわして追い払ったり。

　そんな放課後らしい、まったりとした時間の過ごし方をしていた。

　ところが、途中でシャーロットがスピードを上げて、ローラの前に出てきた。

　空が茜あかね色になってきたので、そろそろ学園に帰ろうかと思っていたのに。

　これでは夜になってしまう。

「シャーロットさん。何のつもりですか？　まさか……まさかなんですか!?」

「ふふふ、そうですわローラさん。やはり、競争ですわ！　血が騒いで仕方がないのですわ！」

「いや、しかしですね……もう遅いですし、お腹なかも減りましたし……明日にしませんか？」

「では、わたくしの不戦勝ということでよろしいですわね！　おほほほほ！」

　シャーロットは悪役みたいな高笑いを上げ、ばびゅーんと加速していった。

　あっという間に小さくなり、もうほとんど見えない。

　やはり負けるというのは悔しい。

　しかし、ここで追いかけたら、本当に夜になってしまう。

　夜になったらメーゼル川が見えなくなるので、王都に帰れないかもしれない。

「シャ、シャーロットさんは仕方のない人ですね……あんなはしゃいじゃって……はは」

「ローラ、声が引きつってる。別に我慢しなくてもいいんだよ」

「ロラえもん殿。売られたケンカは買うであります！　私たちも付き合うであります！」

　後ろから、友人たちの声援が聞こえてくる。

　まるで……というか、実際に背中を押されている。

　おかげでローラの迷いは吹き飛んだ。

　そうだ。挑まれたら、受けなければならない。それが冒険者というものだろう。夕飯とか、夜になる前に帰りたいとか、そんなのは些細ささいな問題だ。

　まして相手はシャーロット・ガザード。

　かつて校内トーナメントの決勝で競い合ったライバル。

　ここで逃げたら、大切な何かを失ってしまう！

「ハク、私に摑つかまってください。加速しますよ！」

「ぴぃ」

　ハクはいつものように、ローラの頭にしがみついてきた。

　それから後ろの二人にも、しっかり摑まっているように念を押してから──魔力を全力噴射。

　と、同時に、空気抵抗を減らすため、円錐えんすい状の結界を構築。

　これでどんなに速度を上げても、風圧が直撃することはない。

　しかし加速による重圧だけは防げなかった。

　ローラは内臓が圧迫されるのを感じる。

　ハクが髪の毛にぎゅっとしがみついてくる。

　アンナとミサキも苦しげな声を漏もらす。

　だが、ここで止めるわけにはいかない。

　もう少し付き合ってもらう。

「……シャーロットさんが見えました！」

「なっ、ローラさん、もう追いついてきたのですの!?」

「ふふふ、追いつくだけでなく、抜いちゃいます！」

「ああ、そんな……ぐぬぅ！」

　ローラの真横でシャーロットが歯を食いしばっているが、どんなに魔力を絞り出しても、無理なものは無理だ。

　ローラにはまだ余裕があり、シャーロットは限界。

　当然の帰結として、ローラが追い抜き、そのまま差を広げていく。

「これで決着が付いた。そろそろ学園に帰ろう」

　アンナがシャーロットに向かって言う。

　実際、先行したシャーロットをぶち抜いた時点で、ローラの大勝利だ。

　悪いが、シャーロットがローラに勝つ日があるとしても、遠い未来だろう。

　そう思ったのも束つかの間ま──。

「……まだまだ、ですわ！」

　限界だったはずのシャーロットは、更に速度を上げた。

　毎日シャーロットと過ごしているローラは、彼女が一度に放出できる魔力量を熟知している。

　なのに、その予測を上回ったのだ。

　どんな理屈かと言えば、至極単純。

　ど根性。その一言に尽きる。

　肉体から生み出される筋力と比較して、霊体から生み出される魔力は、根性論が通りやすい。

　そしてシャーロットは根性の人。

　普段の魔力量から想定される予測値など、いざとなれば役に立たない。

「いや、それにしてもこの加速は……シャーロットさん、無茶しちゃ駄目ですよ！　これはそんな根性を絞り出すほどの勝負じゃないんですから！」

「ぐぬぬぅ、ぐぬぬぬぬぅ！」

　どうやらローラの声は届いていないらしい。

　振り返って見ると、シャーロットは目を血走らせて追いかけてきている。

　鬼気迫るものがあった。

　こんな放課後のちょっとしたお遊びで、ここまで本気になれるとは……これも一種の才能かもしれない。

　しかし、いくら根性を絞り出しても、届かないものは届かない。

　ほどなくしてシャーロットは、白目をむいた。

「のわっ、シャーロット殿が凄い顔になってるであります！」

「何かが乗り移っているとしか思えない……！」

　ミサキとアンナもシャーロットを見て、ギョッとした顔になっている。

　だが、二人以上にローラが一番驚いている。

　なぜなら、もうこれまでと思ったシャーロットが、更に一段階加速したからだ。

　ローラはハクやミサキを気遣っているゆえに、これ以上、急激に速度を上げることができない。

　よって、シャーロットはついにローラを抜き返した。

「シャーロットさん、凄い……！」

　ローラは素直な賞賛を口にする。

　まさか抜き返されるとは思ってもみなかった。

　これはシャーロットの勝利だ。誇ってもいい。

「私の負けです……だから、もう止まってもいいんですよ！　どこまで行くんですか!?」

　シャーロットは脇目もふらず、放たれた矢のように飛んでいく。

　速度はそのまま、しかし高度を落とす。

「……もしかして、気絶してる？」

「白目だったでありますからなぁ」

「ええ……あんな速度で落ちたら色々と大変ですよ！　止めないと！」

　まずシャーロット自身が目も当てられない状態になるだろう。

　それから激突した地面にクレーターができる。

　もし町や村に落ちたら、沢山の人が死ぬかもしれない。

　親友のため、皆のため、ローラはホウキを飛ばした。





※






「んー……今日も綺麗きれいな日没。湖に映る夕日は、何度見ても飽きないわねぇ」

　ドーラ・エドモンズは、自宅の前に立ち、のんびりと風景を見ていた。

　夕飯のクリームシチューは既に完成している。ちょっと作りすぎてしまったが、残ったら明日も食べればいいのだ。もう夏が終わったので、腐ることもないはずだ。

　夫であるブルーノは、町の近くにモンスターが出たとかで、冒険者ギルドの依頼で討伐に行っている。そろそろ帰ってくる頃合いだろう。

　なにせブルーノは一人でドラゴンを倒せるＡランク冒険者。ドーラもそうだが、この辺にいるモンスターに後れをとったりはしない。

　たまに、もっと強力なモンスターがいる地方に行きたくなることもあるのだが、このミーレベルンの町に住むことにしたのは、子育てのためである。

　流石さすがのドーラとブルーノも、ドラゴンやベヒモスと戦いながら子育てはできない。

　のどかな環境で子供を育てたかったのだ。

　そして、愛娘まなむすめローラは今、王都にいる。

　ミーレベルンの町と王都なら、会おうと思えば、いつでも会いに行ける距離だ。

　ローラはまだ九歳の女の子。

　ドーラとブルーノはまだまだ子離れできていないし、ローラだって親離れするには早い。

　夏休みや冬休みといった長期休暇には里帰りして欲しいし、こちらから会いに行くこともあるだろう。

　よって、強いモンスターがいる場所に引っ越すのは、ローラがもっと一人前になってからだ。

「お母さーんっ！」

　空から、ローラの声が聞こえてくる。

「あら？　ローラのことを考えていたら、幻聴が聞こえてきたわ。もう、私ったらどれだけあの子のことが好きなのかしら」


「お母さーんっ！　シャーロットさんを受け止めてぇぇぇ！」



　幻聴にしては随分と切迫した声だなぁと思い、聞こえてくる方角を見ると、驚くべき光景がそこにあった。

　夏休みにローラが連れてきたシャーロットという子が、白目になり、もの凄いスピードでこっちに落ちてくる。

　それをホウキに乗ったローラが追いかけている。

　一体これはどういう状況なのだろう。

　ベテラン冒険者であるドーラにも全く想像ができない。

　とにかく、受け止めないと大惨事になるのだけは理解した。

「本気モード！」

　ドーラは気合いを入れ、肉体を強化。

　全身からシュワシュワとオーラを出して、風を巻き起こす。

　ローラいわく、これは気合いではなく魔法らしいが、細かい理屈はどうでもいい。

　とにかく本気モードになると強くなるのだ。

「ていっ！」

　ドーラは、隕石いんせきのように落ちてきたシャーロットをガッチリ受け止める。

　両足で踏ん張るが、あまりにもシャーロットの勢いがありすぎて、地面がえぐれていく。
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「でやぁぁぁ！」



　シャーロットを胸で受け止めたまま、背後にある湖へと押し込まれていく。

　が、二人で水面に突っ込む直前、ようやく勢いが死に、運動エネルギーは全て消えた。

　ミーレベルンの町は救われたのだ。

「ふう……ビックリした。何がどうなってるの？」

　空から自分の娘のクラスメイトが超スピードで落下してくるなんて、なかなか経験できることではない。

　咄嗟とつさに受け止めた自分を褒ほめてあげたいくらいだ。

「お母さん、シャーロットさん、無事!?」

　そこにローラが乗ったホウキが降りてくる。

　その背中にはアンナと、それから初めて見る獣人の子。

　あと、ローラの頭の上に白いドラゴンの赤ちゃんがしがみついている。

「無事だけど……ええっと、ローラ、夏休みの宿題はちゃんと終わった？」

　どこから突っ込んでいいのか分からないので、ドーラは一番教育的なところから会話を始めることにした。

「うん。ちゃんと終わったよー」

　そう言ってローラはホウキから降りる。

　アンナと獣人の子もそれに続いた。

「ドーラさん、夏休みはお世話になりました」

　アンナがぺこりとお辞儀する。

「あらあら。こちらこそ、お父さんがお世話になったわ。アンナちゃんのおかげで元気になったようなものだから。それで、そっちの子は？」

「えっとね、オイセ村から来たミサキさん。今は学食で働いてるの。ミサキさん、この人は私のお母さんの、ドーラ・エドモンズです」

「おお、ロラえもん殿のお母さんでありますか！　ミサキであります。よろしくお願いしますであります」

　獣人のミサキという子は、耳と尻尾をピコピコ動かしながら自己紹介する。

　とても可愛い子だ。顔も可愛いが、なにより耳と尻尾がいい。

　……触りたい。

「そして、私の頭の上にいるのがハク」

「ぴぃ」

　ドラゴンの赤ちゃんは、ローラの頭の上で立ち上がり、バサッと翼を広げて見せた。

「ローラはドラゴンを飼うことにしたの？　今はいいかもしれないけど、大きくなったらエサが大変よ。それにいつまでも懐なついているとは限らないし……」

「違うよお母さん。ハクはドラゴンそっくりだけど、ドラゴンじゃないんだよ」

「ぴ！」

　ハクは、まるでローラの言葉を理解しているように反応する。

　確かに、普通のドラゴンよりも知性が高いように見える。

　夏休みが終わって二学期に入ってから、まだ一ヶ月も経たっていないのに、何やら色々なことがあったようだ。

「ねえ、ローラ。よかったら夕飯を食べていかない？　クリームシチューを沢山作ったの。もちろん、お友達も一緒に」

「もちろん食べる！　お母さんが作ったものは、オムレツじゃなくても美味おいしいから！」

「あらあら、嬉うれしいこと言ってくれるのね」

　と、丁度そこにブルーノが帰ってきた。

「おおっ、ローラじゃないか！　あとその友達！　ローラもアンナも、ちゃんと剣の稽古けいこは続けているか!?」

「もちろんだよ、お父さん」

「師匠の教えは忠実に守っている」

「そうかそうか！　いやぁ、よく来たなぁ。どうしたんだ、学園が休みになったのか？」

「うーん……そうじゃないんだけど、色々と複雑な事情があって」

　そう言ってローラは頭をポリポリかく。

　白目のシャーロットが超スピードで降ってくるような事情なのだから、かなり複雑なのだろうとドーラは予想する。

　その辺は、クリームシチューを食べながら聞くことにしよう。
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「……というわけで、飛行魔法で競争してたら、シャーロットさんが魔力を使い切っちゃって。減速もできずに、お母さんに突っ込んでいったの」

「申し訳ないですわ……自分が恥ずかしいですわ……」

　夕食のテーブルでローラが事情を説明している最中、シャーロットはずっと小さく縮こまり、申し訳ない申し訳ないと泣いていた。

　実際、あそこに丁度よくドーラがいなければ、シャーロット落下によるクレーターが形成され、湖が少し大きくなっていたところだ。

　だというのに、ドーラもブルーノもさほど気にした様子がない。

「まあまあ。若い頃は無茶をするものだから。ねえ、お父さん」

「そうだ、そうだ。俺おれたちも色々やったよなぁ。はは、懐かしい」

　一体、何をやらかしたのだろうか、とローラは疑問に思う。

　クレーター形成未遂事件を笑い飛ばすくらいだから、きっともの凄く無茶なことに違いない。

「そう言えばお父さん。覚えてる？　私たちが冒険者学園に入って最初の夏休み。イカダで隣の大陸まで行こうとして……」

「ああ、途中で大嵐おおあらしに遭遇して、食料を全部失って、死にかけたなぁ」

「でも途中で巨大エビが五匹も現れたから、それを倒して食べたのよね」

「最初は美味しかったんだが、途中で飽きて辛かったなぁ。それにコンパスも嵐でなくしていたから、どっちに進んでいいか分からなくて」

「もう駄目かと思ったら、大賢者様が助けに来てくれたのよね」

「懐かしいなぁ……」

　ドーラとブルーノはしみじみと語る。

　二人にとっては、いい思い出なのだろう。

　しかしローラとしては、友人たちの前で、そんな恥ずかしい話をして欲しくない。

　泣いていたシャーロットが引きつった顔になっている。まさに泣く子も黙る話だ。

　アンナとミサキも、顔に汗を浮かべている。

　ローラたちは、学園で何かトラブルが起きたら、真っ先に疑われるくらいに問題児だ。

　しかし、それでもイカダで隣の大陸に行こうとは思わない。

　まして、ドーラもブルーノも魔法使いではなく、ただの戦士。

　怪我けがをしても治せず、飛んで逃げることもできない。

　なのにイカダで出航するとは……無茶というか、阿呆あほというか。

「あら、なぁに、皆でそんな顔をして」

「な、何でもないよ！　クリームシチュー美味しい！」

　ローラは適当に誤魔化ごまかし、シチューをガツガツ食べる。

　実際に美味しいから噓うそではないし。

　ハクもテーブルの上に座り、美味しそうに食べている。

　ローラが苦手なブロッコリーも丸呑のみだ。

　そんなにブロッコリーが好きなら、ローラの分を分けてあげよう。

「こらローラ。ちゃんとブロッコリーを食べなさい！」

　ドーラが目をつり上げた。

「でもハクが欲しそうにしてるから……」

「ハクちゃんのせいにしちゃ駄目よ。ハクちゃんもローラのを取ってまで食べたいとは思わないわよね？」

「ぴぃ」

　ハクは力強く頷うなずく。

　これでブロッコリーをハクに押しつける大義名分がなくなってしまった。

「私のブロッコリー適性はマイナスなのに……」

　それでもローラは、大きくなるためだと我慢し、頑張ってブロッコリーを食べる。

　食べ終わったあと、皆で皿を片付け、洗い物も手伝う。

「助かったわぁ。ミサキちゃん、凄くテキパキしてたわね」

「普段は学食で働いているでありますから」

「うちのメイドさんにしたいくらいだわぁ」

「メイドさんでありますか。そう言っていただけるのはありがたいでありますが、私は巫女みことして、ハク様のおそばにいるのも仕事でありますから」

　ミサキは褒められたのが嬉しいらしく、照れくさそうな顔をし、耳と尻尾をピコピコゆらす。

　しかし、ミサキにメイド服というのは実に似合いそうだ。

　今度、何か理由を付けて着せてみようと企たくらむローラであった。

「さてと。思いがけず私の実家まで来ちゃいましたけど、そろそろ帰りましょうか。明日も授業がありますし」

「あらローラ。外はもう真っ暗よ。今日は泊まっていったら？　明日の朝、早めに起こしてあげるわ。そうしたら授業にも間に合うんじゃない？」

「うーん……確かに、今日のスピードを考えたら、ギリギリ間に合うかも。暗い中を飛んで迷子になるのも嫌だし……じゃあ泊まっていく！」

「そうしなさい。ふふ、まさか冬休みの前にローラたちが遊びに来てくれるなんてね。色々お話を聞かせてちょうだい。ハクちゃんやミサキちゃんと出会ったエピソードとか」

「うん！　あのね、ハクはね、夏休みに王都に帰る途中、メーゼル川を卵の状態でどんぶらこと流れてたんだよ！」

　ローラは、ハクが神獣であることや、ミサキがそれを祭っているオイセ村の巫女であると説明する。

　それから、ハクを狙ねらってきた盗賊を、大賢者と一緒に倒した話もした。

「そうなんだ。ローラが神獣を育てることになるなんて……世の中、色々なことが起きるのねぇ」

「はっはっは。流石は俺の娘だ、凄い！」

　神獣を『凄い』の一言で片付けてしまう親も凄いとローラは思う。
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　やがてローラの話が一段落したとき、

「師匠、師匠。せっかくだから、ちょっと手合わせしよう」

　アンナがブルーノにそんな提案をした。

「おお!?　いいぞ、望むところだ。稽古をサボってないか、確かめてやろう！」

　二人は剣を持ち、ウキウキした様子で庭に行く。

　そして、すぐにカンカンカンと剣をぶつけ合う音が、家の中まで聞こえてきた。

「わたくしは流石に、今から特訓する元気はありませんわ……」

「シャーロット殿は一度、白目になって気絶したでありますからなぁ」

「じゃあ、あなたたちは先にお風呂ふろに入る？　もう沸かしてあるわよ」

　ドーラが素敵な提案をした。

「そうする！　ハク、シャーロットさん、ミサキさん。お風呂に行きましょう！」

　ローラたちは互いの体をスポンジで洗い合う。

　ふざけて泡立てまくっていたら、風呂場が泡まみれになってしまった。

　それからミサキの尻尾もわしゃわしゃ洗ってあげた。

「そ、そこは自分で洗うからいいでありますよぉ！」

「いえいえ、遠慮せず」

「念入りに洗って毛に艶つやを出すのですわ」

　体の隅々まで丁寧に洗ってから浴槽につかり、たっぷり百まで数えてから上がる。

　すると、ちょうど剣の稽古を終えたアンナとブルーノが家に入ってきた。

「え……皆でお風呂に入っちゃったの……？　私も……私も一緒に入りたかった……」

　アンナは悲しげな顔になる。

　まるで、最後まで取っておいたショートケーキのイチゴを誰だれかに取られてしまった人みたいな顔だ。

「じゃあ、アンナちゃんは私と一緒に入りましょうか。というか、入りましょう」

「え、え」

　アンナが回答する前に、ドーラは彼女の体をひょいと持ち上げ、勝手に風呂場に連れて行ってしまった。

　二人がお風呂に入っているうちに、ローラは自分の部屋でお泊まり会の準備をする。

　流石にこの人数だと一つのベッドで眠るのは不可能なので、床にも布団を敷くのだ。

「おまたせ」

　お風呂上がりのアンナが部屋にやってきた。

「では、私がハクと一緒に床に寝るので、皆さんはベッドにどうぞ」

「あら、待ってくださいまし。いくらこのベッドが大きくても、三人は無理ですわ。わたくしもローラさんと一緒に床で寝ますわ」

「いや。シャーロットはとても疲れている。床で寝るのは私の役目」

「いやいや。アンナ殿も剣の稽古をしたばかりで疲れているはずであります。ここは私が床で寝るであります」

　なかなか話し合いがまとまらないので、結局、ベッドの布団も床に下ろし、全員で並んで寝ることになった。

　しかし、今度は誰がローラの隣に寝転がるかということで揉もめ始める。

　なにせ布団というのは平面だから、右か左しかないのだ。

　ジャンケンの結果、アンナが右、シャーロットが左を勝ち取った。

「やった。ローラと添い寝」

「ふふふふ、やはりローラさんはわたくしの抱き枕まくらになる運命ですわ」

　ローラには、なぜ彼女らがそんな必死になっているのかピンとこなかったが、何事も必死に取り組むのはよいことである。

「ジャンケンに負けてしまったであります……ロラえもん殿の隣が無理なら、せめてハク様を抱きしめて眠るであります……」

「ぴー？」

　ミサキに抱きしめられたハクは、不思議そうな鳴き声を出す。

　だが抵抗することもなく、仲良く一緒に寝息を立て始めた。

「生まれたばかりの頃はローラから絶対に離れなかったのに。ちょっと親離れしてきた？」

「そうみたいです。嬉しいやら寂さびしいやら……」

「ふふ、ローラさんったら九歳なのに子離れを迫られているのですわね」

「かもしれません……シャーロットさんも、そろそろ私離れしたらどうです？」

「無理ですわぁ。ローラさんを抱き枕にしないと眠れませんわぁ」

「シャーロットずるい。私もローラを抱きしめる」

　ローラは左右から抱きしめられ、幸せな気分に浸りながら、夢の世界に旅立っていった。
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　そして早朝。

　約束通り、ドーラに揺すり起こされる。

「ほら、皆。起きなさい。遅刻しちゃうわよ」

「むにゃむにゃ……」

　ローラが起き上がって窓の外を見ると、まだ空が薄ぼんやりと暗かった。

　地平線の向こう側だけが、オレンジ色になっている。

　自宅から通学するには、こんな早くから起きなければいけないのか、とローラは身震いする。

　そして朝から特製オムレツを皆で食べ、学園に向けて出発。

「放課後に遊びに来られるくらいなんだから、これからもちょくちょく帰ってきなさいよ」

「ローラ。次はお前も剣の手合わせをするぞ！　お父さんだって修行しているんだからな！　夏休みのときのようにはいかないぞ！」

「うん、分かった。じゃあ、またね！」

　ローラはアンナとミサキとハクを乗せて、ホウキを離陸させる。

　そのあとにシャーロットが続き、皆でドーラとブルーノに手を振りながら加速していく。

「さてと。昨日と同じスピードで飛べば間に合うはずです……って、あれ？　昨日と同じスピードということは、またシャーロットさんが白目になるのでは……？」

　ローラが呟くと、沈黙が場を支配した。

　気づくのが遅かった。

　分かっていたら、特製オムレツなどにうつつを抜かすことなく、あと三十分早く出発したのに。

　しかし、まだ手はある。

「やりますわ！　やってみせますわ！」

　シャーロットは興奮した声を出す。

　また根性で何とかするつもりらしい。

「いや、シャーロットさん。私のホウキに摑まってください。そうすれば白目になることなく間に合います！」

「いいえ、ローラさんに頼らず、自分の力でやり遂げますわ！　もし、わたくしが王都に墜落して被害を出しそうになったら……容赦なく迎撃してくださいまし！」

「そんなこと、できるわけないじゃないですか！　ほら、わがまま言わないで」

「うぅ……情けないですわぁ」

　流石のシャーロットも、再び墜落するのは嫌だったらしく、悔しそうな声を出しつつ、ホウキの後ろに摑まった。

　そしてホウキは見事、授業が始まる前に学園に到着する。

　ローラとシャーロットとアンナはそれぞれの教室に。ミサキは学食に向かう。

　ローラが自分の席に着いた瞬間、エミリアが教室に入ってきた。

「皆、おはよう。ちゃんと全員そろっているわね……あら？　ローラさんとシャーロットさんは、どうしてそんな汗だくなの？　さてはギリギリに来たんでしょう？」

「えへへ、バレちゃいましたか。ギリギリでも遅刻じゃないですよー」

「紙一重で回避ですわ！」

「駄目よ。ちゃんと五分前には教室に入っていなさい。じゃあ、授業を始めます」

　と、何事もなく、いつものように授業が始まった。

　やれやれ、とローラは胸を撫なで下ろす。

　エミリアも、まさかローラたちがミーレベルンの町から登校してきたなんて、思いもよらないだろう。

　それにしても、シャーロットがホウキに摑まってくれてよかった。

　もし、あのまま自力で飛行し、力尽きて落下し、そして職員室にでも突っ込んでいたとしたら……想像するだけで恐ろしい。

　今後、実家に帰ることがあっても、平日はやめておこうと誓うローラであった。
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　アンナは今まで、ローラたちの知らないところで放課後や休日にモンスターを狩り、それで稼いだ金を孤児院こじいんに仕送りしていた。

　しかし女王陛下が孤児院の運営費を出してくれるようになったおかげで、アンナは稼いだ金を自分のために使えるようになった。

「じゃあアンナさんの服を買いに行きましょう！　やっぱり、制服とパジャマしか持ってないというのは問題があると思います！」

「そうですわ。せっかくアンナさんはお可愛かわいらしいのですから、もう少し着飾ることを覚えるべきですわ」

　学食でランチを食べながら、ローラとシャーロットは提案する。

「……確かに、普段着も欲しいとは思っていた」

「アンナ殿は何でも似合いそうでありますなぁ」

「ぴー」

　というわけで、休日に皆で街に遊びに行くことになった。

　ちなみにローラも実家から送られてきたお小遣こづかいがあるので、何か買うつもりだ。

　もっとも服は十分あるから、よほど気に入ったのがない限り買わないでおく。

　それよりも本が欲しい。

　近頃ちかごろローラは読書する楽しみに目覚めた。

　しかし、お気に入りの小説の新刊が、なかなか学園の図書室に入ってこないのだ。

　いっそ全巻買ってしまおうかと思っている。

　本は場所を取るので、できるだけ図書室で済ませるつもりだった。

　だが、読みたいときに読めるのは便利だし、何より部屋に本があると知的な感じがする。

　九歳で小説を読んでいるなんて、そう滅多にいないはずだ。

　クールビューティーである。

　伊達だてメガネなども買ってみようか、なんて企たくらむローラであった。
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　そして休日。

　三人の生徒と、一人の獣人と、一匹の神獣で商店街にくり出した。

　まず真っ先に、服屋さんに行く。

　今日一番の目的はアンナの服を買うことなのだから、それを達成する前に寄り道して予算を使い果たすのを防ぐためだ。

「今まで、着ぐるみパジャマ以外の服を自分の意思で買ったことがないから、どれを選んでいいのか分からない」

　大量の服を前に、アンナは途方に暮れた顔をする。

「問題ありませんわ。わたくしが選んで差し上げますわ！」

「あ、シャーロットさん、抜け駆けは駄目ですよ。私だってアンナさんの服を選んであげたいです」

「人間の服は色んな種類がありますなぁ。私も欲しいであります」

「ぴぃ」

　という感じで、実に賑にぎやかだった。

　なにせ年頃の女の子が集団で服屋を訪れたのだから、盛り上がるのが当然だ。

　ローラとシャーロットがアンナを着せ替え人形にしている横で、ミサキも服を試着し出す。

　残念ながらハクの体型に合った服はなかったが、ミサキがその尻尾しつぽにリボンを結ぶと、意外なほど似合っていた。

「さて、アンナさん。色々と着てもらいましたが、どれが気に入りましたか!?」

「……どれも気に入ったから……選べない」

「では、全て買ってしまえばよろしいのですわ！」

「そんなお金は流石さすがにない」

「ふふふ……わたくしが買って差し上げますわ！」

「……ありがたいけど、気持ちだけ。恵んでもらうわけにはいかない」
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「シャラァァァップ！　こんなお可愛らしい姿を散々見せつけておきながら買わないなんて許しませんわ、許しませんわ！」



　などと言いながら、シャーロットは大量の服を会計カウンターに持っていく。

　アンナの服だけでなく、ミサキが選んだワンピースも。

　それからハクのリボンもまとめて買う。

　更にどさくさに紛れて、どう見てもローラのサイズと思わしき子供用の服も買っていた。

「……またシャーロットに借りができてしまった」

　アンナは頰ほおをポリポリかきながら呟つぶやく。

「あれはシャーロットさんが私たちで楽しみたいだけなので、遠慮しなくていいと思いますよ！　きっと休日のたびに『あれを着ろ、これを着ろ』と迫ってきますよ。むしろバイト料をもらってもいいくらいです」

「なるほど……でも、ありがたい話」

「はい！　シャーロットさんに感謝です！」

「シャーロット殿、ありがとうであります」

「ぴー」

　ローラたちは会計を済ませたシャーロットに、感謝の言葉を贈る。

　するとシャーロットは頰を朱に染めながら、バサッと髪をかきあげた。

「こ、このくらい大したことありませんわ。わたくしはただ、お可愛らしい皆さんにお可愛らしい服を着せて楽しみたいだけですわ！」

　その言葉は照れ隠しであると同時に、半ば本気なのが凄すごい。

　本物の人間を着せ替え人形にしてしまうなんて贅沢ぜいたくな話だ。

　それにしても、ローラを抱き枕まくらにしないと眠れなかったり、贅沢な着せ替えごっこを楽しんだりするあたり、シャーロットはこの中で一番子供っぽいのかもしれない。

　胸は一番大きいくせに。

「さて。まだまだ時間があるので、他ほかの店も見て回りましょう。私は書店に行きたいです」

「私は武器屋を覗のぞきたい。この前の遠足で、片手で剣を使えるようになった。二刀流を試してみたい」

　と、アンナが提案する。

「おお、それは私も興味深いです。じゃあ、次は武器屋さんに行きましょう」

　ローラたちは服が詰まった紙袋を手に持ち、武器屋に向かう。

　そこはあちこちの鍛冶師から仕入れてきた武器を扱うセレクトショップだ。

　教室くらいの面積に、剣や槍やり、斧おのに弓、ハンマーやモーニングスターといった様々な武器が並べてある。

「それでアンナさん。どんな剣が欲しいんですか？」

「今の大剣と同じサイズで二刀流は難しいから、もっと小さくて軽いのがいい」

「確かに、今の剣は私より大きいくらいですからね」

　今もアンナは愛用の大剣を背負っている。

　ローラより大きいというのは誇張ではなく、本当にそのくらいの刃渡りがあった。

　アンナはそんな代物しろものを自由自在に振り回すのだから、膂力りよりよくが実に子供離れしている。

　しかし流石のアンナも、それで二刀流をやるのは無理だろう。

「アンナ殿。これなどいい感じでありますよ」

　ミサキが尻尾を振りながらガラスケースを指差していた。

　どれどれと覗き込むと、そこには小振りな剣が二本セットで飾られていた。

　刃が白銀に輝いている。

「なんか、見るからにオーラがありますね！」

「触って感触を確かめたい」

「店の人に言ってケースから出してもらうでありますよ」

「でもこれ、ミスリル製ですわよ。お値段も……ああ、これはわたくしのお小遣いでも買えませんわ」

「あ、ほんとです……目玉が飛び出そうな数字が書いてあります……」

　ミスリルはとても稀少きしような金属で、採掘するのも精製するのも大変だと聞いたことがある。

　その代わり頑丈で、おまけに軽量。更に魔力を流しやすいという性質を持ち、魔法効果をエンチャントしやすい。

「冷やかしで触るのは勇気がいる値段……」

　アンナは呟き、肩を落とした。

　なにせシャーロットですら手を出せない値段なのだ。

　間違って傷でもつけたら弁償できない。

　もちろんミスリル製の刀身は、ちょっとやそっとでは、刃こぼれすらしないはずだ。

　しかし高価なだけあって装飾にも気合いが入っており、そちらの強度がどうなっているのかは分からない。

　どういうわけか、ローラたちは行く先々でトラブルに巻き込まれる傾向にある。

　おそらく、メンバーの中に不運の持ち主がいるのだ。誰だれかは分からないが、トラブルを呼び寄せている者がいるのだ。

　よって、触らぬ神には祟たたりなし。

　ミスリルの双剣は、もっとビッグな冒険者になってから改めて触れることにしよう。

　そう誓ってから、ローラたちは他の武器を物色する。

　だが、アンナの手に馴染なじむ剣は見つからなかった。

　それにこの店の武器は、どれも店主が自分で一つ一つ選んで仕入れた物だという。

　ミスリルの双剣だけでなく、全般的に高価なのだ。

　やはり貧乏学生には、ギルド直営店の大量生産品が分相応なのかもしれない。

「いつかお金を貯ためて、あの店の剣を買う……！」

　帰り道、アンナはポツリと野望を口にした。

「私もです！　いつか家が建つくらい高価な名剣を買って、伝説の剣豪になります！」

「一緒に頑張ろう」

「はい。頑張りましょう！」

　ローラの魔力で強化魔法を使えば、その辺のナマクラでも名剣に化けてしまう。

　あえて金を払って名剣を買う必要はない。

　しかし、名剣を持つというのは剣士にとって夢なのだ。

　格好いいのだ。

　つまり、おしゃれアイテムなのである。

　女の子はおしゃれに敏感なので、必然的に名剣が必要なわけである。





※






　武器屋のあと書店に行き、ローラの求めていた小説を全巻まとめて購入した。

　別の世界からやって来た主人公が、歩くだけでレベルが上がって強くなっていき、色んなスキルを使って活躍するというコメディ小説だ。

　タイトルは、『歩くだけでレベルアップ　～一万歩でレベル一万です！～』という。

　とても分かりやすい文体なので、九歳のローラでも読めるのである。

　それにしても、服に本とかさばるものばかり買ったせいで、持ち運ぶのがだんだんとわずらわしくなってきた。そこでローラは次元倉庫に皆の荷物を収納する。

「ロラえもん殿の魔法は便利でありますなぁ」

「へへへー、遠くに旅行に行くときも、次元倉庫があれば楽ちんですよー」

「わたくしも早く次元倉庫を覚えたいですわ！」

「それはそうと、そろそろお昼ご飯の時間」

「確かにお腹なかが減ってきましたね。どこで食べましょう？　私はオムレツが美味おいしい店がいいと思います」

「ローラさん。たまにはオムレツ以外の物も食べたほうがいいですわ。せっかく王都に沢山の飲食店があるのですから」

　シャーロットが呆あきれたように言う。

「むむ。別にオムレツばかり食べてるわけじゃないですよ。ただ、オムレツを食べる頻度が、他の料理に比べてちょっぴり多いだけです」

「ローラさんの生まれた町ではあれを『ちょっぴり』と言うのかもしれませんが、王都では『もの凄く』と表現するのですわ」

「いや、そんな……私がいつもオムレツを食べているというイメージが付いてしまっているだけで、実際はそこまでじゃないはずです。たとえば……ほら。先週一回、オムレツを一食も食べない日があったはずです……」

　ローラがそう言うと、皆の冷ややかな視線が突き刺さってきた。

　なにやら頭の上でハクまでもが「ぴぃ……」と切なげに鳴いている。

　そしてローラ自身、自分で言っておきながら『私ってオムレツを食べ過ぎなのでは』と疑問を覚えてしまった。

「分かりましたよ！　お昼はオムレツ以外です！　誰かこの辺でオススメの店を知っていますか!?　オムレツ以外で！」

「ロラえもん殿。そうヤケにならなくてもいいでありますよ」

「別にヤケじゃないです！　私だって他の料理を食べたくなるときだってあります！　それを証明してみせます！」

　実際ローラは、オムレツ以外の料理を食べても、ちゃんと美味しいと感じることができる。

　オムレツにしか味覚が反応しない奇病にかかっているわけではないのだ。

　イチゴパフェなんかも好物の一つだ。

　あとこの前、森の中で食べたリンゴも美味しかった。

　クリームシチューだって大好きだ。

　ただ、その中でもオムレツが特別に好きだというだけの話。

　誰にだって特別なものの一つや二つあるだろう。

「気合いたっぷりでありますなぁ。それなら、あっちの方角から美味しそうな匂においがしてくるので、そこに行くであります。嗅いだことのない匂いであります」

「美味しそうな匂い……？　わたくしは全く分かりませんが……」

「私も、匂いなんてしない」

　シャーロットとアンナは鼻をクンクンさせる。

　ローラも真似まねしてみたが、やはり匂いは分からなかった。

「獣人の嗅覚は人間より凄いであります。騙だまされたと思って付いてくるでありますよ」

　そう言ってミサキは歩き出してしまった。

　放置するわけにもいかないので、ローラたちは彼女を追いかける。

　それにしても、はたしてどんな料理が待っているのだろう。

　ギルドレア冒険者学園の食堂は、かなり豊富なメニューを取りそろえている。そこで働いているミサキでも知らない匂いということは、とても珍しい料理に違いない。

「こっちであります、こっちであります」

　ミサキは商店街を離れ、細い路地に入っていった。

　周りは住宅ばかりだが、本当にこんなところに飲食店があるのだろうか。

　と、ローラがミサキの嗅覚を疑い始めたとき、黄色い看板が見えた。

「ここであります！　この建物から匂いがするであります！」

「おお……確かに、ここまで来れば私にも匂いが分かります！」

「美味しそうですけど、初めて嗅ぐ匂いですわぁ」

「凄い。ミサキがいなかったら絶対に見つけられなかった」

「ぴー」

　その店の入り口は引き戸になっていた。

　ガラスから見える店内には、カウンター席が並んでいる。

　他のお客さんはいないようだ。

　そして黄色い看板には『ラーメン屋 ラン亭』と書かれている。

「はて……ラーメン。聞いたことのない名前ですねぇ」

「わたくし、生まれたときからずっと王都にいますが、こんな店、見たことも聞いたこともありませんわ」

「同じく」

「しかし、この香りでハズレということはないはずでありますよ。とりあえず入ってみるであります！」

　ローラたちが迷っていると、ミサキは一人で扉を開けてしまった。

　実にアグレッシブな獣人だ。

　もっとも、彼女が先陣を切ってくれたおかげで、ローラたちも店に入る決心ができた。

　これで仮に不味まずかったとしても、話のネタになる。

　あとで学食のオムレツで口直しすれば問題ない。

「ごめんくださいであります。誰もいないのでありますか？」

　ミサキの問いかけに誰も答えない。

　店内はシーンと静まりかえっていた。

　もしかしたら休業日だったのかもしれない。

　と思いきや、カウンターの奥の部屋から、若い女性が現れた。

　おそらく二十歳前後。

　着ている青い衣装は、見たことのないデザインだ。

　ボディラインをとても強調しており、更に深いスリットから両脚が太股ふとももまで見えている。

　実にセクシー。

　ローラは衣服の知識に乏しいが、何となく『大陸の東側から伝わってきたのかな？』と思った。

「あのぅ……何の用でアルか？」

　セクシーなお姉さんは、ローラたちを見つめながら不思議そうに首を傾かしげた。

　ローラたちも首を傾げてしまう。

「ここは飲食店じゃないんですか？　私たち、お腹が減ったんですけど……」

　ローラがそう答えると、お姉さんはギョッとした顔になった。

「ま、まさかラーメンを食べに来てくれたアルか!?」

「はい……いい香りがしたので……もしかして、まだ準備中ですか？」

「いえ！　大丈夫アル！　いつお客さんが来てもいいように、スープは毎日仕込んでいるアルよ！　それで！　ご注文は何になさるアルかっ!?」

「えっと……メニューは……」

「ああ、申し訳ないアル！　メニューはそこの壁でアル！」

　登場したときは眠そうな顔だったのに、こちらが客だと知った途端、えらいハイテンションになった。

　よほどお客さんが不足しているらしい。

　客が入っていないということは……もしかして、この店は失敗だったのだろうか。

　しかし、今更出ていくのも悪いので、とりあえず何か頼むしかない。

　メニューを見ると、『ラーメン』の他に『チャーシューメン』『ワンタンメン』『ネギラーメン』があった。

　書かれてある値段は並盛りのもので、大盛りにすると少し高くなるようだ。

「うーん……私はラーメンの並盛りで」

「わたくしも同じく」

「私も」

「私はチャーシューメン大盛りであります！」

「ぴー」

「ハクは私のを分けてあげますよ」

　というわけで、ラーメン並盛り三つに、チャーシューメン大盛り一つだ。

「かしこまりましたアル！　すぐに作るアル！」

　お姉さんはまた奥の部屋に消えていく。

　どうやら奥に厨房ちゆうぼうがあるらしい。
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　はたしてラーメンとはどんな食べ物なのだろうか。

　待っている間に想像してみよう。

　店内にヒントがあるかもしれない。

「……この入れ物に、細い木の棒が沢山ささってますけど、これは何なんでしょうか？」

　ローラがカウンターの上にある物体を見つめていると、ミサキが口を開いた。

「それは箸はしでありますよ。オイセ村でもたまに使うであります」

「箸？」

「こうやって二本の箸で、つかみたい物を挟むであります」

　箸を手に取ったミサキは、器用に操あやつる。

　実に複雑怪奇な指の動きだった。

　ローラたちも真似してみたが、上手うまくいかない。

「大陸の東方では、フォークよりも箸が普及しているらしいであります。実はオイセ村の獣人は、大昔に東方から移動してきたらしいであります。だから箸も伝わっているであります。しかし、大賢者殿ですら箸を使ったことがないと言っていたので、まさかこんなところでお目にかかるとは思わなかったでありますよ」

「へえ、ミサキさんの話は勉強になりますねぇ」

「……オイセ村の歴史だけで、一冊本が書けそうですわね」

　神獣が住んでいたり、大賢者と仲良しだったり、実は起源が東方だったり、モフモフだったりとエピソードに事欠かない。

　今はまだ人間と獣人の間に溝が残っているが、もう少し時代が進めば、どこかの学者が本当に本にするかもしれない。

「はい、ラーメン三つにチャーシューメン一つ、おまちどおさまアル！」

　お姉さんがお盆に四つのどんぶりを載せて帰ってきた。

　熱々の湯気が上がっている。

　そしてローラたちの前に、それぞれのどんぶりが置かれた。

　琥珀こはく色のスープに、クリーム色の麵が浮かんでいる。

　ネギや卵、チャーシューなどの具が浮かんでいて、見た目が綺麗きれいだ。

　パスタとスープを合体させたような食べ物と言えばいいのだろうか。

　しかし、匂いはラーメンのほうが遥はるかに香ばしい。

「ミサキさんのはチャーシューが多いですね！」

「そりゃ、チャーシューメンというくらいでありますからなぁ」

「ぴー」

「あ、ハクには私の分を分けてあげるんでした」

　ハクはローラの頭から、カウンターの上にぴょんと飛び降りた。

　それを見て、ラーメン屋のお姉さんは目を丸くする。

「この辺ではドラゴンを飼うのが流行アルか!?」

「あ、いえ……この子はドラゴンそっくりですが、ドラゴンじゃありません。別の生き物です。とても大人しいので、安心してください」

　神獣だと説明すると話が長くなりそうなので、ローラは真実の一部だけを語った。

　お姉さんはそれで納得してくれたらしく、ホッと胸を撫なで下ろす。

「それで、この子にもラーメンを食べさせてあげたいので、小さいお皿か何かをもらえませんか？」

「お安いご用アルよ」

　お姉さんは小さいどんぶりを持ってきてくれた。

　ローラはそれに麵を入れる。

　箸を操るのは難しかったが、さっきミサキが披露してくれたのを思い出し、何とか成功させた。

「スープはこのレンゲですくうといいアル」

「ははぁ、これはレンゲというんですか」

　レンゲは箸入れの隣の容器に沢山入っていた。

　随分と妙な形のスプーンだなぁ、と思っていたが、これも東方の食器なのかもしれない。

「ほら、ハク。これがあなたの分ですよ」

「ぴー」

　ハクは嬉うれしそうに翼を広げた。

「ローラさん、早く食べたほうがいいですわよ！　このラーメンという食べ物、大変美味ですわ！」

「初めて食べる味。人生の新たな一ページ」

「オイセ村にもラーメンは伝わっていないであります！　幻の料理であります！」

　既にローラ以外の三人はラーメンに手を付けていた。

　箸で麵をズズズズとすする姿は行儀が悪い。

　が、なぜか理に適かなっているようにも見える。

「では私も、いただきます！」

　ローラは期待を込めて麵を口に運ぶ。

　瞬間、ローラの舌に膨大な旨味うまみ成分の情報が流れ込む！

（お、美味しすぎる……！　箸が……止まらない！）

　ふと気が付けば、ローラは麵をズズズズとすすっていた。

　音を立てて食べるなんて行儀が悪いと分かっているのに、自然とそうなってしまうのだ。

　まるで、これが正しいラーメンの食べ方だと体が知っているかのように。

　そしてレンゲでスープを飲む。最初はその熱さに驚いた。こんな熱々のスープは、飲んだことがない。しかし、すぐに慣れてしまう。癖くせになる味だ。

「ぴー」

　ハクもどんぶりに頭を入れ、器用に麵をすする。

　そしてあっという間に食べてしまった。

「ぴーぴー」

「え、もっと欲しいんですか？　でも……」

　これ以上ハクにあげたらローラの分がなくなってしまう。

　いくらローラの体が小さいとはいえ、運動量が多い分、それなりに食べるのだ。

「うーん、どうしよう……」

「ロラえもん殿。私のラーメンをハク様に献上するであります」

「え、いいんですか、ミサキさん」

「私はハク様に仕える巫女みこであります。ハク様がラーメンを欲しているなら、分けてあげるのが当然であります」

「おお、ミサキさん、立派です！」

　ミサキはハクのどんぶりに自分の麵とチャーシューを入れた。入れたあとに、少なくなってしまった自分のラーメンを見つめ、悲しそうな顔をした。

「もっと食べたかったであります……」

　ミサキは神獣ハクのために、己おのれを犠牲にしたのだ。

　その献身は、きっとハクの心にも届いている。

「ぴー」

「ハクが〝ありがとう〟と言っていますよ、ミサキさん」

「ハク様に喜んでもらえるなら、本望であります……！」

　ミサキは真剣な表情で語る。

　自分のラーメンを神に捧ささげるという、新たな巫女の役目が誕生した歴史的瞬間だ。

　しかし、それにしてもラーメンは美味しい。

　無論、オムレツには一歩劣るが……半歩……。

　いや、ローラは断言できる。

　このラーメンより美味しい食べ物は、母親の作ったオムレツだけだ、と。

「はぅ……ご馳走ちそう様でした。ラーメンって初めて食べましたけど、とっても美味しいんですね！」

「学食のメニューに採用したいくらいでありますよ」

「わたくしの実家のシェフもこんな素晴らしいものは作れませんわ」

「教会の子たちにも食べさせてあげたい」

「ぴ！」

　全員が大絶賛である。

　当然だろう。

　本当に絶品だった。

　昼時なのに、どうして他にお客さんがいないのか不思議なほどだ。

　そうやってローラが心地好よい満腹感に浸っていると、突然、お姉さんの頰を一筋の涙が流れたではないか。

「ど、どうしたんですか!?」

「うぅ……皆が美味しいって言ってくれたのが嬉しいアル……店を開いてから半月……初めてのお客さんアル……」

「え、私たちが最初だったんですか!?」

　これは驚きだ。

　ラーメンはこんなに美味しいのに。

　一体、何が原因なのだろうか。

　しかし考えてみれば、ローラたちもミサキの嗅覚がなければここに辿たどり着かなかった。

　これは宣伝の方法に重大な問題があるに違いない。

「毎日赤字アル……このままでは店をたたんで国に帰るしかないアル……」

　お姉さんは手で涙を拭ぬぐいながら呟いた。

　それを聞いてローラは心臓が飛び出しそうなほど驚いた。

「だ、駄目です！　私たちはもうラーメンの味を知ってしまったんですよ！　もうラーメン無しじゃ生きていけない体なんです……そんな体にしておきながら王都からいなくなるなんて……」

「そうですわ！　非人道的ですわ！」

「もっとお客さんを呼ぶ努力をするべき」

「私たちも協力するでありますよ」

「ぴー」

　全員が必死だった。

　お姉さんがこのまま東方に帰るというなら、そのまま追いかけて行きたいくらいラーメンを食べたいのだから。





※






　お姉さんの名は、ラ・ランというらしい。

　東方では名字が先に来るので、ランが名前だ。

　出身は大陸東方の羅亜ラーという国。

　ラーメンは羅亜ラーの伝統的な料理であり、ラ一族はそれを広めるため世界中に散らばっているという。

　既に東方全土でラーメンは日常的に食べられている。

　だがファルレオン王国をはじめとする西方では全く知られていない。

　現に、東方にルーツがあるオイセ村にすら伝わっていなかった。

　そこでラ一族は、西方でも有数の大国であるファルレオン王国の王都に店を構えることにした。

　送り込まれたのは、一族で最も才能に溢れていると評判のラ・ラン。

　ラ・ランは、自分の作るラーメンなら、ファルレオン王国人の舌を唸うならせることができるだろうという自信を持っていた。

　だが、長老たちから渡された資金は、さほど多くはなかった。

　当たり前の話だが、羅亜ラーとファルレオン王国では、使われている通貨が異なる。

　しかし、長老たちはファルレオン王国の通貨を持っていなかった。

　そこで長老たちは宝石がつまった袋をランに渡した。

　王都でそれを売り、ファルレオン王国の通貨にすればいいというわけだ。

　実際、それは成功し、ランは宝石を金に換えることに成功した。

　ただし、物価というのは地方によって違うのだ。

　王都は土地の値段が西方でもトップクラスに高く、そして宝石がやや安い。

　おかげでランは、繁華街から遠く離れた建物しか借りることができなかった。

　この辺の人たちはさほど裕福ではないので、あまり外食をしない。

　少なくとも、ラーメンなどという異国の怪しげな食べ物にお金を払う余裕はないらしい。

　そこでランは、手書きのチラシを作って大通りで配った。

　店の地図を描き、『ラーメン屋 ラン亭』をアピールした。

　だが、それが飲食店のチラシだとなかなか理解してもらえなかった。

　それどころか風俗店と間違われ、衛兵に連れて行かれそうになった。

「あのときは大変だったアルよ……皆からイヤらしい目で見られるし、通報されるし、衛兵には怒られるし……」

「まあ、凄くセクシーな衣装ですからね……」

　こうして改めて見ると、かなり際どいスリットだ。

　しかもランはかなりの美人で、スタイルもいい。

　羨うらやましいくらいの美脚。

　道行く人が見とれるのも分かるし、風俗店だと思われるのは無理もない。

「チェイナドレスは羅亜ラーの伝統的衣装アルよ。ラーメン屋の店員はチェイナドレスを着ることになってるアルよ」

「ラーメン屋というのはエッチでありますな！　エッチでありますな！」

　ミサキは嬉しそうに耳と尻尾をばたつかせた。

「うーむ……ラーメンが美味しいのは間違いないので、きっかけさえあれば流行はやると思います。なにかいい宣伝方法はないですかね？」

　ローラは腕を組んで考え込む。

　たとえば、ランのお色気で男性客を大量に誘導してくるというのはどうだろうか？　いや、これではまた衛兵に通報されかねない。

　ならば、その辺の人たちを片っ端から次元倉庫に入れ、強制的に連れてくる……これはただの犯罪だ。またエミリア先生に怒られてしまう。下手をすると学長先生や女王陛下にも怒られるかもしれない。

「ふふふ、わたくし、ナイスなアイデアを思いつきましたわ！」

　するとシャーロットが自慢げな顔で声を上げる。

　彼女が自慢げなときは、本当に有益なときか、根拠のない自信に満ちているかのどちらかなので、注意して聞かないといけない。

「どんなアイデアですか、シャーロットさん」

「簡単ですわ。ラーメンをアピールしたいなら、人が多い場所にラーメン屋を持っていけばいいのですわ！」

「……いや、しかし。資金がないから人通りのない場所に店を作ったんですよ？」

「別に店そのものを移動させる必要はありませんわ。屋台です。小さな屋台を作って、それでラーメンを売るのですわ。それで評判になれば、自然とこちらにも客が流れてくるというものですわ！」

「おお……シャーロットさん！　それは本当にナイスなアイデアですよ！」

　ローラは素直に感心する。

　大通りに行けば、クレープとかフランクフルトとか、色々な物を売っている屋台がある。

　食べ物に限らず、アクセサリーや怪しげな骨董こつとう品などを売っている屋台も沢山ある。

　あれらに混じってラーメンを売っても、誰も文句を言わないだろう。

　もしかしたらショバ代などを要求してくるチンピラがいるかもしれないが、そのときは正義の味方パジャレンジャーや、秘密結社カミブクロンの出番である。

「屋台……なるほど！　羅亜ラーでもラーメン屋の屋台はあるアル。美味しいラーメンを作ることばかり考えていて、そこに頭が回らなかったアル。恥ずかしいアル」

「そうと決まれば、さっそく屋台を作りましょう。材料は任せてください。ちょいちょいっと森の木を切ってきます！」

「でも組み立ては誰がやるの？」

　アンナが疑問を口にする。

「屋台を作るお金くらいは残してあるアル。材料費が浮くなら、更に余裕アル」

　これで希望が見えてきた。

　善は急げと、ローラたちはランを連れて店を出た。
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　森に向かう途中、ローラはふとしたことに気が付く。

「ところで森の木って、勝手に切って使ってもいいんですかね？　誰かの所有物だったりするんじゃ……」

　以前、実家に帰ったとき、町の周りの森は領主の所有物だと母親から聞かされた。

　なら、王都の近くの森も、持ち主がいるのかもしれない。

　不安になったローラは一度学園に帰り、仮眠室でお昼寝していた大賢者を揺すり起こして、森の木を切ってもいいかと尋ねる。

「むにゃむにゃ……森の木？　この辺のは全部、女王陛下のだから……少しくらいならいいんじゃないの……？」

「なるほど！　ありがとうございました！」

「すぴー」

　また眠ってしまった大賢者に布団ふとんを掛けてやり、ローラは廊下で待っていた皆のところへ戻る。

「学長先生が、少しくらいなら木を使ってもいいと言っていました。もしあとで女王陛下に怒られたら、学長先生のせいにしておきましょう」

「い、意外とたくましい子アル……」

　大賢者のお墨付きを得たローラたちは、女王陛下の森に行き、白昼堂々と木を物色する。

「この木など手頃ではありませんか？　おそらく、これ一本で屋台くらいなら作れますわ」

「そうですね！　アンナさん、やっちゃってください！」

「任せて」

　ローラも腰に剣をぶら下げているが、ここはアンナに役目を譲る。

　アンナは背負った大剣を抜き放ち、真横に一閃いつせん。

　見事、大木を一刀両断にした。

　そしてローラとアンナで協力して、細かい枝を切り取り、立派な丸太を作る。

　それを皆でかついで、えいほえいほと王都の大工さんのところに運んでいく。

　次元倉庫に入れて運んでもよかったが、大工さんの前でいきなり丸太を出現させたら腰を抜かしてしまうかもしれないと思ったのだ。

　ローラはこれでも気配りできる九歳児なのである。
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　そして一週間後。

『ラーメン屋 ラン亭』の前で集合した後、前と同じメンバーで大工さんのところに行く。

　すると見事な屋台が完成していた。

　車輪が付いているので、移動も楽ちんだ。

「ここに薪まきを入れて燃やすと、鍋を温められるようになってますね！」

「完璧かんぺきアル。ありがとうアル」

　大工さんにお礼を言ってから、屋台をラン亭の前まで運ぶ。

　そしてラーメンを作るのに必要な道具を各種、運び出す。

「スープは既に仕込み終わっているアルよ。これを温めて、麵を茹ゆでれば、すぐにラーメンをお出しできるアル」

「私たちも売り子として頑張りますよ！」

「頼もしいアル。実はこの一週間の間に、皆の衣装を用意しておいたアルよ」

「衣装……まさかチェイナドレスですか!?　それは恥ずかしいですよ！」

「ローラちゃんとアンナちゃんは子供だから、別の衣装にしたアル。そのくらいの分別はあるアルよ」

「安心しました！」

　チェイナドレスは体のラインが出るし、なにより脚が丸見えだ。

　ローラは発育に自信がないので、チェイナドレスを着るのはもう少し大きくなってからにしたい。

「逆に言うと、わたくしとミサキさんはチェイナドレスですの？」

「そうアル。特にシャーロットちゃんは似合いそうアル。ミサキちゃんは耳と尻尾が特徴的だし、よく見ると結構スタイルがいいアル。もちろんローラちゃんとアンナちゃんも可愛いから、可愛い衣装を用意したアル。四人とも美少女アルよ」

　美少女と褒ほめられ、照れるローラたち。

　しかしローラとアンナはスタイルを褒められなかったので、嬉しい反面、自分の胸をペタペタ触って複雑な顔も浮かべた。

「ぴー」

「ああ、流石にハクちゃんのチェイナドレスはないアルよ」

「ぴぃ……」

　ローラの頭の上でハクは悲しげに鳴いた。

「ハクには可愛いリボンがあるじゃないですか。今度色違いのを買ってあげますよ」

「ぴ？　ぴー！」

　ハクは自分の尻尾にリボンが結ばれているのを思い出し、それを見て嬉しそうに跳びはねた。

　おしゃれに敏感な神獣である。

「早く着替えたほうがよろしいのでは？　お昼時を逃してしまいますわよ？」

「それもそうですね。ランさん、私たちの衣装は店の中ですか？」

「そうアル。中で着替えるアル」

　ローラはシャーロットたちのチェイナドレス姿が楽しみだった。

　それだけでなく、自分の服はどんなものだろうと胸を躍らせる。

　そしてローラたちはラン亭の売り子に変身した。




　シャーロットは十四歳とは思えないナイスバディなので、チェイナドレスがよく似合っている。

　大人の色気がぷんぷんだ。

　実際はかなり抜けたところがあり、とても大人とは言えないのだが、外見だけはセクシー美女だ。




　それと対照的にアンナはスレンダーな体型で、少女らしさに溢あふれている。

　これはこれでとても需要があるだろう。

　大人しそうな顔というのも、庇護ひご欲をかきたてるに違いない。

　実際はその辺のモンスターならダース単位で倒せるくらい強いのだが、これも外見からは想像もできない。




　ミサキのチェイナドレスはお尻しりの上に尻尾を出す穴が空けられていた。

　そこから亜麻色の綺麗な尻尾が飛び出し、ピョコピョコ動いている。

　モフモフとチェイナドレスの組み合わせというのは破壊力が高い。




　そしてローラは──。

「ああ、ローラさん！　なんてお可愛らしい姿に……お人形にして飾っておきたいですわぁ！」

　シャーロットは着替え終わったローラを見て、悲鳴に近い声を上げた。

　それに対しローラは、くるりと回ってスカートを広げて応こたえた。

　ランいわく、これは華ロリというらしい。アンナも同じ衣装だ。

　全体の装飾はチェイナドレスに近いが、華ロリはしっかりとしたワンピースになっていて、スカート部はフリルが沢山。これなら恥ずかしくないし、単純に可愛らしい。

「思った通り、ローラちゃんとアンナちゃんはこっちのほうが似合うアル。頑張って作ったかいがあるアル」

「え、これってランさんが作ったんですか？　凄いですね！」

「裁縫はラーメンの次に得意アル。華ロリもチェイナドレスも、私が作ったアル。もちろん、私が今着ているのもそうアルよ」

　ランは自慢げに語る。

　実際、どこに出しても恥ずかしくない出来映えだ。

　もしラーメン屋で失敗しても、服屋さんで食べていけそうだ。

「よーし。じゃあこの姿でラーメンを売りますよ！　場所は……冒険者ギルド前、です！」
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　冒険者ギルドの近くには当然、冒険者が沢山いる。

　彼らは肉体労働者の中の肉体労働者だ。

　これから過酷なモンスターとの戦いに臨む者。あるいはモンスター討伐を終え、その収入で何か飲み食いし、疲れを癒いやそうと考える者。

　いずれにしても飲食店の需要はある。

　冒険者ギルドの二階には安価な酒場があるし、外にも様々な店や屋台が並んでいる。

　客が多い分、競争も激しい。

　つまり激戦区。

　他ほかの店より秀でていれば大きな利益を得ることができる代わりに、売りになる部分がなければライバルたちに埋没し、ひっそりと消えるしかない。

　そんな中に、新たな屋台が参戦した。

　ラーメン屋、ラン亭だ。

　冒険者たちは無論、ラーメンなどという食べ物は知らない。

　しかし誰だれもがラン亭に視線を奪われた。

　なぜなら、その周りには見目麗しい少女が四人と、色香のある美女がいたからだ。

　男性は当然として、女性も少女たちの可憐かれんさに足を止めてしまう。

　それほど華やかな光景だった。




　その可憐な少女たちとは？

　そう、ローラたちである！




「道行く冒険者さんたち！　仕事の前の栄養補給はぜひラン亭のラーメンで！」

「クエスト成功の打ち上げにもオススメですわ！」

「東方の伝統料理。これを食べねばグルメは語れない」

「獣人も神獣も納得の味であります」

「ぴー」

　辺り一面に、ランが煮込んでいるスープの香りが広がっていく。

　しかし聞こえてきたのは、「美味おいしそう」ではなく「可愛かわいい……」であった。

　今はそれでいい。

　とにかく注目を集めるのだ。

「お嬢ちゃんたち、見慣れない服だけど、これは何の店？」

　男性が一人、近寄ってきた。

「ですからラーメンです！　今なら半額キャンペーン中！　味は私たちが保証します！」

「そうなんだ。可愛い制服だね」

　ローラたちの見た目だけでなく、何とかラーメンにも興味を誘導しないと。

「こういうときは実際に食べてみせるのが一番でありますよ。ラン殿。私にラーメンを作るであります」

「了解アル！」

　ランがラーメンを作る手際は、見ていて気持ちがよかった。

　茹ゆでた麵の湯切りの仕方も、それをどんぶりに入れる仕草しぐさも達人の域。

　もっともローラたちはラーメンを作ったことがないので、どうなれば理想の形なのかは知らない。

　だが分野が違えど、一流の者には特有の〝匂におい〟がある。

　周りにいる冒険者たちもそれを感じ取ったらしく、「おお……」と短い歓声を上げた。

「へい、おまちアル！」

「いただくであります！」

　お互い語尾が変なせいか、妙に息があっている。

　ミサキは出されたどんぶりを手に取り、立ったままズズズズズと麵をすする。

「美味しいでありますぅ！」

　見ているだけで涎よだれが出てくるような笑顔。

　そしてピコピコ嬉うれしそうに動く耳と尻尾しつぽ。

　演技やお世辞で言っているのではないと一目で分かる。

「ものは試しだ……一杯だけ食べてみようかな？　ラーメン一つ」

　一人の冒険者がカウンター席に座った。

　若い男だった。

　見たところあまり強そうではないが、真っ先に注文するとは見所がある。

　きっと将来、立派な冒険者になるだろう、とローラは適当なことを心の中で思った。

「へい、ラーメンおまちアル！」

「おお、美味うまそうだ……でも、どうやって食べたらいいんだ？」

「箸はしを使うのが本来の形アルが、使いにくいならフォークも用意しているアルよ」

「じゃあフォークにしよう。いただきます……む、これは……美味い！」

　男は一口食べるやいなや、次々と麵を口に入れていく。

　そしてスープも飲み干し、一滴残さず完食。

　あっという間の出来事だった。

「いやぁ……世の中にこんな美味しい食べ物があるなんて知らなかったよ。しかも安い！」

「ありがとうアル。けれど、半額キャンペーンが終わったら倍の値段アルよ」

「それでも安いよ。ごちそうさま。また来るよ」

「あ、ちょっと待つアル。ここで屋台を開くのは週末の二日だけで、平日はちゃんとした店で営業するアル。これがその地図アル。よろしくアル」

　ランは代金を受け取ると同時に、地図とメニューが書かれたチラシを渡した。

　ナイスだ。

　なにせローラたちは学園が休みの日しかラン亭を手伝うことができない。

　それにこの屋台は、あくまで本店の宣伝のためにやっているのだ。

　こうやって上手に宣伝していけば、いずれはローラたちが売り子をしなくても、自然と本店に客が集まってくるに違いない。

「そんなに美味いなら俺おれも食うぞ！」

「私も！」

　様子をうかがっていた冒険者たちが一気に押し寄せてきた。

「お、落ち着くアルよ。ちゃんと並んで注文するアル」

　ここでローラたちの出番だ。

　客たちをしっかり並ばせ、同時に屋台の外にテーブルと椅子いすを並べ、捌さばける人数を増やす。

　ちなみに本店ではラーメンの他にもメニューがいくつかあったが、屋台では回転率を上げるため、普通のラーメンのみだ。

　そのおかげでランは迷うことなくラーメンを作ることに集中している。

　完成したラーメンをテーブル席にお届けするのもローラたちの役目だ。

　ハクはかまどの火が弱まってきたら、ぶわっと口から炎を吐いて火力調整するという重大な任務に就いている。

　ランの言うことを聞いて、よく働いているようだ。

　その様子を見てローラはホッと胸を撫なで下ろす。

　生まれたばかりの頃ころはローラから少し離れただけで鳴いていたのに、随分と成長したものだ。

　ローラは我が子の成長をシミジミと喜ぶ。

　親離れされるのは寂さびしいが、立派な神獣になるのだぞ──なんて考えていたら、ハクは屋台を離れ、パタパタとローラの頭の上に降り立った。

「ぴー」

「なんだ。やっぱり私の頭じゃないと落ち着かないんですか？」

「ぴ！」

　ハクの親離れはまだ先になりそうだ。

　とはいえローラも人のことは言えない。

　ハクが頭の上に来てくれてホッとしてしまったのだ。

　子離れできない性格らしい。

　そんな感じで押し寄せる客たちを回していると、一時間強で鍋のスープが空になってしまった。

　実に百人以上の人にラーメンを食べてもらった。

　途中からは冒険者だけでなく、通りすがりの一般人も行列に並んでいた。

　これはもう大成功と言っていいだろう。

「完売アル！　申し訳ないアルが、今日のラーメンはもうないアルよ。また明日、お昼頃に来るので、よろしくアル」

　ランは大きな声でお客さんたちに呼びかけた。

　しかし妙な語尾のせいで混乱を生む。

「ないアル……？　ないのかあるのかどっちなんだ……!?」

「いや、完売ってことはないんだろう」

「しかしアルと言っているぞ」

　言葉とは難しいなぁと思いつつ、ローラはランの代わりに誤解を解くことにした。

「ないアル……じゃなかった。本当にスープはもうありません！　今日は営業終了です！」

　それで並んでいた人たちはようやく理解してくれた。

　残念そうに散らばっていく。

「……明日はもっと沢山のスープが必要ですわね。倍作っても足りないかもしれませんわ」

　シャーロットの真剣な意見に対し、アンナもまた真面目まじめに指摘する。

「でも、今日だって鍋にたっぷりのスープを持ってきた」

　するとミサキも議論に加わる。

「今日の売上で、もっと大きな鍋を買えばいいであります。利益を上げて商売を拡大するであります！」

「あらミサキさん。獣人の里でずっと過ごしていたのに、随分と俗っぽいことに詳しいのですわね」

「王都に来てから色々学んだであります。私は人間の暮らしに興味津々であります」

「ミサキさんは勉強熱心なんですね！　尊敬しちゃいます！」

　ローラは素直に感心した。

　なにせローラは座学が苦手だ。

　ルームメイトであるシャーロットが教えてくれるので何とか授業にはついて行っているが、積極的に勉強しようとは思わない。

「えっへんであります。インテリ獣人ミサキであります！」

　ミサキは胸を張って威張り、尻尾をパタパタと振った。

　インテリモフモフだ。

　だが、そんなモフモフ獣人ミサキのインテリっぷりに、アンナが水を差す。

「でも、今日は半額でラーメンを売ったから、利益はほとんど出ていないはず」

「「「あ」」」

　アンナの冷静な言葉に、ローラとシャーロットとミサキは言葉を失った。

　これは困った。

　スープが足りなくなると分かっているのに、スープを作るための鍋を買えない。

　明日も今の鍋で我慢するしかないのだろうか……。

「心配無用アル。皆のおかげで屋台の材料費が浮いたから、まだ資金に余裕があるアル。鍋くらいは買えるアルよ」

「な、なんだ、そうだったんですか。じゃあ問題ないですね」

「これでも大人アル。一等地に店を構える金がなくても、鍋くらいは何とかするアルよ」

　なるほど。言われてみればごもっともな話だ。

　ローラはてへぺろと舌を出し反省する。
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　そして次の日。

　大鍋にたっぷりのスープで客を迎え撃つ。

　今日は二百人以上に提供できるはずだ。

　しかし口コミで広まったらしく、昨日よりも行列が長い気がする。

「忙しいですわ！」

　と、シャーロットが叫ぶのも無理もない。

　ローラは剣の修行をしているときの如ごとく、心を無にして仕事を続ける。

　そして百人ほど回したとき、見知った顔がテーブル席に現れた。

「あ、エミリア先生！」

「あ、ローラさん！」

　お互いに指差して驚き合う。

　するとシャーロットたちも、ぞろぞろと集まってきた。

「あら、エミリア先生も行列に並んでいましたのね」

「私たちがいるって知らないで来たの？」

「なんとも奇遇でありますなぁ」

「ぴー」

　エミリアはこちらの顔を見回し、そして「はぁ……」とため息をつく。

「評判の珍しい食べ物があるって聞いたから来てみたのに……まさか、あなたたちの仕業だったなんて……王都の異変は全部ローラさんたちが関わっていると考えたほうがいいのかしら？」

　なにやら失礼なことを言い出した。

「エミリア先生ってば酷ひどいですよ！　私たちはラーメン普及のために頑張ってるのに！　エミリア先生だってラーメンを食べたら、私たちの気持ちが分かるはずです！」

「ふーん……そんなに言うなら早く持ってきてちょうだい」

　エミリアは気のない返事をする。

　しょせんラーメンなどただの流行はやり物で、ローラたちが大げさなことを言っているだけ、なんて思っているのかもしれない。

　ならば、度肝を抜いてやらねば。

「分かりました！　というわけでランさん、ラーメンを……！」

「もう作ったアルよ」

「素早い！」

　ローラはラーメンを受け取り、エミリアの前に出す。

「さあ、ラーメンの美味しさにひれ伏すのです！」

「大げさね……むっ、これは!?」

　初めは余裕たっぷりの顔だったエミリアだが、レンゲでスープを一口飲んだ瞬間、緊張をみなぎらせた。

　そしてメガネが曇るのもかまわず、怒濤の勢いで食べ始める。

「……私の負けよローラさん。ラーメン、美味しかったわ……！」

「ありがとうございます！　また来てくださいね！」

　ローラは立ち去るエミリアの背中にエールを送った。

「結局、何の勝負だったんですの？」

「実のところ、私もよく分かっていません！」

　おそらくエミリアもよく分かっていなかったはずだ。

　全ては雰囲気のなせるわざである。

　このように二日目もラーメンは好評だった。

　行列は一向に短くならない。

　流石さすがはファルレオン王国の王都だ。暇人が無限に湧わいてくる。

　しかしスープは刻一刻と減っていく。

　やがてスープがついに空になったとき──その二人は現れた。

「はぁい、みんな。ラーメン食べに来たわよー」

「ラーメンという未知の食べ物が昨日から王都を騒がせていると聞いて参ったぞ。さあ、妾わらわたちの分も作るのじゃ」

　白銀色の髪の美しい女性と、ローラと同い年くらいの小さい少女。

　気さくな雰囲気で現れたが、決して一般人にあらず。

　何を隠そうこの二人。人類最強の大賢者と、ファルレオン王国の女王陛下なのだ。

　二人とも、期待を込めた瞳ひとみで屋台を見つめている。

　きっとラーメンの評判を聞いて、ワクワクしてやって来たのだろう。

　そんな二人にローラは残酷な事実を告げなければならなかった。

「あの……たった今、品切れになったので……営業終了です」

　その瞬間、大賢者と女王陛下は口をポカンと開けて固まった。まるっきりアホみたいな顔だった。

「ちと意味が分からぬぞ……今、品切れと言ったのか？　王宮をこっそり抜けだして来たのに、妾はラーメンを食べることができないのか？」

「まあ、そういうことになりますね」

「……いい度胸じゃな。余を誰と心得る！　エメリーン・グレタ・ファルレオンじゃぞ！」

　女王陛下は小説に出てくる悪役貴族みたいなことを言い出した。

　いつもはこんなことを絶対に言わないのに。

　つい悪役になってしまうくらいラーメンが食べたかったのだろう。

　その願いは叶かなえてやりたいが……ないものはないのだ。

「なあ大賢者。お前の魔法で何とかならんのか？　魔神を倒したり、余をこんな幼子の姿にするくらいなんじゃから、ラーメンくらい作れるじゃろ!?」

「……流石に食べたことのないものを作れと言われてもねぇ」

「何を情けないことを！　うぉぉぉ、食べられないと思ったら一層食べたくなってきた……何とかならないのか!?」

「ならないアルなぁ」

　店主のランがトドメを刺す。

「あ、ああ……」

　女王陛下は地面に力なく倒れてしまった。

　高そうなドレスが汚れてしまう。

「何のために王宮を抜け出したか分からん……これじゃ怒られ損じゃないか……」

　どうやら女王でも勝手に家を抜け出すと怒られるらしい。

　よほど怖い人が王宮にいるらしく、女王は泣き出してしまった。

　大賢者は、そんな小さくて可愛い女王陛下を担ぎ上げ、同じく悲しそうな顔で屋台を見つめる。

「あなたたち、私に挫折ざせつを味わわせるなんて大したものね……明日はこうは行かないわよ！　朝一番から並んであげるんだから！」

　そう捨て台詞ぜりふを吐き、とぼとぼと歩いて行く。

　しかし、明日は平日。

　授業があるのでローラたちは手伝えない。

　よってラン亭は屋台ではなく、本店で通常業務だ。

「学長先生も平日は学長として働かなきゃいけないような気がするんですけど……朝から並んでも平気なんですかね？」

　ローラは素朴な疑問を口にする。

　もちろん誰も答えなど知らない。

　唯ただ一つハッキリしているのは、明日、いくら大賢者がここで待っていても、ラーメンを食べることは不可能ということだけである。





※






「シャーロットさん、放課後ですよ！」

「ぴー」

「知っていますわ。それで、ラン亭に行こうというのでしょう？」

「おお、流石はシャーロットさん。私の考えなどお見通しですね！　というわけで、アンナさんとミサキさんも誘って行きましょう」

　昨日と一昨日おととい、ローラたちは冒険者ギルドの前で『ラーメン普及活動』に取り組んでいた。

　その成果がどの程度実ったのか、ラン亭の本店に行って確かめるのだ。

　ローラの予想では、きっと大行列ができている。

　ラン一人では捌ききれず、てんてこまいかもしれない。

「流石にそこまでの行列にはならないでしょう。往来の激しいギルド前だからあれほど盛況だったのですわ。本店の立地はかなり厳しいので……まあ、そこそこといった感じでしょう」

「そこそこでも、ゼロよりはずっとマシ」

「そうであります。最初から大成功を期待してはいけないであります」

　それぞれが意見を言い合いながら、ラン亭に向かう。

　しかし、辿たどり着いた先には、予想外の光景が待ち受けていた。

「あ、あれ……？　店の中を覗のぞいても、お客さんがいませんね……」

「そんな、わたくしたちの宣伝は無意味ですの!?」

「ありえない……あんなに皆、ラーメンを美味しそうに食べてくれたのに」

「これは何かの間違いであります！」

　ミサキは叫び、店の扉を開ける。

　そこにはチェイナドレスの女性が二人、椅子に座り込んでどんよりとした空気を作っていた。

　一人は店主であるラン。

　そしてもう一人は驚いたことに大賢者だった。

「が、学長先生!?　なぜここに……それもチェイナドレスで！」

「ああ、ローラちゃん……そっか、もう放課後なのね……慣れないことをしたから疲れて意識が飛んでいたみたい……」

　大賢者はハリのない声を出す。

　続いてランもこちらに視線を向け、弱々しく腕を上げ──そして親指を立てた。

「皆、やったアルよ……開店と同時にお客さんの波。スープはすぐに切れたアル……まさかここまで来るとは思っていなかったアル……大賢者さんが手伝ってくれなきゃ、絶対に破綻していたアルよ……」

「あ！　売り切れだからお客さんがいないんですね！」

　ローラたちは安堵あんどの息を吐つく。

　ちなみに大賢者が最初の客だったという。

　朝早くからギルド前に座り込みをしていた大賢者だが、その歴戦の勘により、何かがおかしいと早々に気が付いた。

　そして、圧倒的情報収集能力により、ラン亭の場所を特定。

　開店前から並ぶことに成功したのだ。

「私がラーメンを食べてる間に次々と客が入ってきて。これはランちゃん一人じゃ回せないと思って、軽い気持ちで手伝い始めたのよ……そしたらお昼にピークを迎えて……死ぬかと思ったわ」

「ははあ……学長先生でも死の危険を感じたりするんですね」

「だって私、接客業とかほとんど経験ないし……」

　なるほど。

　大賢者にとって接客業は、ドラゴンなどと戦うよりも難しいらしい。

「でも、本当に助かったアル。大賢者さんは美人だからお客さんも喜んでいたアル。明日からもよろしくアル！」

「え、明日も……？　明日はエミリアに代わってもらおうかしら……」

「駄目ですわ学長先生。エミリア先生は、わたくしたちの授業があるのですわ」

「それもそうね……じゃあ陛下に任せるわ」

　それこそ駄目だと思うが、流石の大賢者も冗談で言っているはずだ……と信じ、あえて口を出さないローラであった。

　これでもし本気だったら恐ろしい。

　恐ろしいことは知らないほうがいいのだ。

　真実を知っても、大賢者を止めることなど不可能なのだし。

　有事の際はともかく、普段は大賢者が王都で一番暇な人なのだから、そのままラーメンのために身を捧ささげるべきだろう。

　仮眠室で惰眠を貪むさぼるよりは、よほど有意義だと九歳児でも分かる話だ。

「夜も店を開けるつもりだったアルが……もうスープを仕込む気力も体力もないアル……」

　どうやらラーメンの宣伝をやり過ぎたらしい。

　しかし今のところ、皆、珍しがって行列を作っているかもしれないが、この状態が永久に続くわけではない。

　むしろ、いずれ飽きられて閑古鳥かんこどりが鳴く可能性だってある。

　王都は人口が多いゆえ、飲食店の数も種類も豊富だ。

　ライバルは無数にいる。

　このラーメン人気を見て、彼らが手をこまねいているとも思えない。

　一過性の人気にあぐらをかいていては、王都で生き残るのは不可能だ。

　たんに美味しいというだけでなく、唯一無二の『売り』があれば安泰なのだが……。

　なんにせよ、今は押し寄せる客にラーメンを出すだけで処理能力の限界。

　もう少し余裕が欲しい。

　よいアイデアはないものか、とローラは首を捻ひねる。すると、斜めになった頭から転げ落ちないよう、ハクがモゾモゾと踏ん張った。

「とりあえずランさん。もう半額セールはやめたほうがよろしいでしょう。店員が沢山いるならともかく、この状況で薄利多売は首を絞めるだけですわ。普通の値段に戻せば、安いから食べるという人を切り捨てることになりますが、本当にラーメンが好きなお客さんだけが来てくれますわ」

　シャーロットが改善策を口にした。

　なるほど。半額セールはラーメンに興味を持ってもらうためにやったことで、こうしてランと大賢者が放心するくらい客が来るようになった以上、もう不要のキャンペーンだ。

「あと、せっかく冒険者ギルドの前で宣伝したんだから、冒険者が喜びそうなメニューを作ったらいいと思う。あの人たちは大抵いつも腹ぺこで大食らい。特に稼ぎの少ない駆け出し冒険者は、安くてお腹なか一杯になる食べ物を求めている」

　アンナもアイデアを出す。

　入学前から冒険者をやっている彼女だからこその発想だ。

「ふむふむ……するとボリュームを増やす方向ですね。でも価格を高くしちゃ駄目と……ランさん、可能だと思いますか？」

「ラーメンで一番原価が高いのはスープ。麵や具を増やしても、実はそれほど価格には響かないアル」

「おお！　じゃあ行けますね！」

「麵ばかり増やすと栄養が偏るので、野菜も増やすであります。モヤシなら安く仕入れることができるはずであります」

「ミサキさん、詳しいですね」

「伊達だてに学食で働いていないでありますよ」

　いい感じにアイデアが出そろってきた。

　ならば次は食材集めと、レシピの試行錯誤だ。

　ローラたちは味見は得意だが、ラーメン作りそのものはランに頑張ってもらうしかない。

　そして食材は……。

「学長先生は顔が広いので、色んな物を安く集めて来れますよね？」

「うーん……そうねぇ……モヤシから軍艦くらいまでなら大丈夫よ」

「いや、軍艦はいいので、モヤシとかその辺の食材をお願いします」

　モヤシから軍艦まで、という幅の中には他に何が入っているのだろう、と興味をそそられるローラだが、今はラーメンのほうが大切だ。

　とにかく、作るのと集めるのは大人二人にお任せだ。

　ローラたちには授業とか学食の仕事などがある。

　しかしそれでも、放課後に味見するくらいの手伝いはできるだろう。

　作る係と食べる係。

　見事な役割分担だ。

　じゅるりと涎よだれが出てきた。
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　ラン亭の行列は、日に日に沈静化していった。

　半額セールをやめたのと、珍しさが薄れてきたのが理由だろう。

　だが小さい店なので、それはむしろ助かった。

　固定客は確実についている。

　おかげで安心して新しいラーメンを作ることができた。

　ランと大賢者が相談して開発し、ローラたちが味見する。

　そして、再び週末の休日。

　ラン亭の屋台は、また冒険者ギルドの前にやってきた。

　ローラとアンナは華ロリ。他ほかの皆はチェイナドレス。

　なんと今日は大賢者も参加だ。

　だが本当に重要なのはそこではない。

　アピールすべきは、新メニュー『冒険者ラーメン』だ！

「お腹なかをすかせた冒険者の皆さん！　一杯食べるだけでモリモリ力がわいてくるラーメンを開発しましたよ。その名も冒険者ラーメン！　麵も野菜もたっぷりです。トッピングのニンニクはなんと無料！　野菜や背脂せあぶらの増量も無料！　これを食べたらどんなモンスターにも負けません！　もちろん、冒険者じゃない人にもオススメです！」

　ローラたちは『新発売、冒険者ラーメン！』と書かれた立て看板を持って、アピールしまくる。

　すると、また人だかりができた。

「屋台でも本店でも食べたから、今日は別の店にしようと思っていたが、新メニューが気になるな」

「しかも冒険者ラーメンときた。これは冒険者として食べておかなきゃな！」

「それより……あの銀髪の人、大賢者じゃね……？」

「はは、まさか。大賢者が屋台で働いてるわけないだろ」

「それもそうか……」

　そんな声が聞こえてくる。

　本当に大賢者その人なのだが、言っても誰だれも信じないだろう。

　ローラだって学園に入って大賢者と親しくなる前なら、あの英雄が屋台で働いていると言われても絶対に信じなかった。

　しかし今となっては、「お昼寝せずに真面目まじめに働いて偉いですね」といった感じだ。

「私が冒険者ラーメンを実際に食べてみせるであります。冒険者なら絶対に食べたくなる料理であります」

「トッピングはどうするアルか？」

「ニンニク、アブラ、ヤサイマシであります！」

　そう言ってミサキは、ランからどんぶりを受け取り、テーブル席で食べ始めた。

　冒険者ラーメンは、まず見た目が凄すごい。

　モヤシとキャベツが、麵が見えないくらい山盛りになっている。

　そこにトッピングのニンニク。これはモンスターと戦うためのスタミナが付く。

　更に背脂の塊かたまり。これも無料のトッピングだ。普通の人が食べたら太ること間違いないが、肉体労働者なら大丈夫のはずだ。それと太ってもいいから、とにかく脂っこいものを食べたいという人にもお勧めだ。

　そして麵は、普通のラーメンよりも遥はるかに太い。

　冒険者ラーメンのためにランが新しく作ったのだ。小麦粉の仕入れは大賢者が担当した。

　大迫力の太麵は、見た目を裏切らない歯ごたえ。

　そんな冒険者ラーメンをミサキは猛スピードで食べていく。

　年頃としごろの少女としてどうかと思う姿だが、ローラはミサキの気持ちがよく分かる。

　試食したとき、その美味おいしさに絶句したものだ。

　箸はしの動きを止められなかった。

　体が臭くなると分かっているのにニンニクを食べてしまうのだ。

　あの背脂も美容に悪そうなのに、どうしてか依存症になるほど美味しい。

　食べ終わったあと、「こんなものを食べていたら体が大変なことになる。もう二度と食べないぞ」と思っても、数時間後にはまた食べたくなってしまう。

　それが冒険者ラーメンだ。

「スープも残さず完食であります。ごちそうさまであります」

　ミサキは本当に美味しそうにぺろりと食べてしまった。

　それを見た冒険者たちは、目の色を変えて屋台に並ぶ。

　一応、普通のラーメンの麵も用意してきたのだが、冒険者ラーメンの注文ばかりだった。


「うぉぉ……こりゃ凄い。俺おれは今、一日分のエネルギーを体に溜ため込んでいるという実感を味わっている！」



「駄目よ……前衛ならともかく、魔法使いの私がこんなのを食べたら贅肉ぜいにくが……お腹に贅肉が……」

「モンスター討伐を終えた体に染しみ渡るパワー……まさに冒険者のためのラーメンだ！」

「みなぎってきた！　今ならドラゴンにだって勝てそうだぜ！」

　なにかこう、食事を楽しむというより、儀式的な雰囲気が漂ってきた。

　だが、好評は好評だ。

　たまに冒険者ではない人もチャレンジしている。しかし量が多すぎて、かろうじて完食したとしても苦しげな顔で帰っていく。

　騒ぎを聞きつけてやってきたギルドの受付嬢たちなど涙を流していた。

「うぅ、絶対に太るよぅ……」

「残せばよかった……残せばよかった……」

「そうと分かっていても全部食べちゃった……」

　太ると分かっていても、やめられないとまらない。

　それが冒険者ラーメンだ！

　しかし量が多い分、客の回転率は落ちた。

　そのおかげで、スープが長持ちする。

　また、量に恐れをなしたのか、並ぶ客の数そのものも少ない。

　先週は行列が伸び続ける状態でスープが切れてしまったが、今日はそういうことにはならずに済みそうだ。

　忙しすぎて目が回る心配もない。

　トラブルと言えば、お尻しりを触られそうになったシャーロットが客を張り倒したくらいである。

　つまり何もかもが順調。

「あれ？　学長先生、何をお客さんに混じって並んでるんですか!?」

「だって、私がいなくても店は回るじゃないのー。お腹もすいたしー」

「はあ……ちゃんとお金払ってくださいね」

　なんてことをやる余裕もあった。

　そして夕方、無事に完売。

　よかったよかったと皆で後片付けをしていると、冒険者ラーメンを食べてから討伐クエストに向かった人たちが笑顔で帰ってきた。

「あのラーメンのおかげで、いつもよりパワーが出たぞ！　ありがとな！」

「魔法の威力も上がった気がするわ！」

　なんと。

　スタミナが付くだろうとは思っていたが、まさかパワーアップまでしてしまうとは。

　東方の神秘というやつかもしれない。





※






　ラーメンの屋台は当初の予定を遥かに超える成功をおさめた。

　安くて美味しいだけでなく、冒険者にとって実用性があると判明した以上、これは一過性のブームではなく完全に定着するに違いない。

　しかし、人間の胃袋には限界がある。

　つまり、ラーメンを食べる者が増えれば増えるほど、他の飲食店の売上が落ちていく。

　それを快く思わない者は当然いる。

　そして中には、直接対決を考える者さえ──。





※






　更に一週間後。

　ローラたちはまたまた屋台を手伝いに来た。

　しかし大賢者だけはお休みだ。

　大賢者は魔力も知識も極まっているが、勤勉とは程遠い。

　先週だけで懲りてしまったようで、今は『集中お昼寝運動』の実施中だとか。

「あれ？　あの屋台、先週までありましたっけ？」

　ローラはラン亭の向かいに、見慣れない屋台を発見する。

　看板を見ると、どうやらパスタ屋さんのようだ。

　もの凄い行列ができている。

　まるでラン亭が初めてここに屋台を出したときのような行列だ。

　どこで誰が商売しようとローラたちが口を出す権利はない。

　だが、そのパスタ屋から、何やら睨にらまれているような気がする。

　それどころか敵意すら感じた。

　考えすぎだろうか？

「あの看板は……確か王都のあちこちに店を持つ、パスタのチェーン店『レディオン・パスタ』ですわ。屋台というのは初めて見ますが……」

「私も食べたことはないけど、看板は見たことがある」

　王都暮らしの長いシャーロットとアンナが言うのだから間違いないだろう。

「つまり、新たなライバルでありますな。いざ尋常に勝負であります」

「西方の麵と東方の麵の直接対決……燃えるアル！」

　ランの瞳ひとみが燃えている。

　もちろん実際に燃えているのではないが、そんなイメージが見えるくらい気合いが入っていた。

「さあ、こちらも開店ですわ！　向こうの行列をこっちに引っ張ってやりますわ！」

「今日のスープの出来は先週よりもいいよ」

「一杯食べるだけでドラゴンに勝てるかも、であります」

　シャーロット、アンナ、ミサキが呼び込みをする。

　ところが、どうしたことだろう。

　先週まであれだけ行列があったのに、今日はほとんどお客さんがこない。

　もちろんゼロではないが、ランのラーメンを茹ゆでる手が止まってしまうほど暇だった。

　昨日、放課後に遊びに行ったときは、本店にもしっかり客が入っていたのに。

　たった一日でラーメンの人気がなくなるなんて妙な話だ。

　そこでローラは、数少ないお客さんに尋ねてみる。

「あのぅ……どうして向かいのパスタ屋さんにばかり行列ができて、こっちに人が来ないか心当たりありませんか？」

「ん？　そりゃ、あっちはパスタにとんでもない物を入れてるし、信じられないくらい安く売ってるからな……よほどラーメンを食べたい気分の奴やつじゃなきゃ、こっちにはこないだろ」

「とんでもない物……？」

「薬草だよ」

「え！」

　ローラは耳を疑った。

　薬草はその名の通り、薬としての効能がある植物のことだ。

　中には食べるだけで傷や病気が治ったり、目がよくなったり、魔力が一時的にアップしたりする種類もある。

　しかし、どれも例外なく高価。

　パスタに入れて売るような物ではないし、あんな行列ができるほど、お金持ちがこの通りに集まっているとも思えない。

「ランさん。私、パスタ屋さんの偵察に行ってきます！」

「分かったアル。お願いアル」

「行きますよ、ハク！」

「ぴ！」

　店のことは残りのメンバーに任せ、ローラとハクはスパイとなる。

　もっとも、着ている服が派手なので、ラン亭の店員なのはバレバレだ。

　だからローラは正面から堂々と近づいていく。

「なっ、何て安い！　こんな価格で売って利益がでるんですか!?」

　価格が見えた途端、ローラはつい声を出してしまった。

　しかもパスタに入っていると謳うたわれている薬草は、とびきり高価な『元気草』。

　食べると半日ほど元気が続くという薬草で、身体能力が格段にアップするらしい。また、疲労回復にも効果があり、怪我けがの治りも早くなる。

　だが魔力を持った強力なモンスターの死体にしか根を張らず、養殖も難しい。

　過去のデータから効能は保証されているが、値が張るので、それで自分を強化して討伐クエストを受けても、さほど収入には繫つながらないと聞いたことがある。

　本当に、絶対に負けられないという、ここぞというときに使用される薬草だ。

　しかし、そんな貴重な元気草が、パスタの具になって屋台で売られていた。

　それも、冒険者ラーメンより少し高いくらいの価格で。

　ありえない。

　大量に仕入れて単価を下げているとしても、絶対に原価割れしている。

　ローラがポカンと前で立ちすくんでいると、パスタ屋の店員と視線が合った。

　向こうはニヤリと意地の悪い笑みを浮かべる。

「おっと、ラーメン屋の売り子じゃないか。どうした、そんなところに突っ立って。パスタを食べたいなら、列の後ろに並ぶんだな」

「べ、別にパスタを食べに来たわけじゃありません！　それよりも、その元気草は本物なんですか!?　その価格で提供できるとは思えませんけど……」

「なんだ、変な言いがかりはよしてくれ。企業努力でやっと実現した価格なんだ。いちゃもん付けようっていうなら、衛兵を呼ぶぞ」

「ぐぬ……」

　元気草が偽物だという証拠はどこにもないので、ローラは何も言い返せなかった。

　ぷんすか肩を怒らせてラン亭に帰るしかない。

　その背中にパスタ屋の声が聞こえる。

「さあさあ、皆さん。我が『レディオン・パスタ』は、お客様のことを第一に考えております。だからこそこの値段なのです。それに、やはり西方の麵といえばパスタでしょう！」

　わーわーと声援も聞こえてきた。

　悔しさのあまり、ローラは頰ほおを膨らませる。

　だが、まだ負けたわけではない。

　あんな原価割れの反則的価格の店が目の前にあっても、いくらかはラン亭にお客さんが来てくれているのだ。

　それだけラーメンが愛されているという証拠。

　ラーメンを愛する人たちのためにも、店を潰つぶすわけにはいかない。

「皆さん、緊急事態です！」

　ローラは皆に、パスタ屋が元気草をとんでもない値段で売っていると報告する。

　真っ先にシャーロットが反応した。

「それは絶対に変ですわ。明らかに採算度外視。わたくしたちの店を潰すためにやっているのでは？」

「確かに、ラン亭は他の店の客を奪っていた。恨みを買ったのかもしれない」

「そんな……私はただ皆にラーメンを食べて欲しかっただけアル！」

「ラン殿は別に悪くないであります。真面目に商売しただけであります。そしてパスタ屋の価格破壊も、別に違法ではないであります。競争であります」

「確かにそうですけど……元気草が本物ならの話です。だから私たちも並んで、実際に食べてみましょう。もし偽物だったら、詐欺だーと叫びましょう！」

　悲しいことに、ラン亭のお客さんはまばらだ。

　ラン一人に任せてしまっても問題ない。

　というわけで、ローラたちはパスタ屋の列に並ぶ。

　なんと一時間以上も待つ羽目になった。

　だが、元気草が偽物だと証明できれば、一発逆転だ。

「こ、これは……！」

「信じられませんわ！」

「力がわいてくるであります！」

「本物の元気草……」

「ぴぃ！」

　テーブル席でパスタを食べたローラたちは、全身に力がみなぎるのを感じた。

　ニンニクを食べたからスタミナが付いたとか、何となく強くなった気がする、なんて些細ささいなものではない。

　奥底から燃えるような熱さを感じる。

　体が軽い。

　五感が鋭敏化している。

　これは間違いなく元気草。

「本物です……文句を言えません……」

　うなだれるローラたちを、パスタ屋の店員が勝ち誇ったように見ていた。

　敵は手強てごわい。

　これは、作戦会議の必要がある。





※






「元気草は本物でしたわ……つまり、向こうは原価割れを覚悟で価格競争を仕掛けてきたのです。これではとても対抗できませんわ」

　客があまり来ないラン亭の屋台で、作戦会議を始める。


「でも、原価割れってことは、向こうは売れば売るほど損をするんですよね？　じゃあ、放っておけば向こうが潰れるんじゃ……？」



「ローラさん。相手がチェーン店だということをお忘れなく。あの屋台が赤字でも、他の店で補えば、どうということはありませんわ」

「しかし、どうしてそこまでして薬草入りパスタを売るアルか？」

「それはもちろん、ラン亭を潰すためでしょう」

　ランの質問にシャーロットが即座に答える。

「訳が分からないアル。ラン亭は確かにこの辺では売れたアル。けど、王都全体で見たら小さなものアル。あのパスタ屋が王都中に広がるパスタ屋で、他で利益を上げているというなら、ラン亭なんて放っておけばいいアル。どうしてわざわざ真向かいに店を出したアルか？」

「きっと、ラン亭が大きくなって、店を増やす前に潰しておこうという魂胆。ライバルは強くなる前に倒したほうが楽」

　アンナがそう言うと、ランは「なるほど……」と納得する。

　だが、ローラは違和感を覚えた。

「うーん……理屈では分かりますけど、ライバルは強いほうが燃えると思うんですけどね」

「同感ですわ。お互い万全の状態で戦ってこそ勝負というものですわ。飲食店ならあくまで味で勝負。薬草のおまけでパスタが付いてくるようなメニューで客を奪って、何が嬉うれしいのか理解に苦しみますわ！」

　ローラとシャーロットは激しく頷うなずき合う。

　しかし、あとは誰も同意してくれなかった。

「それはロラえもん殿とシャーロット殿が、変態的なバトルフェチだからそう思うだけでありますよ。普通は楽して勝ちたがるものであります」

「ミ、ミサキさん！　人を変態呼ばわりしないでください！」

「そうですわ！　わたくしたちは変態ではありませんわ！　そうでしょうアンナさん。アンナさんも、わたくしたちと同意見ですわよね？」

　ローラとシャーロットは、アンナに縋すがるような視線を送った。

　ところが、目をそらされてしまった。

「「アンナさん!?」」

「いや、だって……二人の言ってることも分かるけど……私はそこまで勝負にこだわらない……一緒にされても、困る」

　アンナは申し訳なさそうに呟つぶやく。

　その申し訳なさそうな顔が、かえってローラを『え、私たちってそんな変な考え方……？』と不安にさせた。

（お、落ち着いて考えましょう……まず私とシャーロットさんは同じ考え方です。そのシャーロットさんは……むむ、確かに変人ですね。そしてお父さんも私と同じ考え方のはず。お父さんも……変人かもしれません。あれ……あれれ？）

　これは大変だ。

　驚くべき事実にローラは愕然がくぜんとする。

　シャーロットを裏切ってアンナ側に付いたほうが利口かもしれない。

　が、やはり勝負は正々堂々とやるべきという考えは曲げられない。

　どうやらシャーロットと一緒に変人を続けるしかないようだ。

「ロラえもん殿が変態なのは自由でありますが、ハク様にはうつさないよう気をつけて欲しいであります」

「ぴぃ？」

「病気みたいに言わないでください！」

「変態のことはどうでもいいアル。問題は、どうやってパスタ屋に対抗するかアル」

　どうでもいいと言われるのは悲しいが、これ以上変態ネタを掘り下げられるのも嫌なので、ローラは大人しくランの提案に乗る。

「そうです、そうです。重要なのはそれです。誰か、いいアイデアを思いつきませんか？」

「そう言われても……ここまで資金力の差を見せつけられると辛つらい」

「向こうの真似まねをして、シャーロット殿のお金でラーメンに薬草を入れるというのはどうでありますか？　孤児院こじいんの事件のように……」

「あれはチンピラに因縁をつけられた孤児院を救う、という大義名分があったからお金を用意できたのですわ。ラーメン屋を救うためというのでは、お父様も貸してくれませんわ」

「うーん……確かに、孤児院とラーメン屋だと、前者のほうが公共性が高いですからねぇ」

　シャーロットの資金力をアテにできないのは辛い。

　とはいえ当然の話だ。

　ローラたちはあくまでお手伝いで、経営者はラン。

　ここでシャーロットの金を使うのは筋違いだし、仮にそれで乗り切ったとして、また似たような危機を迎えたときはどうするのか。

　それを考えると、あくまで大金を使わない方法でパスタ屋に勝つべきだろう。

　皆で「うーん、うーん」と悩む。

　しかし、なかなか思いつかない。

「いっそ、場所を変えるでありますか？　せっかく冒険者ラーメンが定着したのに冒険者ギルドを離れるのは辛いでありますが、元気草と戦うよりはマシでありますよ」

「でも、相手も屋台。追いかけてくるに決まってる」

「向こうが追いかけてくることができず、なおかつお客さんが沢山いる場所があればいいのですが……」

　シャーロットがボヤく。

「そんな都合のいい場所はないアルよ」

「ですわね……」

　ランはシャーロットの言葉を即座に否定する。

　しかし、ローラは天啓を得たような気分になる。

「パスタ屋さんが来られない場所で、お客さんが沢山いる場所！　それです！　そこに行けばいいんですよ！」

「ローラさん、それがないから困っているのですわよ？」

「いいえ、あります、あるんです！　普通の人は無理ですが、冒険者なら行けます！　私たちは冒険者を相手に商売しているんですから、好都合ですよ。どうして今まで思いつかなかったんでしょうね」

　ローラの言葉に皆ははじめ、訳が分からないという表情をしていた。

　だがシャーロットとアンナは理解したようで、合点がいったという風に頷く。

「ローラさん、天才ですわ！」

「とても冴さえてる。はなまる」

「えへへー。というわけで、明日は屋台で狩り場に直接乗り込みます。名付けて、突撃ラーメン売り歩き作戦！　パスタ屋さんには絶対に真似できませんよ！」

　ローラは思いついた作戦名を口にした。

　冒険者たちはモンスターとの激しい戦闘を終えた後に、締めの一杯としてラーメンを食べに来ることが多かった。

　それをパスタ屋に取られてしまったわけだが、同じ場所に店を構えているから起きる現象だ。

　モンスター討伐を終えた冒険者が真っ先に向かう場所はギルドだから、ギルド前で商売するのが一番……と普通は思うだろう。

　しかし、もっと狩り場に近い場所。

　というより、狩り場そのものでラーメンを売れば、完全な独壇場。

　ラーメンで皆のお腹をいっぱいにしてしまえば、パスタを食べる余裕を奪うことができる。

　また、モンスターとの戦いで傷ついた冒険者は、体力回復のために食料を必要としているだろう。

　そこに携帯食料ではなく温かいラーメンを持っていけば、絶対に飛びついてくる。

　元気草ほどではないが、ニンニクたっぷりの冒険者ラーメンは、体力回復の役に立つ。

「なるほど……狩り場なら、お腹をすかせた冒険者がいるアルな。しかし、危険も一杯アルよ。護衛を雇う金はないアル」

「ふふふ、ランさんは知らないんですね。私たち、こう見えても凄く強いんですよ！」

　ローラは胸を張ってみせる。

「本当アルかぁ？　木を切るのとモンスターと戦うのは違うアルよぉ？」

　ランは疑うたぐり深い目で見てくる。

　まあ、ローラたちの見た目は、華奢きやしやな少女なので無理もない。

　どうやって納得してもらおうか。

「ほら、ランさん、見てください。私の頭の上にはドラゴンが乗っかってます。つまり私は、ドラゴンに懐なつかれちゃうくらい強いというわけです」

「ぴー」

　自分が話題になったのを感じ取ったのか、ハクはここぞとばかりに鳴いて自己アピールする。

「ドラゴンと言っても赤ん坊アルよ。というか、この前、ハクちゃんはドラゴンじゃないと言っていたアル。それはどうなったアルか？」

「むー……じゃあ、実際に強さをお見せするしかないですね。今日はもう店仕舞いです。一緒に学園に来てください！　ドカンと一発、王都を震わせてみせます！」

「凄い自信アルな」

　ランはまだ信じがたいという顔だ。

　だが、シャーロットはドヤ顔。

　アンナは「やりすぎないでね」とボソリ呟く。

　ミサキは「楽しみでありますなぁ！」と尻尾しつぽと耳をピコピコさせる。

　ハクも何やら「ぴ！」と自慢げだ。

　皆の期待に応こたえるため、強烈なのをぶっ放すべきだ──とローラは確信したのだった。





※






　屋台ごと学園の敷地に入り、そして魔法学科の訓練場へ行く。

　訓練場は壁で仕切られているが、天井てんじようはない。

　よってローラが魔法を放っても、天井を壊してしまう心配がないというわけだ。

「いいですか、ランさん。これが私の実力です！　てやっ！」

　ローラはかけ声とともに、火の玉を出現させる。

　訓練場の気温が、肌で感じ取れるほどハッキリと上昇する。

　そして空に向かって発射した。

　自分の身長の倍ほどもある火の玉だ。

　きっと王都のどこからでも見えるだろう。

　ゴオオオオオンッ！

　と轟音ごうおんを上げ、赤い線を描きながら、火の玉は雲の奥に消えていく。

「す、凄いアル……体がちっちゃくても、魔力は大きいアル！」

「ふふふ、どんなもんです。あと、体がちっちゃいは余計です」

　ローラは胸を反らす。

　すると、そこに、エミリアが走ってきた。

「コラァッ、またあなたたちね！」

「ふぇっ!?　どうして怒ってるんですかエミリア先生。空に向かって魔法を撃っちゃいけないなんて校則はなかったはずですよ！」

「校則に書いてなくても、あんな大きな魔法を撃ったら皆がびっくりするでしょ！」

「言われてみれば……ごめんなさい」

　ローラは素直に頭を下げた。すると頭の上に座っていたハクが転げ落ち、エミリアの手でキャッチされた。

「シャーロットさんとアンナさんも、年長者なんだから、ちゃんとローラさんがおかしなことを始めたら止めてあげて。一緒になってふざけてちゃ駄目よ」

　エミリアにそう言われたシャーロットは、戸惑った顔になる。

「そ、そう言われましても……あの程度の火の玉が駄目だなんて……逆に何ならよろしいのですか!?」

　今度はエミリアが引きつった顔になった。

　エミリアはズレたメガネを直しながら、アンナの肩を叩たたく。

「……アンナさん。あなただけが頼りよ」

「善処はするけど、この二人の暴走を止める自信はない」

「……ケガしない範囲で頑張って！」

「分かった」

　アンナは教師の期待を背負って頷いた。

　ローラからすれば心外な話だ。

　ちょっと魔力を込めすぎただけの話なのに。

「きっと王都の人たちも『ああ、また冒険者学園か』と慣れてきたと思いますよ」

「慣れちゃ駄目でしょ！　この学園に変なイメージをつけないで！　怖い場所だと思われて、来年から入学者が減ったらどうするの！」

　言われてみればごもっともな話だった。

「エミリア殿。安心するであります。常識人のミサキが付いているであります。そして今はラン殿も一緒であります」

「そうアル。私は大人アル。子供たちのことはお任せアル。エミリア先生も、休日くらいは生徒のことを忘れて、ゆっくり休むアル」

「……でも二人とも、ローラちゃんが火の玉撃つのを止めなかったじゃない」

「そ、それは仕方がないであります。常識人のミサキたちに、ロラえもん殿を止める力はないであります」

「じゃあ駄目じゃないの」

　エミリアに指摘され、ミサキとランはシュンとした。

　と、そのとき。

　地面に伸びたエミリアの影から、白い腕がぬっと生えてきた。

「ひゃあ！」

　白い腕に足首を摑つかまれたエミリアは悲鳴を上げる。

　ローラたちもギョッとした。

　まさか新手のモンスターだろうか。

　なんて思っていると、腕に続いて、大賢者の上半身が現れた。

「なーんだ、学長先生でしたか」

　次元倉庫の出口を地面に開いて、遠く離れた場所からやってきたのだろう。

　便利な技である。

　今度ローラも練習して、遅刻しそうなときに利用してみよう。

　完全に会得すれば、実家にも一瞬で帰ることができるかもしれない。

　しかし、遠く離れた場所から、狙ねらった位置に出口を開くのは、なかなか難しそうだ。

「草原でお昼寝してたのに、今の火の玉で目が覚めちゃったわ。ローラちゃん、休日の王都を騒がせちゃダメよ」

　大賢者は、よいしょと這はい出しながらそんなことを言う。

「ごめんなさい。今、エミリア先生にも怒られてたところです」

「あらあら。じゃあ私の説教はいらないわね」

　そう言って大賢者はローラの頭をなでなでした。

「学長。教育熱心なのはいいですが、変なところから出てこないでくださいよ」

「ごめんなさい。エミリアのが、ちょうど摑みやすい足だったから」

「どんな足ですか、もう」

「ところでローラちゃんたち。どういう経緯でラーメン屋の屋台をここに持ち込んで、空に火の玉を撃つことになったの？」

「それはですね──」

　ローラは今までの流れをざっくり説明する。

「なるほど。屋台ごと狩り場に乗り込んで、お腹をすかせている冒険者にラーメンを売る……面白おもしろそうね」

「ですよね！　というわけで学長先生も手伝ってください！」

「うーん……でもラーメン屋の店員って疲れるし。お昼寝の途中だし」

　びっくりするくらい、ぐーたらな理由で断られてしまった。

　流石さすがは大賢者。

　常人とはひと味違う。

「学長。手伝ってあげたほうがいいんじゃないですか？　この子たちだけで行かせると、また何かやらかすかもしれませんよ」

　エミリアが心配そうに言う。

「大丈夫だと思うけど……そんなに心配なら、エミリアが手伝えばいいじゃないの。そうよ、そうしましょう」

「え、私がですか？　でも私、飲食店の店員なんて、あ、ちょっと学長、何を！」

　エミリアの後ろに素早く回り込んだ大賢者は、彼女の肩をガシッと摑み、そして足下に次元倉庫の入り口を開いて、向こう側に消えてしまった。

　それから数分後。

　帰ってきたエミリアは、チェイナドレス姿になっていた。

「おおー、エミリア先生、似合ってますね！」

「大人の色気であります」

「ちょ、ちょっとジロジロ見ないでよ！　学長、どうして私がこんな格好をしなきゃいけないんですか！」

「えー、だってそれがラン亭の制服だし。たまにはエミリアもローラちゃんたちと遊んでみたらいいじゃない。というわけで、私はお昼寝に戻るわね。ばいばーい」

　そう言い残し、大賢者は次元倉庫に消えていく。

　残されたエミリアは赤くなりながら、スリットから見える太股ふとももを必死に隠そうとしている。

　しかし無駄な努力だ。

　チェイナドレスのスリットはそんな生やさしいものではない。

　あと少しでパンツが見えそうなくらい深いのだ。

　特にエミリアが着ているのは、やたら深い。

　きっと大賢者がハサミでちょっきんしたのだろう。

「エミリア先生。観念してラーメンを売りに行きましょう！」

「メガネっ娘こが加わって、隙すきのない布陣になったアル。これで無敵アルよ」

「こ、こんな格好で人前に……お嫁に行けないわ！」

　エミリアは涙目だ。

　だがシャーロットたちもチェイナドレスなのだ。

　お嫁に行けないなどということは……いや、全員独身だ。

　考えてみると大賢者も独身だ。

　もしやチェイナドレスには、結婚できなくなるという副作用でもあるのだろうか。

　ローラは、自分は華ロリでよかった、と胸を撫なで下ろした。
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　王都から徒歩で二時間ほどの、深い森の奥。

　そこで冒険者のパーティーと、黒く巨大なモンスターが戦っていた。

　パーティーの名は、真紅の盾。

　この近辺では名を知られた一流の冒険者たちだ。

　討伐してきたモンスターは数知れず。

　だが、そんな彼らは今、全滅の危機にさらされていた。

　なぜなら相手のモンスターはケルベロス。

　家ほどの大きさを誇る、黒い三つ首の犬だ。

　冒険者ギルドが定めたランクは、Ａマイナス。

　ベヒモスと互角だ。

　かつて真紅の盾はベヒモス相手に苦戦し、秘密結社カミブクロンを名乗る女の子たちに救われたことがある。

　しかし、あれから修行し直した。

　装備も整えた。

　もう負けないつもりだった。

　だが、足りなかったらしい。

　それに、強い人間と弱い人間がいるように、同じ種類のモンスターでも個体によって強さは変わる。

　あのとき戦ったベヒモスも、通常より圧倒的に強い個体だった。いわゆる変異種。

　今目の前にいるケルベロスも、おそらく変異種だろう。

　刃が通らないし、魔法も弾はじかれる。

　逃げようにも、足が速すぎて逃げ切れない。

　つまり絶体絶命。

　リヴァイアサンのときもベヒモスのときも、都合よく助けが来たが……今度ばかりはもう無理かもしれない。

　真紅の盾の誰だれもが諦あきらめた、そのときである。

「ラーメン、ラーメンはいかがですか！　狩りの後の一杯は、ラン亭の冒険者ラーメン！」

　少女の声──。

　それも聞き慣れた少女の声が近づいてきた。

　あるときはパジャレンジャー。

　あるときはカミブクロン。

　その実体は冒険者学園の女子生徒。

　今まで何度も真紅の盾のピンチを救ってくれたあの少女たちが、またタイミングよくやってきたのだ。

　それにしても今度は大所帯だ。

　いつもの三人だけでなく、この前から加わった獣人とドラゴンの赤ん坊。

　あと大人の女性が二人に、謎なぞの屋台まである。

　あれはもしかして、近頃ちかごろ話題になっているラーメン屋という奴やつだろうか。

　王都で何か珍しいことが起きたら、その半分くらいはあの少女たちが関わっているのかもしれない──などと考える真紅の盾たちだった。





※






　ローラたちは城門の外に出た途端、屋台を引っ張り加速した。

　なにせ冒険者学園の教師に、トップクラスの生徒三人。それから獣人だ。

　その身体能力は野生動物より高い。

　ゆえに屋台は、馬車よりも速く疾走していく。

　しかしランだけは一般人なので、ローラたちの動きに付いてこられない。

　なので屋台の屋根に乗せて運ぶことにした。


　なにやら「速すぎるアルぅぅぅ！」と悲鳴を上げているが、これでも抑えているのだ。



　それにローラの頭の上にいるハクはこの速度でも平然としている。

　慣れと根性さえあれば耐えられるはずだ。

　そうやってドタバタと森を突き進んでいくと、誰かがモンスターと戦っている気配が奥から漂ってきた。

「ラーメン、ラーメンはいかがですか！　狩りの後の一杯は、ラン亭の冒険者ラーメン！」

　などと叫びながら突撃していくと、いつもの冒険者パーティーがケルベロスと戦っていた。

　確か、真紅の盾という名前のパーティーだ。

　以前、チンピラの居場所を教えてくれた親切な人たちだ。

「お客さん候補がピンチです。エミリア先生、十万ボルトです！」

「分かったわ！　って、どうしてローラさんが仕切ってるのよ」

　そう言いつつもエミリアは電撃を放った。

　更にシャーロットが大きな氷の塊かたまりを出現させ、それを超スピードで叩たたき落としてケルベロスを昏倒こんとうさせる。

　すかさずアンナが飛び出し、剣で相手の足の筋を斬っていく。

「ほら、冒険者さんたち！　ケルベロスが倒れましたよ！　今がチャンスです。倒しちゃってください！　そしてラーメンを食べるのです！」

「お、おう」

　冒険者たちは戸惑いつつもケルベロスの頭を集中攻撃し、トドメを刺した。

「お見事です！　さあ、お疲れでしょう。疲れを癒いやすため、ラーメンを食べるのです。ニンニクと野菜と背脂せあぶらのトッピングは無料ですよ！」

「……君たちにはまた助けられたな……これで三度目か。本当にありがとう」

「え、何のことです？　パジャレンジャーとかカミブクロンなんかと勘違いしてませんか？」

「そ、そうか……あれは一応、正体を隠しているんだったな……」

　一応ではない。

　立派な変装のつもりである。

　何だか一部の人に正体がバレバレになっているが、そこは空気を察して、気づかないふりをして欲しい。

「とにかく助かったよ」

「いえいえ。私たちも前にチンピラたちの居場所を教えてもらいましたからね。助け合いです。まあ、そんなことはともかく、ラーメンを食べてください！」

「分かった。いただこう。それにしても、ラーメンを売るためだけにこんな場所まで……？」

「はい！」

　ローラが元気よく答えると、真紅の盾のメンバーは目を点にしていた。

　きっとローラたちの斬新な商法に感心しているのだろう。

「カウンター席が足りなくて申し訳ないアル。その辺の岩を椅子いす代わりにして欲しいアル」

　ランはラーメンを茹ゆでながら言う。

　そしてローラたちが、完成した冒険者ラーメンをお盆に載せ、彼らの元へ運んでいく。

「おお、これが噂うわさのラーメンか。凄すごいボリュームだし、実に美味おいしそうだ。ところで、さっきから気になってたんだが……あんた、もしかしてエミリア・アクランドか……？」

　冒険者の一人が、エミリアに視線を向けた。

　するとエミリアは肌を赤くし、チェイナドレスを手で押さえる。

　しかし、そんなことをしても太股ふとももは隠せない。

「エミリア先生って有名人なんですね！」

「流石さすがはＡランク冒険者ですわ」

「一人でドラゴンを倒したという逸話は私も聞いたことがある」

　生徒三人の賞賛を浴びたエミリアだが、あまり嬉うれしそうではない。

「おお、やはりエミリアだったか！　俺おれ、あんたのファンなんだよ！」

「お、俺も！」

　真紅の盾の男性メンバーは鼻息を荒くした。

　それを女性メンバーが冷ややかな目で見る。

　注目の的になったエミリアは、涙目になって屋台の後ろに隠れてしまった。

「エミリア先生、意外と照れ屋なんですね」

「だって、その人たち、脚ばっかり見てくるんだもの！」

「「「「うひょー、Ａランクの美脚だぜ！」」」」
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　などと叫ぶ男性冒険者たちを、女性冒険者たちが後ろから殴りつけた。

「遊んでないでラーメンを食べて欲しいアル。麵が伸びてしまうアル」

　こうして突撃ラーメン売り歩き作戦は順調な滑り出しを見せた。

　真紅の盾から代金を徴収し、次の狩り場へと向かう。

　その途中──。

「あ、ところであなたたち。さっきケルベロスに攻撃してたわよね。Ｃランク以上のモンスターと戦うのは校則違反よ」

「ふぁっ!?　今更そんなことを言うんですか!?」

　というわけで、次からはエミリアが一人でモンスターを倒すことになった。

　ローラは魔力を探知し、冒険者を探すことに徹する。





※






　ラン亭の屋台が狩り場でラーメンを売りまくったせいで、冒険者たちは満腹状態で王都に帰ってくる。

　おかげで薬草パスタの売上は激減していた。

　ラン亭を潰つぶすために採算度外視でやっているのに、これでは意味がない。

　レディオン・パスタの社長は、自らギルド前の屋台の店長を務めていた。

　それだけラン亭を脅威と判断したのだ。

　そして社長の作戦は順調に進んでいた。

　だが、それがここに来て崩れてしまった。

「社長、もう無理ですよ……薬草パスタは売れば売るほど損します……ラン亭がギルド前からいなくなった以上、続けるだけ無駄です」

　バイトの言うことも、もっともだった。

　しかしラン亭は何とかして潰さなければならない。

　ラーメンはいずれ、王都に一つの文化として根付いてしまうだろう。

　そうなる前に倒すのだ。

　ライバルは少ないほうがいいに決まっている。

　レディオン・パスタはそうやって生き残り、この国で一番のパスタチェーン店になったのだ。

「何かいい方法は……そうだ！　向こうが狩り場に逃げるというなら、こっちも狩り場まで追いかけていけばいいだけの話じゃないか！　護衛の冒険者を雇って、ワシらも狩り場でパスタを売るぞ！」

「マジですか……そんなの危険手当もらわなきゃ割に合わないですよ」

「おう、払ってやる払ってやる。だからちゃんと来いよ」

　そう言いながら、社長は頭の中で別の作戦も組み立てていた。

　たんに狩り場に乗り込むだけでは足りない。

　相手の動きを封じる策も必要だ。

　ラン亭の主力商品『冒険者ラーメン』は、たっぷりの野菜とニンニクの他ほかにチャーシューも入っている。

　農家は数多くあるが、養豚場となると限られてくる。

　そこを押さえてしまえば、ラン亭は豚肉を仕入れることができなくなるはず。

　つまり、不完全な冒険者ラーメンしか客に出せない──。





※






　王都の市場から豚が消えた。

　肉屋いわく、養豚場から誰かが買い占めたらしい。

「チャーシューを作れないアル……」

　放課後。

　ラン亭に遊びに行くと、ランが泣きそうな顔でボヤいていた。

「チャーシューがなくてもラーメンは十分美味しい」

「そうですわ。そんな気にすることはありませんわ」

　アンナとシャーロットがランを慰める。

　しかしランは首を横に振る。

「駄目アル。普通のラーメンはともかく、冒険者ラーメンにはチャーシューが必要不可欠アル……」

「むむむ……一体誰が豚肉を買い占めたんでしょうね？」

　ローラが尋ねると、ランが呟つぶやいた。

「これはあくまで噂アルが……レディオン・パスタらしいアルよ」

「え、あのパスタ屋さん……？　じゃあ、ラン亭への妨害のためだけに豚肉を買い占めたってことですか!?」

「そうとしか思えないアル。料理対決ならともかく、こんなやり方で負けるのは悔しいアル」

「全くです！　なんとか豚肉を手に入れる方法はないですかね？」

「どこかに野生の豚とかいないでありますか？　そいつを捕まえて、その場でチャーシューにしてしまうでありますよ」

　ミサキがそう提案した。

「イノシシならともかく、野生の豚なんていましたっけ？」

「……普通の豚じゃなく、モンスターの豚ならいるよ。しかもそいつは、普通の豚より、ずっと美味しい」

　アンナがローラの疑問に答えた。

「へえ！　じゃあ次のお休みの日は、そいつを捕まえに行きましょう！」

「豚肉が市場から消えたということは、モンスター豚の狩り場に冒険者が集まっているはずですわ。豚肉を手に入れ、ラーメンを売る。一石二鳥ですわ！」

　というわけで、また休日に集まって、屋台ごと狩り場に突撃していくことになった。

　しかし、エミリアは誘ったのに来てくれなかった。

　チェイナドレスが恥ずかしすぎて無理らしい。

　大賢者も仮眠室でむにゃむにゃと惰眠を貪っているし、大人たちは当てにならない。

　仕方がないので、ローラたちだけでモンスター豚を倒す。

　モンスター豚の正式名称は、ジャイアント・ブラック・ピッグ。

　名前の通り、大きくて黒い豚だ。

　Ｃランク指定の、そこそこ強力なモンスターだ。

　Ｃランク以上のモンスターと戦うのは校則違反だが……今日は先生が見ていないので、へっちゃらである。

　冒険者ギルドで受付のお姉さんに尋ねると、ジャイアント・ブラック・ピッグは、草原で群れを作って生息していると教えてくれた。

　更に、豚肉の値段が高騰したので、冒険者たちがその草原に集まっているという情報も教えてくれた。

　ローラたちは張り切って屋台を引っ張り、ジャイアント・ブラック・ピッグがいるという草原に走って行く。

「おお！　早速モンスター豚を発見しました！　大きいですね！」

　草原に到着すると、ずっと遠くで、馬車ほどの大きさの黒い豚が五匹も走り回っていた。

　いや、走り回っていると言うより、冒険者たちを追いかけ回していた。

　今なら肉を高く売ることができると、軽い気持ちで駆け出しの人たちが集まったのだろう。

　二十名ほどの冒険者が、わーわー言いながら逃げている。

　そして不思議なことに、冒険者に混じってパスタ屋の屋台も逃げ回っていた。

「な、なぜパスタ屋さんが……？」

　ローラは首を傾かしげる。

「私たちの真似まねをして、狩り場でパスタを売るつもりかもしれないアル」

「ですが、あのざまではパスタを茹でることもままなりませんわ」

「呑気のんきに見てる場合じゃない。早く助けないと」

「ロラえもん殿、シャーロット殿、アンナ殿、やっておしまい！　であります」





※






　レディオン・パスタが豚肉を買い占めたゆえに、豚肉の市場価格が高騰した。

　だから冒険者は一攫千金いつかくせんきんを狙ねらって、ジャイアント・ブラック・ピッグの生息域に集まってくる。

　社長が率いる屋台は、それら冒険者たちに薬草パスタを売るため、ここまでやってきた。

　護衛の冒険者は五人も雇った。

　しかし、社長が想定していた以上にジャイアント・ブラック・ピッグは大きく、そして数が多かった。

　今、社長は、雇った護衛や他の冒険者と一緒に、追いかけてくる巨大な豚から逃げ回っている。

「お、お前ら逃げてばかりいないで戦え！　それでも冒険者か！」

　社長は怒鳴ってみたが、誰も戦う気を出してくれない。

「無茶を言うな！　まさかあんなにデカイとは思わなかったんだよ！」

　護衛に雇ったうちの一人が情けないことを言う。

「ジャイアント・ブラック・ピッグはＣランク。お前らもＣランク。戦えるはずだぞ！」

「Ｃランクと一口に言っても、Ｄランクから上がりたての奴と、もうじきＢランクに上がれそうな奴まで色々だからな！　そして俺たちはＤから上がりたてのほうだ！」

「威張って言うことか！」

　冒険者ギルドは酷ひどい連中を斡旋してくれたものだ。

　あとで文句を言ってやる。

　しかし、それは生きて帰れたらの話である。

　そう。

　下手をすると、というより、このままでは死んでしまう。

　どうしてこんなことになってしまったのだろうか。

　大人しく王都の中でパスタを売っていればよかったのに、調子に乗ってラン亭の真似をしたからだろうか。

　それとも豚肉を買い占めるなんて卑怯ひきようなことをしたから、天罰が下ったのか。

「こうなったら、それぞれ別の方向に逃げた方がいい！　まだ助かる確率が高い！」

　社長は苦し紛れに叫ぶ。

　それに従い、全員がバラバラに逃げた。

　だが、どういうわけか、五匹のジャイアント・ブラック・ピッグは、全てパスタ屋の屋台を追いかけてきた。

「な、なぜだぁ！」


「社長、もしかしてこの屋台にある食材を狙ってるんじゃ……？」



　一緒に屋台を引っ張っていたバイトが疑問を口にする。

　その瞬間、周りにいた護衛の冒険者がバラけてしまった。

　なのに、豚たちはそれに目もくれず、ひたすら屋台だけを追いかけてくる。

「うひゃあ、やっぱり！　社長、この屋台を捨てましょう！」

「そ、そうだな……！　くそ、高価な薬草がまだまだ残っているのに！」

　いくら薬草が貴重でも、命には代えられない。

　社長とバイトは屋台を捨てようとする。

　が、一歩遅かった。

　ジャイアント・ブラック・ピッグの前足が屋台を蹴け飛ばした。

　それにより、社長とバイトは吹き飛ばされる。

　草原の上を転がっているところに、一緒に飛ばされたパスタや薬草が降ってきた。

「く、食われる！」


「だ、誰か助けてくれぇ……！」



　と、社長とバイトが叫んだ瞬間。

「「「てりゃあああ！」」」

　というかけ声とともに、三人の少女が現れた。

　一番小さな女の子が、大きな土の召喚獣を呼び出し、ジャイアント・ブラック・ピッグを踏み潰した。

　それから金髪の少女が、強力な攻撃魔法で豚を焼き焦こがしていく。

　続いて赤髪の少女が、大きな剣で、焼けた豚たちを斬り裂いていく。


　小さな白いドラゴンも、口からピィィィィと光線を吐いて、豚肉を輪切りにしてしまう。



　あっという間にジャイアント・ブラック・ピッグの群れは全滅してしまった。

「き、君たちはラン亭の店員……！」

　社長は震える声で呟いた。

「パスタ屋さん、無事でしたか」

「危機一髪でしたわ」

「生きててよかったよかった」

「ぴー」

　少女たちはこちらの無事を喜んでいるらしい。

　そして更に、ラン亭の屋台も現れた。

「皆、流石であります。ハク様も素晴らしい光線だったであります」

「パスタ屋さんは屋台が壊れてしまって残念アル。でも生きていれば、いくらでもやり直せるアル。元気出すアル」

　ラン亭の店主と思わしき女性の言葉に、社長は驚いた。

　レディオン・パスタにとってラン亭が目障りだったように、ラン亭にとっても、こちらは邪魔な存在だったはず。

　真向かいに出店して不当な値段で客を奪ったのだ。

　おまけに豚肉を買い占めたのがレディオン・パスタだと、勘づいているだろう。

　なのに助けてくれた。

「な、なぜだ？　ワシはラン亭を潰そうとしていたんだぞ。あのまま放っておけば、ワシらは豚に食われていた。ライバルがいなくなってラン亭は安泰じゃないか」

「それはそれ。これはこれアル。ラーメンとパスタ、どっちがお客さんの舌を唸うならせるか、正々堂々と勝負するアル」

　ラン亭の店主は、さも当然のように言う。

　信じられない。

　豚肉の買い占め作戦など、自分がやられたら相手の首を絞めてやりたくなる。

　なのにこの女性は「それはそれ。これはこれ」で片付けてしまった。

　周りの少女たちも、店主の発言に疑問を持っている様子がない。

「……ワシは自分が恥ずかしい。自分の店のパスタが売れればそれでいいと思っていた……許してくれぇ」

「許すアル。でも、もう豚肉を買い占めるようなことをしないで欲しいアルよ」

「しない。これからは正々堂々、味で勝負する！」

「よかったアル。皆で王都を盛り上げていくアルよ」

　皆で盛り上げる。

　社長にはなかった発想だ。

　しかし王都そのものが盛り上がれば、人口が増える。

　つまり客が増える。

「……ワシは目先の利益にとらわれて、スケールの小さい人間になっていたらしい……ラン亭の若き店主よ。あなたは立派な経営者だな」

「照れるアル。私はただラーメンを皆に食べて欲しいだけアル」

「そうか……ワシも昔はパスタを皆に食べて欲しいだけだったな……忘れていたよ。そうだ、ワシらにもラーメンを作ってくれないか？」

「かしこまりましたアル。今、豚肉を調達するから待って欲しいアル」

　すると、少女たちが豚肉の破片を持って走ってきた。

「もう斬っておきましたよ！」

「チャーシューじゃなくてただの焼き豚だけど」

「なかなか美味しいですわ」

「ぴぃ」

　もう既に食べているようだ。

「これはこれでラーメンに合いそうアル。早速作るアル」

　そして社長とバイトの前に冒険者ラーメンが出てきた。

　実のところ、今までラーメンを食べたことがなかった。

　単純に、客の入り方だけで脅威だと決めつけていた。

　しかし、こうして実際に食べてみると──。

「美味うまい……！」

　思っていた以上の脅威だった。

　もし事前に食べていたら、もっと苛烈に攻撃していただろう。

　だが、もうラン亭を潰そうとは思わない。

「ラン亭の店主よ。次はワシのパスタを食べに来てくれ。このラーメンに負けないものを作ってあげよう」

「それは楽しみアル。美味しい物は何でも歓迎アル」

　やがて、さっき逃げていった冒険者たちが帰ってきた。

　社長たちを見捨てて逃げたことを後悔し、戻ってきたらしい。

　彼らは社長とバイトが無事なのを見てホッと胸を撫なで下ろした。

　いつもの社長なら、彼らを絶対に許さない。

　しかし、今はとても穏やかな気分だった。

「お客さんが沢山来たアル。冒険者ラーメン、いかがアルか？」

　そして青空の下、皆が冒険者ラーメンを注文した。
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　永遠の命。

　いつの時代も、それを願う者は数多くいる。

　しかし、見果てぬ夢だ。

　神獣ですら寿命があるのだ。

　かの大賢者も長生きをしているが、やはり無限に生きるわけではない。

　だが、それでも。

　ずっと生きていたいという願いは止められない。

　彼女にとって、それほど人生は楽しかった。

　家族に囲まれた生活は幸せだった。

　永遠にこのときが続けばいいのにと思っていた。

　だから、不老不死の夢を、古代文明の遺跡に託した。

　今よりも遥はるかに進んだ技術を持った文明だ。

　彼らの作ったモンスターは今も猛威を振るっている。

　冒険者たちがいくら殺しても、一向に数が減らない。

　信じられない生命力。

　そんなモンスターを作った古代文明の遺跡なら、永遠の命のヒントくらいはあるかもしれない。

　いや、あるはずだ。

　そんな頼りない可能性にかけ、彼女はいくつもの遺跡を探索した。

　やがて、とある遺跡の奥底で、遂ついに──。





※






　お昼休み。

　学園の食堂で、ローラはいつものように、シャーロットとアンナと一緒に座り、オムレツをモグモグ食べる。

　ここしばらくラーメンに浮気うわきしていたが、やはりローラの原点はオムレツだ。

　ラン亭は固定客をしっかり獲得したので、もうギルドの前で屋台営業しなくてもいいようになった。

　だからローラたちの週末バイトも一段落だ。これからは客として応援していく。

「中に入れる具や、かけるソースで、味が無限に変わる。毎日食べても飽きません。ハクもそう思いますよね？」

「ぴー」

　テーブルの上に座り同じくオムレツを食べていたハクも、嬉うれしそうに頷うなずいてくれた。

　神獣が認めた以上、『オムレツが素晴らしい』というのは、もう世界の真理と称して差し支えないはず。

　なにせ、神獣は神。

　神が言っているのだ。

　逆らうことは許されない。

「というわけで、シャーロットさんとアンナさんも、明日からオムレツを食べましょう」

「たまにならいいですが、毎日は嫌ですわ」

「絶対に飽きる。ローラがどうして毎日オムレツばかり食べているのか理解に苦しむ」

「ええ……こんなに美味おいしいのに……それに毎日じゃないですって。週に一度くらいはオムレツを食べない日もあります！」

　オムレツばかりだと栄養が偏って大きくなれないとアドバイスされることが多いので、禁オムレツ日を意識的に作っているのだ。

　丸一日もオムレツを食べないでいると手が震えてくるが、大きくなるためには仕方ない。

「まあ、ローラさんのオムレツ依存症はもう治りそうもないのでいいとして。それよりも、ローラさんとアンナさん。あの噂うわさをご存じですか？」

「あの噂……もしかして、吸血鬼の話ですか？」

　ローラはそう答えてから、ケチャップたっぷりのオムレツを口に入れる。

「そう。吸血鬼が王都に出るのですわ！」
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　シャーロットは興奮した様子で言う。

「戦士学科でも噂になってた。夜に出歩くと、吸血鬼に襲われるとか」

「吸血鬼なんて、物語の世界にしかいないと思ってましたよ。実在したんですねぇ」

「是非とも夜に出歩いて、吸血鬼退治したいですわ！」

「でも、あくまで噂。何かの事件に尾ひれが付いただけだと思うけど」

「アンナさんはロマンがないですわ！」

「そうですよ。吸血鬼、会ってみたいです！」

「そうかな」

　アンナは首を傾かしげる。

　どうやら吸血鬼にロマンを感じないタイプの人間らしい。

　それにしても、吸血鬼がこの王都に現れるなんて凄すごい。

　人の血を吸う不老不死の化物。吸血鬼。

　太陽光を浴びると弱ってしまうので、日中はどこか暗いところに隠れているという。

　しかし夜になればほとんど無敵だ。

　コウモリのような翼を生やして空を飛び、恐るべき怪力を誇り、バラバラになっても再生してしまう。

　だが、本当に恐ろしいのは、吸血鬼に嚙かまれた者が吸血鬼になってしまうことだ。

「嚙んだだけで仲間を増やせるなんて凄いですよ。あっという間に王都が乗っ取られちゃいます。早く倒さないと！」

「でも、そんな簡単に増えるなら、もうとっくの昔に世の中が、吸血鬼だらけになってると思うけど？」

　アンナが、自分のサラダにフォークを刺しながら言う。

「それは……ほら、吸血鬼もライバルが増えると困るので、遠慮してるんですよ、きっと」

「なるほど。ところでローラ。口の周りにケチャップが付いてる。まるで血を吸ったみたい」

「まあ。吸血鬼の正体はローラさんだったのですね。これはお仕置きが必要ですわ」

「ひゃあ！　脇腹をくすぐらないでください！」

　なんてことをしているうちに、お昼休みの残り時間がなくなってきた。

　ローラたちは慌あわてて昼食を食べ、それぞれの教室に向かう。

　そして午後の授業中、吸血鬼のことを考える。

　吸血鬼は物語の世界では、おなじみの存在だ。

　悪役として登場させやすい。

　逆に、主人公がある日、吸血鬼になってしまったという物語もある。

　だが、物語は物語だ。

　吸血鬼が『実在』しているという証拠は今のところ、ない。

　あくまで都市伝説。

　きっと今回も、噂は噂でしかないのだろう。

　それでも皆でわーわー騒ぐのが楽しい。

　今夜は寮を抜け出して、街で吸血鬼探しだ。

　ミサキも誘ってみよう。

　そうやってローラは呑気のんきに考えていたのだが──。
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「皆、吸血鬼の噂は聞いてる？　職員会議で決まったんだけど、しばらくの間、生徒の夜間外出は禁止するから。夜の七時以降は学園の敷地から出ちゃ駄目よ」

　午後の授業が終わった後、エミリアがそんなことを言い出した。

「エミリア先生。噂だけで外出禁止なんて酷ひどいですよぉ。吸血鬼なんて、九歳の私でも本気にしてないのに……」

　ローラが文句を言うと、他ほかの生徒たちが頷く。

　しかしシャーロットだけがギョッとした顔をする。

「え、ローラさん、吸血鬼を信じていませんの!?　さっき食堂で語り合ったのに……わたくしは吸血鬼の実在を信じていますわ！」

　どうやらこの人は本気だったらしい。

「いや、もちろん、噂だけじゃ外出禁止にはしないわよ。でも、実際に被害者が何人も出ているの。首に嚙まれたような傷があって、全身の血を抜かれている人が、この半月で五人も」

　エミリアは驚くべきことを言った。

　ただの都市伝説だと思っていたのに、本当に被害者が出ていたとは。

「ええ!?　じゃあ本当に吸血鬼が！」

「五人も……許しませんわ！　王都の平和を脅かす吸血鬼は、このシャーロット・ガザードが成敗して差し上げますわ！」

「どうかしらね。吸血鬼を模倣した犯罪って昔から多いし……それに、血を抜かれた人は吸血鬼になんかなっていないわよ。でも……五人も被害者が出ているのに犯人が見つからないなんて、ちょっと普通じゃないわ」

　確かに、全身の血を抜くとなれば、かなり大変だ。

　そんなことを五回もやっているのに、まだ捕まっていない。

　ひょっとすると、今度ばかりは噂で済まないかもしれない。

「とにかく、そういうわけだから。夜は大人しくしていてね。特にローラさん、シャーロットさん。どうせまたアンナさんやミサキさんを誘って、吸血鬼探しとか企たくらんでいたんでしょう？」

　図星だった。

　今夜は完全に出かけるつもりだった。

　しかし、外出禁止なら仕方がない。

　いつもエミリアには迷惑をかけているので、今回は言われたとおり、大人しくしようと誓うローラであった。

「吸血鬼探しの代わりに、図書室から吸血鬼物の小説を借りて読むことにします」

　そう語ると、エミリアはとても満足そうな顔をした。

　ところが、ローラのもくろみは失敗した。

　吸血鬼騒ぎのせいで、図書室にあった吸血鬼関連の本は、全て貸し出し中になっていたのだ。

　がっかりしたローラは、部屋に戻ってシャーロットの抱き枕まくらになった。

　ふて抱き枕である。





※






　夜間は外出禁止だが、日中は問題ない。

　休みの日、いつもの四人と一匹で、ラン亭にお昼ご飯を食べに行く。

「今日は冒険者ラーメンじゃなく、普通のラーメンにします」

「確かに、冒険していないのに冒険者ラーメンを食べたら太ってしまいますわ」

「私は食べても太らないので冒険者ラーメンであります！」

「妬ねたましい……」

　そんなことを語り合いながらラン亭に行くと、店の前に小さな少女がいた。




　美しく整った容姿。

　黒く長い髪。

　それと対照的なゾッとするほど白い肌。

　そして血のように赤い瞳ひとみ。




　その少女を見たローラたちは、一瞬、固まってしまう。

　なにせ、物語に出てくる吸血鬼のイメージと、どうしても重なってしまうのだ。

「も、もしかして、あれが噂の吸血鬼でありますか……!?」

「でも、五人も襲った吸血鬼が、白昼堂々とラーメン屋の前にいるのは変な話ですよ」

「とりあえず、話しかけてみたら？　ジッと店の中を見ていて怪しいし」

「ああいうお可愛かわいらしい子はわたくしにお任せですわ！」

「シャーロットさん、抱き枕にしちゃ駄目ですよ」

「そんなことはしませんわ！」

　シャーロットは心外そうに言う。

　しかし本当だろうか？

　日頃ひごろの行いのせいで、あまり説得力がない。

「私が思うに、ここはロラえもん殿が適任であります。歳としが近いので、向こうも警戒しないはずであります」

「なるほど。じゃあ私が行きます！」

　ローラはてくてくと少女に近づき、声をかける。

「あのぅ……さっきから店の中を見つめていますが、どうかしたんですか？」

　すると少女はローラに視線を向けてきた。

　こうして正面から改めて見ると、本当に絶句するほど綺麗きれいだった。

　目は大きいし、まつげは長いし、髪がサラサラだし。

　おまけにローラよりも更におでこ一つ分小さい。

　シャーロットでなくてもお持ち帰りしたくなる。

　そんな少女は、

「この店から、美味しそうな匂においがするから……」

　と、鈴が鳴るような声でローラの問いかけに答えた。

「確かに、つい店に入りたくなる匂いですよね！　じゃあ、私たちと一緒に食べませんか」

「いや、でも、お金がないし……」

　少女は悲しげに呟つぶやく。

　なるほど。お金がないと店には入れない。

　それでさっきからここに立っていたのか。

「お父さんとお母さんはどうしたんですか？」

　ローラの質問に、少女は無言で首を横に振る。

　もしかして、迷子なのだろうか。

　だとしたら、親を探してあげないと。

　しかしローラたちがウロウロするより、大人に相談したほうがいいかもしれない。

　と、ローラが悩んでいたら、少女のお腹なかから、ぐぅぅと音が漏もれてきた。

「あ」

　少女は恥ずかしそうにうつむく。

　親探しの前に、まずはご飯を食べさせないと。

「ふふふ、そういうことでしたら、わたくしが奢おごりますわ！」

　少し離れたところから見守っていたシャーロットが、颯爽さつそうと近寄ってきた。

「え……でも、そんな……」

　少女は戸惑いを浮かべる。

「遠慮することはありませんわ！　単純にこのわたくしが、あなたと一緒に食事をしたいだけですから！」

　そう言ってシャーロットは、少女の手を握ってラン亭に入っていく。

　ローラたちも慌ててそのあとを追いかけた。

　お昼時だけあって店内は賑にぎわっていた。

　しかし立地が悪い上、かつての熱狂が落ち着いてきたので、店主のラン一人でも何とか回せる程度で済んでいる。

　テーブルも一つ空いていた。

「いらっしゃいませアル！　おや、ローラちゃんたちアルか。その黒い髪の子は誰だれアル？」

「なんかお店の前にいたんですが、お腹が減っているみたいなので、ラーメンを奢ってあげることにしたんです」

「むむ？　迷子アルか？」

　ランはしゃがみ、少女と目線を合わせる。

「……迷子じゃないわ。私はニーナ。一人で旅をしているの。こう見えても十八歳よ」

「ちゃんと名前を言えて偉いアル。でも十八歳という冗談には無理があるアル」

「冗談じゃないんだけど……まあ、信じてもらえるとも思っていないわ」

　小さいくせに、随分と大人びた口調だ。

　背伸びしたいお年頃なのかもしれない。

　ローラもこないだ、背伸びして難しい小説にチャレンジし、三ページだけ読んで図書室に返却したからよく分かる。

「よく分からないアルが、とりあえず全員ラーメンでいいアルか？」

　そうランが言うと、ミサキだけが別のものを注文する。

「私は冒険者ラーメンのヤサイマシマシであります！」

「ミサキちゃんは大食いアルなぁ」

「それだけラン亭が美味しいであります！」

「褒ほめ上手アル、照れるアル」

　というわけで、ミサキだけ冒険者ラーメン。

　それ以外は普通のラーメンということになった。

「……私、結構あちこちを回ってきたけど、ラーメンなんて初めて聞くわ。見慣れない棒を使って食べてるし」

　ニーナは他のお客さんがラーメンを食べる様子を見て語る。

「あれは箸はしと言うんですよ。最初は難しいですが、慣れると便利です」

　ローラは箸を持って、パカパカ開いたり閉じたりしてみせる。

「ふーん……」

　気のない返事だが、ニーナは興味津々な様子で箸を見つめた。

　そんなニーナを、シャーロットが「ああああ、お可愛らしいですわぁ！」と言いながら恍惚こうこつとした表情で撫なで回す。

　すっかり不審者だ。

　ニーナは嫌そうな顔をしているが、ラーメンを奢ってもらう手前からか、文句を言わずにジッとしている。

「シャーロットさん。ニーナさんが嫌がってますよ。やめてあげてください」

「そ、そう言われましても……このツンとした感じがローラさんとはまた違って……お可愛らしいですわ！」
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「ニーナ殿。嫌なら抵抗したほうがいいでありますよ。たかがラーメン一杯で、そこまでサービスする必要はないであります」

「……別にそんな嫌なわけじゃないから」

　ニーナはツンとした表情のまま呟く。

「シャーロットさんは撫で上手ですからね。分かります」

　ローラも毎晩、抱きしめられて撫で回されている。

　それが気持ちよくて、ぐっすりと安眠できるのだ。

「ねえ……ところで、さっきから気になってたんだけど……あなた獣人？」

　ニーナはミサキを見つめて呟く。

「そうであります。この耳は本物であります」

　ミサキは狐きつね耳をピコピコ動かして見せた。

「獣人が人間と一緒に暮らしているなんて凄い。王都は随分と進んでいるのね……今まで知らなかったわ」

「まだまだ珍しいであります。しかし、いずれは普通のことになるはずであります。ミサキが流行の最先端であります」

　そう言ってミサキは尻尾しつぽもピコピコさせる。

「ミサキって言うのね。覚えたわ」

「あ、そう言えば私たちはまだ自己紹介してませんでしたね！　私はローラ・エドモンズです！」

「わたくしはシャーロット・ガザードですわ」

「私はアンナ・アーネット」

「ミサキであります！」

　と、人間と獣人の自己紹介が終わってから、ローラは頭の上に座っていた神獣を、テーブルに下ろす。

「そして、この子はハクです」

「ぴぃ！」

　ハクはバサッと翼を広げて自己主張する。

　すると予想通り、ニーナが目を丸くした。

「動いた！　本物のドラゴン!?　変な形の帽子だと思ってたわ……」

「ふふふー、ハクを見せると皆びっくりしてくれるので楽しいです」

「ぴー」

　ハクもどこか嬉しそうだ。

「ロラえもん殿、ハク様をイタズラの道具にしては駄目でありますよ」

「別にイタズラじゃないですよ。ちょっとしたオチャメです」

「言い方を換えただけでありますなぁ」

　そんなローラとミサキのやりとりを見て、ニーナはクスリと笑った。

　それが本当に可愛らしくて、ローラたちは見とれてしまった。

「な、なに……？　私の顔に何かついているの？」

「いえいえ。可愛いなぁと思っただけですよ」

「ラーメン百杯分の価値がありますわ！　奢って差し上げますわ！」

「いや、ありがたいけど……そんなにいらないし……」

　ニーナはシャーロットのノリを受け止めきれず、困惑した表情を浮かべる。

　そうしているうちに、ランがラーメンを持ってきた。

　ニーナに箸の使い方を教え、そしてズズズと皆ですする。

「お、美味しい！」

　ニーナはびっくり仰天という顔で、ラーメンをあっという間に食べてしまった。

「ごちそうさま。美味しそうだとは思っていたけど、まさかここまでだとは思っていなかったわ。奢ってくれて、ありがとう」

「ふふふ、ニーナさんの笑顔が見られるなら、千杯でも奢りますわ」

「だから、そんなにいらないし……えっと、このお礼は、いつか、きっとするわ。今はちょっと余裕がないけど……あれが片付いたら、必ず」

　そう言ってニーナは椅子いすから立ち上がる。

　何やら急いでいる様子だ。

　しかし、アンナがその腕をガシッと摑つかんだ。

「待った。迷子を放置するわけにはいかない。一人で行っちゃ駄目」

「え、別に迷子じゃないけど……」

　ニーナは戸惑った声を出す。

「ローラより小さい子が、ラーメンを食べるお金もなく、一人でウロウロしてるなんて変。迷子じゃないというなら、おうちはどこ？　そこまで連れて行ってあげる」

「そ、そう言われても……」

　アンナの質問に、ニーナは答えてくれなかった。

　答えられないのか。

　答えたくないのか。

「もしかして、迷子じゃなくて家出？」

　アンナは小首を傾げる。

「ははぁ、それなら家の場所を言えないのも、お金がないのも納得ですね。駄目ですよ、家出は。特に今は、吸血鬼騒ぎで夜は物騒です。ちゃんとおうちに帰りましょう」

　ローラは相手が同年代なので、ちょっと偉そうに言ってみた。

「ほ、ほっといてよ。ラーメンを奢ってくれた人にこんなこと言いたくないけど……私には私の事情があるんだから！」

　すると、思ったよりも激しい反応が返ってきた。

　ローラたちは顔を見合わせる。

　ニーナが迷子なのか家出少女なのかは分からない。

　いずれにしても、このまま帰すわけにはいかない。

　だが、彼女は自分がどこから来たのか教える気がないらしい。

　どうしたらいいのだろうか？

　分からないときは、頼れる大人に相談だ！

「よし、ニーナさんを学園まで連れて行きましょう！」

「え、ええ!?」

　戸惑うニーナを学園まで連行する。

　途中、逃げられてしまったので、追いかけているうちに夕方になってしまった。

　しかし、二度目はない。

　がっちり全員でホールドし担いでいく。





※






　エミリアは職員室で仕事をしていた。

　今日は休日で授業はないのだが、昨日やった歴史の小テストの採点をしているのだ。

　別に、そんな急いで採点する必要はなかった。

　しかし、生徒たちもテストの結果を早く知りたいだろうと思い、休みを返上してしまった。

　少し疲れてきたので、休憩にしよう。

　コーヒーを飲みつつ、窓から見える夕日をぼんやりと眺める。

　そのとき、職員室に可愛らしい声が響いた。

「魔法学科一年のローラ・エドモンズです！　エミリア先生に用事があってきました！」

　一番問題児で、一番可愛い生徒、ローラの声だった。

「ちょっとローラさん。確かに昼間は外出禁止じゃないけど、だからってトラブルを持ち込んでもいいってわけじゃないのよ」

「エミリア先生、いきなり酷いです！　私だって、いつもいつもトラブルを抱えてるわけじゃないんですよ！」

　ローラはぷくーと頰ほおを膨らませる。

　確かに、ちょっと偏見だったかもしれない。

「ごめんなさい。それで、今日は何の用事？」

「家出少女を拾ってきたので、どうしたらいいか相談しようと思いまして」

「……それってトラブルでしょ？」

「いや、まあ、そうなんですけど……いつものトラブルに比べたら、比較的トラブルではないと思います」

　ローラはもにゃもにゃと妙な理屈を並べて弁解する。

　そんなもにゃもにゃローラの後ろから、ゾロゾロといつものメンバーが現れた。

　シャーロット、アンナ、ミサキ。

　そして、見知らぬ白い肌の少女。

「ご紹介します。家出少女のニーナさんです！」

「いや。だから家出じゃないし、迷子でもないってば」

　それはビックリするくらい綺麗な少女だった。

　ローラの周りには美少女ばかり集まってくるが、類は友を呼ぶというやつなのだろうか。

「本人は家出じゃないって言ってるけど？」

「でも、ラン亭の前でお腹を空すかしてたんですよ。私たちが家まで送っていくって言っても、どこから来たのか教えてくれないし……変じゃないですか」

　確かに、それは変だ。

「えっと、ニーナさん？　私たちは怪しい者じゃないの。ギルドレア冒険者学園って分かる？　そこの教師と生徒なの。女王陛下が運営している学園よ。だから安心して。私が家まで送ってあげるから、お家がどこか教えてくれないかしら？」

　エミリアはしゃがんでニーナに語りかける。

「……私、旅人だから……凄く遠くの村から来たし」

　ニーナは、途切れ途切れな口調で答える。

「ふーん。なんていう村？」

「イノビー村だけど……」

「どうして旅をしているの……？」

「それは……秘密……」

「……やっぱりあなた、家出少女ね」

　エミリアは結論を出した。

「ち、違うわよ！　じゃあ本当のことを教えてあげるわ！　私は、お母さんを探して旅をしているの！」

「噓うそついちゃ駄目よ。イノビー村からここまで大人の脚でも何週間もかかるわ。ローラさんならともかく、普通の子供が一人で旅なんてできるわけないじゃない」

「そ、それは……えっと……」

　ニーナからなかなか新しい言い訳が出てこない。

　目をくるくる回している。

　どうやらパニックになっているらしい。

　どうしてこんなに秘密にしたがるのだろうか。

　イノビー村から来たなんて、すぐ噓だとバレるのに。




　ああ、そう言えば。

　近頃、王都でも話題の吸血鬼。

　その噂が増えたのは九年前。

　イノビー村が始まりだったような──。




「家を教えてくれないなら、迷子として衛兵にお任せするしかないわね」

「「ええ!?」」

　と、大声を上げたのは、ニーナではない。

　ローラとシャーロットだった。

「衛兵さんのところに連れて行かなくても、学園で預かったらいいじゃないですか！」

「そうですわ！　わたくしたちでお世話するので大丈夫ですわ！」

　二人は大慌てな口調で言う。

「大丈夫なわけないでしょ。何を言ってるのよ」

「うぅ……だってニーナさんが凄く可愛いので……」

　ローラは小さな声でボソボソと語る。

　まるっきり、犬猫を拾ってきたみたいなノリである。

　まあ、この子たちも本気で言っているのではないだろう。

　と、エミリアは信じている。

「じゃあ、私はニーナさんを詰所まで連れて行くから、あなたたちは寮で大人しくしているのよ。もう夕方なんですから」

　そう。夜は外出禁止だ。

　人々を襲っているのが本物の吸血鬼なのかどうかは分からないが、危険な何者かが王都にいるのは確か。

　教師には生徒を守る義務がある。

　もっとも、ローラたちなら本物の吸血鬼が現れたとしても返り討ちにしそうだが。

　間違って嚙まれ、吸血鬼ローラが誕生してしまったら、手に負えなくなる。

「ニーナさん……さらばです……」

「うぅ……ローラさんとニーナさんを左右に置いて眠りたかったですわ……」

　ローラたちが涙混じりに見送る中、エミリアはニーナを連れて詰所に向かう。

　まさか家出少女の世話をすることになるとは思わなかった。

　だが神獣の卵や、チェイナドレスに比べたら可愛い騒動だ。

　このくらいで済むなら、笑って許せる。

　幼い家出少女を放っておけないというのは、むしろ感心すべき心がけであるし。

　エミリアも教師として、しっかりニーナを衛兵のところに届けよう。

　しかし早くしないと。

　ほら、だんだんと暗くなってきた──。
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　エミリアがニーナを連れて詰所に向かった次の日。

　彼女は病院の前で倒れているところを、朝、起きてきた医者に発見された。

　生きてはいる。

　しかし目を覚まさない。

　その首筋には、鋭い牙きばで嚙かまれたような傷が二つあり、そして血がかなり減っていた。

　なのに、当然あるべき血だまりが、現場になかった。

　まるで誰だれかが飲んでしまったように、エミリアの血は消えていた。

　エミリアが入院したと聞いたローラ、シャーロット、アンナ、ミサキ、大賢者は、すぐに駆けつけた。

　そしてベッドに横たわるエミリアと対面する。

　その肌は死人のように白かった。

「エ、エミリア先生！　そんな、どうして……目を開けてください！」

　ローラはエミリアの布団ふとんにしがみついて叫んだ。

　しかし、目を開けてくれない。

　病院でうるさくしちゃ駄目でしょ、といつものように叱って欲しかったのに──。

　と、そこにお医者さんが現れ、エミリアの状態を説明してくれた。

「大量の血を失って、昏睡こんすい状態でした。しかし輸血をしたので、危機的状況は脱しています」

　それなりに大きな病院なら、魔法で冷やした冷蔵庫があり、そこに輸血パックがあるのだ。

　血がなくなると人は死んでしまうことを発見した研究者と、血液を冷蔵して保存しておく方法を考えた魔法使いのおかげで、沢山の人が助かっている。

「で、でもエミリア先生は眠ったままですよ!?」

「そうすぐは目覚めませんよ。それにエミリアさんは以前から、肩こりが酷ひどいとか、朝起きたときダルいと言って通院していたので……かなり疲れがたまっていたのでしょう。いい機会なので、休ませてあげたらいかがですか？」

　お医者さんがそう言った瞬間、大賢者はローラとシャーロットとアンナに視線を向けた。

「わたくしたちのせいですの……？」


「でも他ほかに考えられないし……ふぇぇ……」



「わ、私は戦士学科だから違うと思う……」

　それぞれ呟つぶやいてから、三人は眠っているエミリアを見つめ、ごめんなさいと頭を下げる。

「まあ、別に三人だけのせいってわけじゃないけど。エミリアは真面目まじめな性格だから、必要以上に働いちゃうのよね。そういうことなら、休ませてあげましょ」

　というわけで、エミリアには病院で安静にしていてもらう。

　しかし、それはそれとして。




　首筋にある傷をつけたのは誰か。

　そして、抜かれた血がどこにいったのか。




　この二つを探る必要がある。

　エミリアが目覚めないのは、過労ではなく、それらが原因ということもあり得るのだから。

「ねえ、先生。エミリアの血って、一滴も残っていなかったの？」

　大賢者は医者に尋ねる。

「いえ、そりゃ傷口の周りや衣服には付着していましたが……」

「その血液サンプル、ちょっとでいいからちょうだい。私が調べるわ」

「……分かりました。あなたは大賢者ですからね。私たちが顕微鏡を覗のぞいても分からないことが分かるのでしょう」

　勝手に患者の血液サンプルを他人に渡すのは、問題があるような気がする。

　しかし、大賢者というブランドが持つ信用は、並大抵ではなかった。

「血液ということは、やはり吸血鬼の仕業でありますか？」

「分からないわ。私ですら、本物の吸血鬼なんて見たことないもの。今の今まで、実在しているとさえ思っていなかったし。けど、Ａランク冒険者であるエミリアをこんな目にあわせるなんて、ただ者じゃない──」

　確かにそうだ。

　Ａランクといえば、ドラゴンを一人で倒せるという領域。

　それはシャーロットですらまだ無理だろう。

　シャーロットはかつて校内トーナメントの決勝戦でローラと互角の攻防をしたが、あれは一時的なもの。不自然な力。素の力はまだＢランクだ。

「あれ？　ところでニーナさんはどうなったんですか!?　エミリア先生と一緒に入院してるんじゃないんですか!?」

「ニーナ？　はて、それは誰のことですか？」

　医者は首を傾かしげる。

　ローラたちは、ラン亭の前で出会ったニーナという少女のことを話す。

　エミリアはそのニーナを詰所に連れて行くために学園を出て、そして今に到いたるのだ。

　ニーナを連れて行く途中で襲われたなら、ニーナも一緒に被害にあっていないとおかしい。

　それとも、詰所からの帰り道だったのだろうか。

「病院の前に倒れていたのはエミリアさんだけです。小さな女の子などいませんでした」

　医者はそう断言した。

　では、ニーナはどこへ行ってしまったのだろう。

「エミリアがそのニーナって子を送り届けたかどうかは、調べたらすぐに分かることだわ。あとで詰所に寄ってみましょう。それにしても……エミリアを襲った奴やつ、いい度胸しているわね。私の教え子かつ部下に手を出すなんて、自殺志願者としか思えないわ」

　大賢者の目がスッと細くなる。

　その口調は静かだが、激しい怒りが込められていた。

「全くです！　吸血鬼だろうと何者だろうと、見つけ出してコテンパンにしてやりましょう！」

　ローラもまた、自分の担任が襲われて平静ではいられない。

　ここで怒らなければ、それは人でなしだ。

「そうね。あなたたち、寮で大人しくしていろと言っても、どうせ今夜から吸血鬼探しをするんでしょう？　だったら一緒に行きましょう。ただし、ミサキだけは駄目よ」

「分かっているであります……正直、ついて行けないレベルでありますから……」

　獣人であるミサキは、普通の人間に比べたら身体能力に優れている。

　ローラたちと一緒に遊べるほどだ。

　しかし、あくまで遊び。

　戦闘となると、普段の授業ですら付いてこられないだろう。

「ミサキさんの分まで私たちが頑張ります。だからミサキさんはオムレツを作って私たちのエネルギー補給に協力してください！」

「わ、分かったであります！　こっそり、普通よりも卵を多く使っちゃうであります！」

　特製オムレツを食べれば、吸血鬼にも負けないはずだ。

　方針が固まったところで、ローラたちは詰所に行く。

　しかし、ニーナという少女を預かった記録はなかった。

　王都には詰所がいくつもあるが、伝書鳩ばとを使ったネットワークで、高度に情報を共有している。

　昨日の情報なら、既に伝わっているはずだ。

　そもそも、ここは学園から一番近い詰所。

　エミリアが来たとすれば、ここなのだ。

　しかし衛兵たちは、エミリアは来なかったと言っている。

　つまり、エミリアはニーナを連れていく途中で襲われたのだ。

　だったら、やはりニーナも一緒に襲われたはず。

　なのに、見つかったのはエミリアだけ。

　不思議だ。

　一体、どういうことなのだろう？

　首を傾げながら、ローラたちは詰所から学園に帰る。

　そして病院からもらってきたエミリアの血液を、大賢者が分析する。

　もっともこれは、ローラたちには手伝えない。

　頼れる大賢者にお任せし、食堂に行ってエネルギー補給だ。





※






　そして夜の七時。

　校門の前に集合する。

「私は皆の帰りを待っているであります。全員、無事に帰ってくるであります！」

　ミサキに見送られ、ローラたちは夜の王都に出陣する。

「それで学長先生。エミリア先生の血液から何か見つかりましたか？」

「何かの薬物を盛られたような形跡はなかったわ。でも、かすかにエミリアのとは違う魔力の波長が残っていた。誰だか知らないけど、きっとそいつが犯人ね」

「おお！　じゃあ、その波長を探せばいいんですね！」

「そういうこと。とは言っても、今のところは私の探知にも引っかからないけど……近くに来たら分かるはずよ」

「闇雲やみくもに探すよりは百倍マシですわ」

「流石さすがは学長先生」

「ぴー」

　まずは、エミリアが倒れていた病院の前に向かう。

　しかし手がかりは何もなかった。

　そのあともローラたちは、人気ひとけの少ない路地などを選んで、犯人を捜し回る。

「学長先生。これじゃラチがあかないので、『吸血鬼よ出ておいで、私たちの血は美味おいしいよ』と歌いながら歩いたほうがいいんじゃないでしょうか？」

「近所迷惑だし、吸血鬼も不気味に思って隠れちゃうんじゃないかしら？」

「むむむ、そうでしょうか」

　ローラは、オムレツが「美味しいよ」と歌っていたら、喜んでかぶりつく……いや、やっぱり不気味に思うかもしれない。

　歌う作戦は駄目だ。

「それにしても、早く見つけないと、夜が明けてしまいますわ。明日からまた授業。夜更かしして寝坊したら、またエミリア先生に……」

　シャーロットはそう言いかけ、ハッとした顔になり押し黙る。

　そうだ。

　叱ってくれるエミリアは今、昏睡状態なのだ。

　エミリアは、夏休みの宿題が終わるまで、ずっと夜遅くまで付き合ってくれた。

　休日にトラブルを持ち込んでも、ちゃんと面倒を見てくれた。

　そんなエミリアを襲った奴が、王都にいるのだ。

　徹夜をしてでも見つけなければならない。

　と、ローラが決意を新たにしたとき。

　遠くから、女性の悲鳴が聞こえてきた。

「あっちです！」

　声がした方向へ走る。

　その最中、大賢者が静かに呟いた。

「間違いないわ。エミリアの血液に残っていた魔力波長を、この先から感じる」

　つまりは犯人。

　仮に違ったとしても、この事件について何か知っているはずだ。

　多少、手荒なことをしてでも捕まえて尋問する。

「皆、気をつけて。その角を曲がった先よ」

　大賢者に言われるまでもなく、もうローラにも分かっていた。

　得体の知れない魔力を感じるのだ。

　人間ともモンスターとも神獣とも違う、もっと別の存在。

「まず、私とローラちゃんが行くわ。シャーロットちゃんとアンナちゃんはバックアップ」

「了解ですわ！」

「援護は任せて」

　シャーロットとアンナは大賢者の言葉に素直に頷うなずく。

　しかし、バックアップと言えば聞こえはいいが、実際は邪魔だから後ろに下がっていろということだろう。

　今更であるが、ミサキだけでなく、この二人も置いてくるべきだったのかもしれない。

　エミリアを倒した奴が相手でも、自分がいれば安全だと大賢者は考えていたのだろう。ローラだって、これほど深刻だとは思っていなかった。

　だが、こうして接近して、それが甘かったと思い知らされる。

　魔力の総量そのものは問題ではない。

　問題なのは質だ。異質すぎるということ。

　ゆえに敵が何をしてくるか分からない。

　ローラと大賢者は緊張を浮かべながら、角を曲がる。





※






　そこは墓場だった。

　死者の名前と生きた年代を刻んだ石版が幾つも並ぶ、厳かな場所。

　これが昼間なら神聖な雰囲気なのだろう。

　だが、闇夜に包まれている今は、不気味さしか感じない。

「行くわよ、ローラちゃん」

「はい！　ハクは私の頭から離れちゃ駄目ですよ」

「ぴー！」

　ローラと大賢者は墓地に侵入する。そのすぐ後ろを、シャーロットとアンナが緊張感を漂わせて付いてくる。

　そして墓地の中央。

　シンボルのように生えた大きな木の下に、それはいた。

　ボロ布をまとった、細い影。

　しゃがみ込んで、何かを抱きかかえ、グチャリグチャリと嫌な音を立てている。

　そいつはローラたちに気が付いて、こちらを振り返った。




　骸骨のように肉がない。

　ただ表面に干からびた皮膚が張り付いているだけ。

　眼球はなく、しかし、ぽっかりと空いた二つの穴から、赤い光が怪しく漏もれている。

　そして開いた口からは鋭い牙が覗く。

　血まみれの牙だ。




　ならば、こいつが抱いていたものは。

　ああ、見るまでもない。

　見たくもない。




　人だ。人の死体だ。




　暗くてハッキリとは見えないが、シルエットだけで分かる。

　小柄な人が、ぐったりと地面に横たわっている。

　さっき聞こえてきた女性の悲鳴の主──。




　ローラたちは間に合わなかった。

　彼女は、死んでいる。

　首と胴体が分かれているのだから。

　そこに議論の余地すらない。




「ゆ、許しませんわ！」

「化物、成敗……！」

　シャーロットとアンナは臨戦態勢をとる。

　が、駄目だ。

「ごめんなさい、あなたたちを連れてきたのは私のミスね」

　大賢者はそう言って、風の魔法で二人を遠くに吹き飛ばしてしまった。

　抗議の叫びが聞こえてきたが、仕方がない。大賢者がやらねばローラがそうしていた。

　理屈では上手うまく説明できないが、こいつはヤバイのだ。

「ローラちゃん、危険を感じたら、あなたも逃げなさい。なにせ相手は『私ですら知らない存在』なんだから」

　人間ではない。

　モンスターでもない。

　まして神獣でもない。

　そもそも生き物なのかも定かではない。

　死の匂においがする。

　動いているくせに、死んでいるように見えるのだ。




　もともと死んでいる者を、倒す手段なんてあるのだろうか。




「来るわよ！」

　大賢者は叫ぶ。

　その怪物は細い体をしならせ、驚くほどの加速で跳躍。

　一直線にローラへ向かってきた。

　しかし、ただ速いというだけなら珍しくもない。

　ローラは考えるよりも先に剣を抜き、すれ違いざまに怪物の胴体に刃を滑り込ませる。

　すると意外にもあっけなく、剣は敵の胴体を両断してしまう。

　そんな馬鹿ばかな、とローラは逆にたじろいだ。

　こいつはこんな容易たやすい相手ではないと、勘で分かる。

　ゆえにローラは〝両断〟という結果に納得がいかず緊張を強める。

　だが、怪物はそのまま上下二つに分かれ、更に地面に転がった衝撃でバラバラになり、粉々になり──その粉が空に舞い上がって、空中で再生を始めた。

　しかも、たんに元の形に戻っただけでなく、その背中にはコウモリのような翼があり、三日月を背にして飛んでいるではないか。

　物語の世界にしか存在しないはずの都市伝説。

　人の生き血をすする不死の怪物。

　その名を、

「吸血鬼」

　大賢者が口にする。

　ただの噂うわさではなく、幻でもなく、今、目の前にいる。

「ハク、攻撃してください！」


「ピィィィィィィィィッ！」



　ローラは頭上のハクに強化魔法をかける。

　そしてハクの口から、眩まばゆい光線が吸血鬼めがけて発射された。

　ハクの真なる力。名付けてシン・ハクゲキ砲。

　無人島の決戦にてダイケンジャーの装甲すら貫いたほどの熱量だ。

　剣の一振りで砕けるような耐久力では、破片すら残さず燃え尽きるはず。

　案の定、シン・ハクゲキ砲が直撃した部分は一瞬にして消滅。そこから炎が広がり、吸血鬼の枯れ木のような体は、あっという間に燃え尽きる。

　火の粉が地面に落ちていく。

　しかし、飛び散った火の粉が集合し、人の形になったところで鎮火。そこには吸血鬼が元の姿で立っていた。

「そ、そんな、焼き尽くしても駄目だなんて……！」

「じゃあ、逆に氷はどうかしら？」

　今度は大賢者の攻撃だ。

　彼女の足下から放射状に氷が広がっていく。

　ローラは慌あわてて自分とハクを球状の防御結界で包んだ。

　氷は容赦なく、水面に波紋が広がるよりも速く、墓地を凍結させていく。

　木も花も石版も、そして吸血鬼も。

　氷に覆われ、静止していく。

　まるで時間が止まってしまったかのように、しんと静まりかえった。

　風が吹いても揺れ動くものすらない。

　ただ月明かりを反射してキラキラ光るだけだ。

「これで捕らえたかしら？」

「学長先生凄すごいです！　破壊しても再生されるなら、形はそのままに動きを止めちゃえばよかったんですね！　参考になります！」

「ぴー」

「まあ、再生力が凄い敵と戦うのは初めてじゃないし……それにしても、吸血鬼って実在したのねぇ……」

　大賢者はカチンコチンに固まった吸血鬼に視線を向ける。

　こうしてじっくり見ると、噂に聞いていた姿とは随分と違う。

　物語の中の吸血鬼は、どれも容姿端麗だった。

　しかしこれは、どちらかというとミイラに近い。

　だが、冗談じみた再生力に、人の血をすするという行為から考えて、王都を騒がせていた犯人に間違いない。

　乾燥した皮膚からは黒い髪が伸びている。

　ボロ布の下にあるわずかな膨らみを見る限り、この吸血鬼は女性のようだ。

「あ、そうだ。さっき襲われていた人は……」

「ローラちゃん。あの人は私たちが来た時点で死んでいた。可哀想かわいそうだけど、どうすることもできないわ。埋葬も私たちの仕事じゃないし」

「はい……でも、せめてお祈りくらいは……」

「……そうね」

　どうすることもできなかったという大賢者の言葉は正しいだろう。

　しかし、それでも。

　何とかして助けられなかったものかと考えてしまう。

　いや、こんなことを考え出したらキリがない。

　それこそ、この世界で死にゆく人の全てを助けたいと言っているのと似たようなものだ。

　どこかで割り切るしかない。

「あれ？　この木の下でしたよね……？」

　女性の死体は、墓地の中央に生える木の下にあった。

　墓地全体が氷に覆われている今、死体は氷の中に閉じ込められているはず。

　なのに、ない。

　もしかして、死んでいたというのはこちらの勘違いで、ローラたちが戦っている最中に逃げ出したのだろうか。

　いや、ありえない。

　暗くて人相までは見えなかったが、首と胴体が離れていたのだ。

　その状態から動き出すなど、それこそ吸血鬼くらいしか──。

　訳が分からずローラと大賢者が立ちすくんでいると。




　背後から、音がした。




　パキリッと、氷がひび割れるような音。

　振り返ると、吸血鬼を包んでいた氷に、亀裂が走っていた。

「そんな、まさか氷に閉じ込めても駄目なんですか!?」

　ローラは信じられない思いでひび割れた氷を見つめる。

　だが、どうやら吸血鬼の悪あがきだったらしい。

　亀裂はそれ以上広がらず、吸血鬼が動き出すことはなかった。

「ふぅ、よかったわ。氷でも駄目なら、次元倉庫に収納するしかないもの」

「おお、その手もありましたか。じゃあ心配することもなかったんですね」

「でも、あいつ、次元倉庫に入れても永遠に生きてそうじゃない？　私、あんなのを倉庫に入れておくとか嫌なんだけど」

「確かに……」

　そのうち死んでくれるならいいが、今までの不死っぷりを見る限り、それはあまり期待できそうもない。

　あんな怪物を入れたままにしたら、次元倉庫の使い勝手がとても悪くなってしまう。

「でも、このまま墓地に置いておくわけにもいきませんよね」

「そうなのよねぇ……どうしましょ」

　そう悩んでいると、不思議なことがおきた。

　氷の中にいる吸血鬼の色が、どんどん薄くなっていくではないか。

　最初は光の屈折のせいかと思ったが、違う。

　明らかに、消えている。

「ど、どういうことですか！」

「まさか!?」

　大賢者は空に光球を打ち上げた。攻撃ではない。たんなる明かりだ。それは強烈な光で墓地全体を昼間のように照らし出す。

　すると、空中を移動する黒いモヤの姿が浮かび上がった。

　そのモヤは、氷の亀裂から伸びている。

　まさか、吸血鬼が霧に化けて、あの小さな亀裂から脱出をしているのか。

　信じがたい。

　しかし、現実に氷の中の吸血鬼は、もはやほとんど見えなくなり、そして空のモヤは濃くなっている。

「ならば元を絶ちます！」

　ローラは氷を次元倉庫のゲートで包み、空間ごと削り取る。

　が、しかし、遅すぎた。

　既にモヤは吸血鬼の形になっており、そして復活を──。

「そうはさせないわ」

　大賢者もまたゲートを開き、吸血鬼を飲み込もうとする。

　だが、吸血鬼は学習していた。ゲートが開く直前、真横に飛んで逃れてしまう。

　ローラが氷を空間ごと消してみせたせいで、自分の再生力でも太刀打ちできない技があると察したのだろう。

　しかし、ローラは〝なんとなく〟吸血鬼の行動を読んでいた。

　無人島でダイケンジャーと激しい戦いを経験したことで、戦いの勘が以前よりも研ぎ澄まされているのだ。

　ゆえに吸血鬼が逃げた先にゲートを開く。

　いかに吸血鬼といえど、空間に干渉するすべはないはず。

　今度こそ閉じ込めた──そう思ってしまったのを、油断と呼べばいいのだろうか。

　だが、まさか吸血鬼が、これほど薄く広がれると、どうして予想できようか。

「また霧に！」

　ただ霧になったのではない。固体だろうと気体だろうと、次元倉庫はどんなものでも飲み込んでしまう。

　しかし吸血鬼は、一瞬にして広大な範囲に薄く広がったのだ。

　次元倉庫はその極一部を飲み込んだだけ。

　薄すぎて、とてもではないが目視できない。

　よって魔力探知でその位置を探る。

　すると、恐るべきことに。吸血鬼の気配が、墓地の全てから感じられた。

　ならば墓地ごと次元倉庫で飲み込むか？

　いや、それではローラと大賢者も一緒に向こう側に送られてしまう。意味がない。

「ローラ、後ろ！」

　と、大賢者ではない誰かが叫んだ。

　瞬間、吸血鬼の気配がローラの背後で濃くなった。

　同時に首筋に痛み。

　何かがグサリと刺さっている。




　そう。

　吸血鬼の牙。

　ローラは今、血を吸われているのだ。




　しかし、これはつまり。

「捕まえました！」

　すぐ真後ろで実体化しているというならば、もう外さない、逃さない。

　ゲート開放。

　吸血鬼は〝向こう側の空間〟へと飲み込まれていく。

「ローラちゃん、大丈夫!?」

「ぴー」

　吸血鬼が消えたあと、大賢者とハクが心配そうに声をかけてくれた。

　大丈夫、と答えたかったが、ローラは首の痛みで半泣きになる。


「ふぇぇ……凄く痛いです……」



「あらあら。待って、治してあげるから。えいっ」

　大賢者がクルリと指を回すと、すぐに傷が塞ふさがり、痛みも消えてしまった。

「ありがとうございます！」

「いいの、いいの。ローラちゃんこそ、よく嚙まれながら次元倉庫を制御できたわね」

「ふふふー、あのくらいでは集中力は乱れませんよ！」

「でも、そのあとすぐに涙目になってたけどね」

「それは言わない約束ですよ……」

　戦いの最中は頑張れるが、終わったら、もうそれまで。

　痛いときは泣くし、くすぐったいときは笑うのである。

「ところで、さっき叫んでくれたのは誰だったんでしょう？」

　ローラが疑問を口にすると、

「私よ」

　声とともに、木の上から小さな人影が降りてきた。

　黒い髪に白い肌。

　ローラよりも更に小柄な体。

「ニーナさん!?」

　そう。エミリアが衛兵のところに連れて行くはずだった、正体不明の少女。あのニーナが現れたのだ。

「どうしてここに！」

「どうしてって……さっきからずっといたし。とりあえず、あの明かりを消してくれない？　明るいと治るのが遅くって」

　そう言ってニーナは空に浮かぶ光球を指差した。

　治るのが遅い──。

　その言葉が指す答えは、彼女の首筋にあった。

　真横に、むごたらしい傷が走っている。

　まるで、ねじりきられたのを、強引ごういんにくっつけたかのような。

「その傷は……え、もしかして、さっき吸血鬼に襲われていたのはニーナさん？　でも完全に首がとれていたのに、どうしてまだ生きて……明るいと治りが遅いって、まるで吸血鬼みたいな……あれ、吸血鬼？　ニーナさんが吸血鬼の正体!?　でも吸血鬼は私が次元倉庫に送ったし……あれ？　あれれ？」

　何が何だか分からず、ローラの頭の中にクエッションマークが一杯に広がる。

「ここに来て急展開ねぇ。とりあえず、明かりは消すわよ」

　大賢者がそう言うと、墓地を照らしていた光球が消え去る。

　辺りは再び夜の闇に包まれた。

　それと同じくして、墓地の入り口から、シャーロットとアンナの声が聞こえてきた。

「ちょっと二人とも！　わたくしたちをのけ者にして戦うなんて酷いですわ！」

「ここを通して。というか、どうしてニーナがそこにいるの？」

　などと言いながら、二人は、まるで壁でもあるみたいに何もない場所をドンドンと叩たたいている。

「シャーロットさんとアンナさんは、どうしてパントマイムを……？」

「ああ、私が墓地を結界で包んでいるのよ。吸血鬼が霧になって逃げないように。あと何も知らない一般人が入ってこないように」

「なんと！　流石は学長先生、いつの間に。気が付きませんでした！」

「ふふ、ローラちゃんもまだまだね」

　そして大賢者が結界を解除すると、シャーロットとアンナがつんのめって倒れた。

「酷いですわ、酷いですわ！」

「これはもしかすると学長先生による生徒へのいじめかもしれない。どこに訴え出たらいいんだろう？」

「い、いじめじゃないわよ!?」

　訴えると言われ、さしもの大賢者も慌てる。

「まったくもう……まあ、わたくしたちを追い出した理由は分かりますわ。それで吸血鬼はどうなりましたの？　なぜニーナさんがここに？」

　シャーロットは赤くなった鼻をさすりながら問いかけてくる。

「吸血鬼は、ローラちゃんが次元倉庫に閉じ込めたわ。それで、この子、あなたたちがラン亭の前で出会ったっていうニーナちゃんね。どうしてここにいるのかは、私も聞きたいわ。というか……何者？　さっきの吸血鬼と近い魔力の波長を感じるんだけど。しかも、あの酷い首の傷がもう消えちゃったし？」

　そうだ。あの目を背けたくなるような傷は、既に跡形もない。

　ローラも大賢者も、ニーナに回復魔法をかけていない。彼女自身が使ったような気配もない。

　勝手に治ったのだ。

　そんなニーナを警戒してか、大賢者は表情こそ微笑ほほえんでいるものの、眼光は鋭かった。

「……こうなったからには、全部説明するわ。でも、まずは一番大事なことから言わせて。ローラ。あなた、三日経たったら吸血鬼になるわよ。あと、あのエミリアさんって人も」

「へえ……私とエミリア先生が吸血鬼に……え、ええええ!?」

　ローラの叫びは墓地全体に広がっていった。
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　事の発端は、十八年前にさかのぼる。

　イノビー村というところに、とある幸せな女性がいた。

　彼女は愛する夫と結婚し、そして可愛かわいい娘が生まれた。

　何もかもがバラ色だった。

　永遠にこのときが続けばいいのにと思っていた。

　だからこそ、医者の宣告は、彼女にとって耐えがたかった。

　余命一年。

　体の不調を感じて医者に診てもらった彼女は、信じがたい運命を突きつけられた。




　──信じられない。信じたくない。信じていいはずがない。

　だって、こんなにも夫を愛していて、愛されて、生まれたばかりの娘もいて、それもまた可愛らしくて、その成長を見守るのが楽しみで。

　なのに、あと一年？

　ふざけるな。

　病気などには屈しない。

　この幸せを永遠にしてみせる。

　だって私はこんなにも幸せなのだから。

　もっと生きたいのだ。

　ただ家族と一緒に生きていたい。

　それ以上は望まない。

　そんなささやかな願いを抱いてはいけないなどということがあり得るだろうか。

　一体どこの誰だれが『生きたい』という願いを否定できる？

　そうだ、私は生きる。

　何を犠牲にしてでも──。




　彼女は病身を引きずって、研究に没頭した。

　日々、死に向かっていく身体からだで。数々の魔導書を読みあさり。実践し。魔法を習得し。薬を作って限界を超えて摂取し。肉体の崩壊を寸前で抑え続けた。

　魔導書を買う金がないときは旅人を殺して奪い取り、薬の材料を買う金がないときも殺して奪い取る。




　しかし、そんなことを続けているのに、彼女は家族の前では笑顔を絶やさなかった。

　全てを隠し通し、よき妻、よき母を演じる。

　いや、本人には演じているつもりなどない。

　心底、家族を愛していたのだから。

　余命の一年を超えてもまだ死なない。

　お医者さんの言うことも意外と当てにならないね、なんて夫と笑い合って。

　一歳になった娘を抱いて。

　それはとても幸せ。

　絶対に永遠にしてみせると再度誓う。




　しかし、現代の魔法技術では限度がある。

　確実に死が近づいている。

　それを察した夫は妙に優しくなって。

　けれど、たまに悲しげな表情を見せて。




　──ああ、ごめんなさい。そんな顔をさせてしまって。

　心配しないで、私は大丈夫よ。

　私は死なない、死なないわ。永遠に生き続けるのよ、あなたたちと。

　どんな方法を使ってでも──。




　だから彼女は古代文明の遺跡に潜った。

　彼らは今よりも遥はるかに進んだ技術を持っていたという。

　ならば永遠の命のヒントくらいはあるだろう。




　なければ噓うそだ。死んでしまう。

　しかし自分は死なない。だからあるに違いない。




　遺跡を探るのは、もちろん家族が寝静まった真夜中。

　そうでなければ行いがバレてしまう。

　睡眠など邪魔だ。

　もはや一秒も無駄にできない。

　とてもではないが眠る気にならないし、眠れない。

　数々の薬物は、既に彼女の脳を暴走させていた。

　こうと決めた目的のために自動的に突き進む機械。

　体はかろうじて生きていた。

　だが、もしかしたら心は、とうの昔に死んでいたのかもしれない。

　それでも歩みは止まらない、止められない。




　そして、ああ、ついに。




　数年後。彼女は、とある遺跡の奥底で、望むものを手に入れた。

　存在そのものは今までの調査で分かっていたのだが、現物が見つからなかった。

　──吸血鬼病患者の頭蓋骨──。

　それは吸血衝動と引き換えに、永遠の命を得るという古代の奇病。

　古代人たちはこれを脅威と感じ、全力を挙げて患者を滅ぼし、完全に駆逐したらしい。

　仕方のないことだ。

　人間が、人間を捕食する怪物に変わってしまうなど、種の存亡に関わる。

　吸血鬼病は、決して解き放ってはならないものだ。




　しかし、そこまで理解しておきながら、彼女は頭蓋骨の牙きばを自分の首筋に押しつけた。

　牙が頸動脈けいどうみやくに突き刺さり、血が流れ、入れ替わるようにして、牙から吸血鬼病の術式が流れ込んでくる。

　そう。術式。

　きっとこれは、古代の魔法使いが作った、人工的な病気なのだろう。

　なんて趣味の悪い。

　どんな目的か分からないが、人類そのものを危険にさらすようなものを作るなんて、気が知れない。

　だが、今は感謝。

　おかげで永遠が手に入る。

　遠慮なく、躊躇ちゆうちよなく。

　彼女は頭蓋骨を持って遺跡から飛び出して、愛する家族が待つ家に帰る。

　夫と娘にも永遠を分け与えるために。




　吸血鬼の吸血行動には大きく分けて、二つのパターンがある。

『死ぬまで吸う』のと、『死なない程度でやめる』というものだ。

　吸血鬼に嚙かまれて生き残った者は、三日後に吸血鬼になってしまう。なってくれる。

　ゆえに彼女は、眠っている夫と娘の首筋に、そっと頭蓋骨の牙を押し当てた。




　そして回復魔法で傷を塞ふさいで、何食わぬ顔で家族を続ける。

　三日後、全てが成就する。

　幸せが永遠のものとなるのだ。

　この先、色々なことが起きるかもしれないが、家族で力を合わせればきっと大丈夫。乗り越えていける。




　しかし、そのときまだ彼女は知らなかった。

　吸血鬼病に感染した者の全てが、元の姿と自我を保っていられるわけではないということを。




　初日はよかった。

　二日目に異変を感じた。

　三日目、異形の怪物へと変貌し、夫とともに、愛する娘に襲いかかった。

　元の姿と自我を保っていたのは九歳になったばかりの娘だけだった。

　家族全員が吸血鬼。

　ただ『家族と生きたい』という素朴な願いのために、恐るべき非道に手を染めて、ようやく摑つかんだ道の果てに、自ら愛娘まなむすめを破壊しようとする。




　娘は戸惑いながらも、怪物になってしまった両親に抵抗する。

　自分もまた怪物の力を手にしていることに愕然がくぜんとしながら。

　決着は付かない。

　吸血鬼は不死身なのだ。

　殺されることも、殺すこともできず、暴走状態の父と母はいずこかへ消え、幼い娘は意味も分からず泣き崩れ、そして九年が経過して──。





※






「その娘ってのが私」

　学園の学長室に場所を移し、ミサキとも合流し、ニーナから全ての事情を聞いた。

「以上が、私の体験と、母の日記と、遺跡から得た情報をまとめたものよ。ここまでで質問は？」

　質問と言われても、あまりにも壮絶すぎて、ローラは言葉を失っていた。

　ニーナの姿はローラと同じくらいの歳としに見える。

　だから、一人旅の最中だということも、十八歳だということも、母親を探しているということも、イノビー村から来たということも、誰も信じていなかった。

　しかし、全ては本当だったのだ。

　驚きで固まるローラたちを見て、ニーナは苦笑しながら話を続ける。

「私は、怪物になってしまった両親を殺すため、埋葬するために旅をしている。一年前に父を殺したわ。そして、この王都で吸血鬼騒ぎが起きていると聞いてやってきた。ビンゴだった。昨夜、エミリアさんと歩いていたら、母が襲ってきた。もう人の姿じゃないけれど、一目で分かった。私はエミリアさんと一緒に戦ったんだけど……ごめんなさい。エミリアさんは嚙まれてしまった。全ての血を抜かれる前に、何とか追い払うのが精一杯だった。それからエミリアさんを病院の前まで運んで、母を探して王都中を回って、あの墓地で見つけた。でも返り討ちにあって、首を捻ひねり落とされた。あなたたちが現れたのは、丁度ちようどそのときね」

「……三つ質問いいかしら」

　大賢者が口を挟む。

「いいわよ。どうせ、このあとの流れはあなたたちも知っているし」

「まずは確認。ローラちゃんとエミリアが吸血鬼になるって言うけど。じゃあその前に襲われた五人の被害者は？　彼らは吸血鬼にならずに死んじゃったみたいだけど。それは最後まで吸い尽くされたか、中断したかの違いってことでいいの？」

「ええ、そう。前に襲われた五人は、血を吸い尽くされたから、そのまま真っ当に死んだのよ。嚙みついてから殺さずに吸血行為を中断しないと、吸血鬼病は感染しないの。父も母も、血を吸う回数が少ない代わりに、一度嚙みついたら死ぬまで吸い尽くすから、吸血鬼が増えなかった。でも今回は、たまたま現場に私がいたから……」

「なるほどね。ニーナちゃんのおかげで、エミリアは吸い尽くされずに済んだ。ありがとう。だから、そんな辛つらそうな顔をしないで」

「でも……このままだと吸血鬼になるから……」

　ニーナはうつむいて呟つぶやく。

　確かに彼女がエミリアを助けたせいで、吸血鬼が一人増える可能性が出てきた。

　エミリアを見捨てたほうが、大局的には正しいのかもしれない。

　だがニーナは、それでもエミリアを助けてしまったのだ。

　別にエミリアとは親しい仲というわけではなく、その日に出会ったばかりの関係なのに。

　そんな赤の他人でも思わず助けてしまった。

　その行いで、ニーナがどういう人物なのか分かるというものだ。

　たとえ体が吸血鬼でも、心は人間だ。

「ニーナさん！　私からもお礼を言わせてください！　私たちの先生を助けてくれて、ありがとうございます！」

「そうですわ。これからどうなってしまうのかは分かりませんが……とにかく、今、エミリア先生が生きている。それはニーナさんのおかげですわ！」

「私もエミリア先生にはお世話になっている。ありがとう」

　ローラたち三人は、ニーナに惜しみない賞賛をおくった。

　このまま、エミリアもローラも吸血鬼になってしまうのかもしれない。

　ニーナのように自我を保っていられるという保証もない。

　しかし、それでも、ニーナの行動を否定したくない。

「ど、どういたしまして……」

　ニーナは赤くなって、ぎこちなく小さく呟く。

「さて。二つ目の質問。一年前に父親を殺したって言ったけど、私とローラちゃんがあれだけ攻撃しても死なない吸血鬼を、どうやって殺したの？　あなたには不死者に死を与える手段があるのね？」

「ええ、あるわ」

　質問に対し、ニーナは短くはっきりと答えた。

　そしてスカートをめくり、その内側に隠してあったポケットから、大きな銀色の杭くいを取り出した。

　かなりの長さだ。人の顔の長さくらいはある。

「それは？」

「母の日記にあった、吸血鬼の頭蓋骨を見つけたという遺跡に眠っていたもの。私が見つけたの。古代人は、これを吸血鬼の心臓に打ち込むことによって、不死者に死を与えていた。その威力は、私が父で試したわ」

「なるほどね……不死身の吸血鬼に、それを殺す杭。凄すごいわね、古代文明って。私もそこそこ長生きしたつもりだったけど、知らないことだらけだわ」

　大賢者は「ふう」とため息をつく。

「じゃ三つ目。最後の質問。エミリアとローラちゃんは、このままだと吸血鬼になっちゃうらしいけど。元に戻す方法はあるのかしら？」

　これこそ、最も重要な質問だ。

　これが『否』であれば、もはやどうしていいのか分からない。

　だが、ニーナがこうして冷静に解説しているということは、あるに違いない。

　そして、それを実行するためには、ニーナ単独では不可能。だから彼女はこうしてローラたちの前に姿を見せ、事情の説明をしているのだろう。

　ローラはそう信じたい──。

「ローラさんとエミリア先生の吸血鬼化は、断固阻止ですわ！」

「二人が怪物になるなんて、駄目絶対」

「ロラえもん殿の主食はオムレツであります！　血は飲ませないであります！」

　シャーロット、アンナ、ミサキが身を乗り出してニーナに迫る。

　ハクも「ぴー」と首を伸ばした。

　無論、当事者であるローラも汗だらけの手を握りしめ、心臓をバクバクさせながらニーナの言葉を待つ。

「一応、ないわけじゃない。試したことはないけど……」

　ニーナの返答は、思っていたよりも頼りない口調だった。

「そんなぁ……試しておいてくださいよぅ……」

　ローラは泣きそうな声を出してしまった。

「無茶言わないでよ。私だって、母の日記と遺跡からの情報しかないし。試そうにも、父と母は、嚙みついたら相手が死ぬまで血を吸うし……エミリアさんとローラが例外なのよ」

「なら、ローラちゃんとエミリアで試せばいいわ。ほかに方法がないんだもの。で、どうしたらいいのかしら？」

　大賢者が一番早く気持ちを切り替えていた。

　流石さすがは約三百歳。多少のことでは動じない。

「嚙まれてから吸血鬼になるまで、三日の猶予がある。その間に、自分を嚙んだ吸血鬼の灰を飲めば、吸血鬼化を防ぐことができる……らしいわ」

　ニーナは自信なげな口調で言う。

　ローラとしては、噓でもいいので自信たっぷりでいて欲しかった。

「吸血鬼の灰？　どうやって作るでありますか？　燃やしても再生してしまうはずであります」

　ミサキが疑問を挟む。

「だから、この杭で殺してから燃やすの。それ以外の方法は知らないわ」

　つまり、吸血鬼に嚙まれて生き残った者は、三日以内に自分を嚙んだ吸血鬼を殺さないと、人間ではなくなってしまうということだ。

　普通、無理だろう。

　ローラと大賢者ですら、次元倉庫に閉じ込めることしかできなかった相手だ。

　ニーナが杭を持っていなければ、完全に詰んでいた。

「とにかく、これを心臓に刺せばいいわけね。借りてもいいのかしら？」

　そう大賢者が尋ねると、ニーナは不安そうに見上げ、口を開く。

「……まず、確認させて。あなたは本物の大賢者なのよね？」

「ええ、そうよ。ギルドレア冒険者学園の学長だもの。私の他ほかに大賢者はいないと思うけど」

「この杭を渡せば、お母さんを眠らせてくれるって、約束できる？」

「約束するわ。むしろ、あなたこそいいの？」

「……お母さんはお父さんよりずっと強いから、私じゃ勝てないみたいだし……正直、もうどうしていいのか分からなかったくらいなの。まさか大賢者が手を貸してくれるなんて……お母さんを、お願いします」

　ニーナは深々と頭を下げる。

「……分かったわ。任せて」

　そう言って大賢者はニーナから銀の杭を受け取り、ゲートを開いて向こう側に消えていった。

「……あんな真っ暗で何もない空間で吸血鬼と戦うなんて、学長先生は凄い」

「わたくしは思い出すのも嫌ですわ……」

　アンナとシャーロットが、震える声を出す。

　そう言えば、無人島の決戦のとき、この二人は大賢者によって次元倉庫に監禁されていた。

　あそこは天地がなければ、重力もない。

　ただ真っ暗で広い空間が広がるだけの、虚無の世界。

　地面がないというだけならともかく、そこに暗闇くらやみが加わると、五感を奪われたような気分になり、とても恐ろしいのだ。

「次元倉庫という言葉を聞くと、弾丸代わりに発射されたのを思い出しますわ……」

「あれ、そっちですか!?　いやぁ、あれは確かに申し訳なかったと思っていますけど……」

「あれは怖かった。お詫わびのしるしにローラは私の抱き枕まくらになるべき」

「何を仰おつしやいます！　ローラさんはわたくしの抱き枕ですわ！　どうしてもアンナさんがローラさんを抱き枕にしたいと言うのであれば、わたくしたちの部屋に来て、三人で寝るしかありませんわ！」

「それはいい、そうしよう」

　アンナはこくりと頷うなずく。

　そしてローラにしがみついた。

「だから、吸血鬼になんかなっちゃ駄目」

「そうであります！　ロラえもん殿ともっと遊びたいであります！　ハク様も悲しむであります！」

「ぴ！」

「……もしローラさんが理性を失って暴れ出したら……うぅ……縛って抱き枕にするしかありませんわ……」

　シャーロットも、よよよと涙を流してローラにくっついてくる。

「結局、抱き枕なんですね！」

　ローラは冗談めかしてそう返したが、一緒に泣きたいくらい嬉うれしかった。

　こんなにも自分を思ってくれる友達がいるということが、たまらなく幸せだ。

　しかし、そんなローラたちを、ニーナがうらやましそうに見つめている。

　ああ、そうか。

　彼女はこの九年間、怪物になってしまった両親を土に還かえすことだけを考えて生きてきた。

　友達を作る暇なんて、なかったのだろう。

「ニーナさん、カモン！」

「……は？」

「いや、私を抱き枕にしたそうな顔をしていたので」

「どんな顔よ！　別にあなたを抱き枕にしたいわけじゃないし。ただちょっと……お父さんとお母さんが人間だった頃ころを思い出しただけだし……」

　そう言ってニーナは照れくさそうにうつむいた。

　別に照れることなどないというのに。

「まあまあ。だまされたと思って、ちょっと私にくっついてみてくださいよ。シャーロットさんいわく、私は抱き枕適性９９９９らしいので」

「そうですわ。ローラさんを抱きしめると、とてもリラックスできるのですわ！」

「私も誰かに抱っこされると落ち着くので、ウィンウィンです。なので、さあ！」

「あ、あなたがそこまで言うなら……」

　ローラは既に、右にシャーロット、左にアンナ、後ろからミサキ、そして頭上にハクと包囲されているので、ニーナは正面からピタリとくっついてきた。

「……あ、凄い……ほんとに落ち着く」

　ニーナはローラの胸に頰ほおを当て、ふにゃりとした顔になる。

「ふふふ、きっと私の人徳ですね」

「ロラえもん殿はハク様が巣に選ぶくらいでありますからなぁ。体から何か出ているのかもしれないであります」
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「ぴ？」

「きっと新物質。研究したら博士になれる」

「新物質ロラニウムですわ。ローラさんの尊さが周りの人間に伝わり、トウトミン反応を引き起こしてリラックスさせるのですわ」

「オムレツがローラの体内でロラニウムに変換されている」

「新たな学問の誕生でありますなぁ」

「私の名前が歴史に残っちゃいます！」

　そんなローラたちのやりとりを見て、ニーナは呆あきれたような笑みを浮かべる。

「あなたたち、こんなときでも呑気のんきね……不安じゃないの？」

「不安はありますが……皆が一緒なら大丈夫です！　それに、学長先生はとても強いので、絶対に吸血鬼の灰を手に入れてくれますよ！」

　大賢者が強いということは誰もが知っている。

　だが、ローラほど深く理解している者はいないだろう。

　そして、そのローラですら、大賢者の底はまだ見えない。

　もしかしたら墓地での戦闘も、ローラを抜きに、大賢者一人でやったほうがスムーズだったのではないかと思ってしまうほどだ。

　次元倉庫の内部なら、周りを巻き込んでしまう心配もない。

　思いっきり戦える。

　よって、心配することはなにもない。

「……うん。大賢者だもんね。これで私が何もしなくても終わるのよね」

　ニーナはぽつりと呟いた。

　それを聞いてローラはハッとする。

　あの吸血鬼はローラにとってただの障害だ。

　それを倒すことに何の感慨もない。

　しかしニーナにとっては、九年も追いかけてきた宿敵であり、同時に、母親のなれの果てなのだ。

　どうせ倒すなら、自分の手で終わらせたいに違いない。そうでなくても、せめて見届けたいと思うのが普通だ。

　だが、ニーナが次元倉庫に行っても、大賢者の足手まといになるだけ。

　大人しく待っているのが正しい。

　とはいえ、ただここでジッとしているのも芸がない。

　何をするべきか、とローラが悩んでいると、ぎゅるるる、という音が聞こえてきた。

「あぅ」

　それはニーナのお腹なかから漏もれた音だった。

「あらまあ、ニーナさんったらはしたないですわ」

「初めて会ったときもラン亭の前でお腹を空すかせていたでありますなぁ」

「意外と食いしん坊？」

「ち、違うし！　あのラーメンから何も食べてないから、お腹が空くのもしかたないのよ……」

「なんと。そんなに絶食を……」

　ローラは驚きのあまりのけぞった。

　食事が何よりの楽しみ（主にオムレツ）であるローラにとって、食事を抜くというのは拷問ごうもんにも等しい。

「いや、ラーメンを食べたのは昨日のお昼だから絶食ってほどじゃ……」

「学食に行きましょう！　きっとオムレツを食べているうちに学長先生が帰ってくるはずです。ゴーゴー！」





※






　もう遅い時間なので、学食の営業は終わっていた。

　しかし、こちらには学食のスタッフであるミサキがいるのだ。

　勝手に調理場にお邪魔して、五人分のオムレツを作ってもらう。

「ミサキさん、前は皿洗いばかりやっていたのに、最近は料理もするんですね」

「一生懸命、仕事を覚えているであります。一流の学食のおばちゃんを目指すであります」

　ミサキは胸を張る。

「……おばちゃんになるには三十年くらいかかりそうですね」

「そ、そんなことはないであります！　頑張れば、もっと早くなれるはずであります！」

　学食のおばちゃんと呼ばれるには、もっと老ける必要があると思うのだが、ミサキは老けたいのだろうか？

　学食のミサキちゃんと呼ばれるほうが、可愛らしいのに。

「じゃあ、立派なおばちゃんになるために、オムレツにはチーズをたっぷり入れてください。今日はチーズオムレツを食べたい気分です！」

「了解であります。これでまた一歩、学食のおばちゃんに近づいたであります！」

　そして、できあがったオムレツを、それぞれがお盆に入れてテーブルまで運ぶ。

　オムレツにナイフを突き刺した瞬間、溶けたチーズがトロリと溢れてくる。

　口に入れるとチーズと卵のオーケストラ。

「美味おいしい……こんな美味しいオムレツを食べるの初めて……！」

　ニーナはパクパクと凄い勢いで食べていく。

　流石、昨日のお昼から何も食べていない人だ。

「褒ほめられると照れくさいでありますよぉ」

　自分の作ったオムレツが好評なことにミサキは顔を赤くし、耳をピコピコさせる。

「それにしてもニーナさん。吸血鬼は人の血を飲むのでしょう？　その他にも、普通の食べ物が必要なのですか？」

　シャーロットが尋ねる。

「人の血だけでも大丈夫だけど……血はあまり飲みたくないから、普通の食べ物で補ってるの。でも私、お金ないから……」

「それは大変ですわね……王都に来るまではどんな生活を？」

「い、言わなきゃ駄目……？」

　ニーナは小さな声で呟き、目を泳がせる。

「吸血鬼の生活というものに興味が尽きませんわ！」

「私も気になる」

　アンナまでもが話をせがむ。

　するとニーナは観念し、とつとつと語り出す。

「……お金が落ちてないか探し回ったり。どうしてもお金が見つからないときは、その辺の畑からダイコンを引っこ抜いて食べたり。血が飲みたくてどうしても我慢できなくなったときは、路上で寝ている人の指先を針でチクッと刺して、ちょっとだけもらったり……あ、直接嚙みつかずに飲むと、相手を吸血鬼にしないで済むのよ」

　なるほど。そういう裏技があるのか。

　しかし、それにしても。

「ほ、ほとんど犯罪でありますな……」

「ニーナ、出頭しよう」

「悔い改めるのですわ……」

「し、仕方ないでしょ！　お金ないんだもん！　それに、やっぱり、たまには血を飲まないと動けなくなるし……」

　ニーナはプルプル震えながら反論する。

「お金がないなら働きましょうよ。ニーナさん、私よりも小さくても、実際は十八歳なんでしょう？　駄目ですよ、それじゃニーナじゃなくてニートさんです」

「こんな姿の私を雇ってくれるところなんてないでしょ。それに両親を探して旅をしなきゃいけないし」

「そんなときこそ冒険者ギルドですよ！　自由業の王様！　いつでもどこでも、自分のやりたいペースでクエストを受ければいいのです！」

「一応、ギルドに登録してるけど。でも私、夜しか戦えないから……夜にモンスターを狩って朝一番にギルドに持って行くってのを繰り返してたら、吸血鬼じゃないかって疑われたのよね……あんまり多用はできないわ」

「むむ……確かに制約が多いですね」

　ローラたちは冒険者学園の制服を着ているから、モンスターを倒せても、それほど不思議には思われない。

　しかしニーナのように、普通の子供が一人でモンスターを倒していたら、かなり珍しい。

　それも夜限定で戦う少女。

　怪しすぎる。

　おまけに、本当に吸血鬼なので、調べられたらアウトだ。

「もしかして、吸血鬼の都市伝説の一部は、ニーナさん……？」

「そうかも」

「凄い！　握手してください！」

「い、いいけど……」

　ローラはニーナの手を取り、ぶんぶんと上下に振る。

　するとテーブルの上で座っていたハクが、ぶんぶん動く二人の拳こぶしの上に、ぴょんと飛び乗ってきた。そしてトランポリンのようにぶんぶんぴょんぴょん跳ね回る。

「ぴー」

　ローラの腕が疲れてきた頃、ようやくハクは満足したらしく、またテーブルの上に戻った。

「握手するだけでこんなに疲れるとは思わなかったわ」

「あはは……それにしても学長先生、遅いですねぇ」

「学長室で待っているのではありませんか？」

「いえ、学長先生なら推理力を発揮し、暇を持て余した私が皆をオムレツに誘ったと察するはずです」

「確かに、それは私でも推理できる」

「お腹が減ったからオムレツではなく、暇だからオムレツというのも凄い話でありますな」

「オ、オムレツを食べることほど有意義な時間はないから、いいんですよ！」

　ローラは苦し紛れに弁解する。

「駄目ですわローラさん。そんなに食べてばかりいたら……体が大きくなってしまいますわ！」

「それの何が駄目なんですか!?」

　育ち盛りのローラは、いつだって栄養を欲している。

　早く大きくなって、大人っぽいファッションとかしてみたいのだ。

　なのにシャーロットは、ローラの抱き心地のことしか考えていない。

　酷ひどい人だ。ぷんすか。

「あなたたちって、いつもそんなコントみたいな会話してるの？」

　ニーナが呆れたように言った。

　しかし会話がコントのようになってしまうのは、シャーロットのせいであり、ローラの言動はまともなはずだ。多分。

「さて。オムレツを食べ終わってしまいました……次は何をしましょう？」

「それは無論、皿を洗うでありますよ」

「なるほど。皿を洗ったら、何をしましょう？」

「学長室に戻って、学長先生が帰ってきていないか確かめるべき」

「ふむふむ。正論ですね、アンナさん。しかし学長先生がまだ帰ってきてなかったらどうしましょう？」

「こういうときは……皆でお風呂ふろに入るのがよろしいですわ！」

「シャーロットさん、それです！　皆で洗いっこです！　なんなら学長先生も誘いましょう」

　今後の方針が固まった。

　それぞれ、自分で使った皿を綺麗きれいに洗い、勝手に学食を使用した痕跡を隠滅する。

　そして学長室に向かうが、大賢者はまだ帰ってきていなかった。

「……随分と苦戦してるんですね」

「吸血鬼ってそんなに強いんですの？」

　シャーロットが質問してくる。彼女とアンナは大賢者の魔法で飛ばされていたから、吸血鬼の墓地での暴れっぷりを見ていないのだ。

「まあ、再生力と回避が凄いので、強いと言えば強いんですけど……杭という攻撃手段を得た学長先生が苦戦するのは、ちょっと不自然ですね」

「ねえ。次元倉庫ってどんな場所なの？」

　ニーナが尋ねてきた。

　そう言えば、この中でニーナだけが、次元倉庫に入ったことがなかった。

「真っ暗で、もの凄く広い空間です。どのくらい広いのかは、私もよく分からないです」

「ふぅん……じゃあ、逃げに徹したら、大賢者が相手でも時間を稼げるかもね」

「そうでしょうか？　やる気を出した学長先生の強さは、そういうレベルじゃないと思うんですけど……」

　とはいえ、それはローラのイメージに過ぎない。

　現にこうして大賢者はまだ次元倉庫にこもったままだ。

　ニーナの言うように、追いかけっこを続けているのかもしれない。

　なんて話をしていたら、大賢者が帰ってきた。

「おかえりなさい学長先生！」

「早くローラさんとエミリア先生に、吸血鬼の灰を飲ませるのですわ！」

　苦戦しようが時間がかかろうが、目的を達成したなら問題ない。

　これで王都の吸血鬼騒ぎは解決。

　ローラとエミリアも助かり、ニーナの旅も終着。

　そのはずなのに、どうしてか、大賢者の表情は曇っていた。

「どうしたんですか学長先生？」

　ローラの質問に答える代わりに、大賢者はニーナを見つめ、申し訳なさそうな顔をする。

「ごめんなさい、ニーナちゃん。約束を果たすのは、もうちょっと待ってちょうだい」

「え、えっと……どういうこと？」

　大賢者に謝られたニーナは、戸惑った声を上げる。

　ローラたちも首を傾かしげてしまう。

　まさか大賢者は吸血鬼に負けたのだろうか。いや、それにしては戦闘をした形跡すらない。

　一体どうしたのかと全員が大賢者を見つめていると、彼女はぽつりと呟く。

「……いないのよ」

　それは大賢者にしては珍しく、自信のない声色だった。

　ただならぬ雰囲気を感じ、ローラたちは慌あわてふためく。

「い、いないってどういうことですか!?」

「だから、次元倉庫のどこを探しても、あの吸血鬼が見つからないの。ローラちゃん、ゲートを開いたりしてないわよね？」

「開いてませんよ！　もしかして、私と学長先生以外にも、次元倉庫を使える人が……？」

「どうかしら……でも、他に考えられないし……」

「と、とにかく、私も次元倉庫を見てきます！」

　ローラはハクをミサキに預け、次元倉庫に行き、暗闇の空間を飛び回った。

　吸血鬼が放っていたあの禍々まがまがしい魔力を探しながら、「吸血鬼やーい」と呼びかける。

　だが、吸血鬼は見つからない。

　そもそも、次元倉庫に収納した物を取り出す際、こうしていちいち探し回ったりしない。

　なんとなく、どこに何があるのか瞬時に把握し、元の世界に召喚するのだ。

　だから、このように見つからないという時点で異常事態。

「大変です！　本当にいませんでした……どうしましょう！」

　学長室に戻ったローラは、大賢者にすがりつく。

　さっきまでは、すっかり解決した気分になっていた。

　だから呑気にオムレツを食べる余裕があった。

　しかし、このままでは、ローラもエミリアも吸血鬼になってしまう。

　自我を保っていられるなら、まだいい。

　ニーナのように生きていくこともできる。

　だが、自我を失ってしまったら……人を襲う醜い怪物と化す。

「落ち着いてローラちゃん。とにかく、原因は分からないけど、吸血鬼は次元倉庫の中にいない。つまり、こっち側の世界にいるってこと。私とローラちゃんとニーナちゃんの三人で探しましょう。あとの皆は学園で待機」

「なぜですの!?　ローラさんとエミリア先生のピンチなのですわ。わたくしたちも吸血鬼を探しますわ！」

「気持ちは分かるけど、あなたたちが吸血鬼を見つけても、何もできないでしょ？　はっきり言ってしまえば足手まといだから」

　大賢者はいつになく真剣な口調でシャーロットを突き放した。

　それを聞いたシャーロットは、唇を嚙みしめ、泣きそうな顔になる。

　しかし、事実だった。

　ローラは既に嚙まれているから、もう一度嚙まれても問題ない。ニーナはなおさらだ。

　そして大賢者なら、何時間も全身を防御結界で包み続け、吸血鬼の牙から皮膚を守るということも可能だろう。ローラだってしんどいが、やろうと思えばできなくもない。

　だが、シャーロットとアンナには無理だ。

　単純な戦闘力の問題。

　おそらくシャーロットとアンナは、あの吸血鬼の前に立ったら、数秒で殺されてしまう。

　だからこそ、大賢者は墓地から二人を排除したのだ。

　多分、シャーロット自身、力不足を分かっているはず。

　しかし、意地を張らずにいられない。

　そんなシャーロットの袖そでを、アンナが引っ張る。

「シャーロット、今日のところは、引こう。いつか強くなって、足手まといにならないようになろう……！」

　そんなアンナの言葉に、シャーロットは絞り出すように呟く。

「……分かりましたわ」

　足手まといだから来るなと言われ、それに頷くというのは、どれほどの屈辱だろうか。

　ローラが無人島で味わった無力感。あれを何倍にもしたものが、シャーロットの中で渦巻いているに違いない。

「シャーロット殿、元気を出すであります。なんなら……少しくらいなら尻尾しつぽをモフってもいいであります」

「ありがとうございます、ミサキさん……でもこれは、ミサキさんの尻尾でも解決できない悩みですわ……」

　そう言いながらも、シャーロットはしっかりミサキの尻尾を触っている。
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　シャーロットの心の傷はミサキに任せ、ローラ、大賢者、ニーナは王都の空に飛び立った。

　もちろん銀の杭くいも忘れない。

　とりあえず、最大戦力である大賢者に持ってもらうことにする。

「ニーナさん、背中から黒い翼が生えてます！　格好いい！」

「格好いいかしら……？　それに夜しか吸血鬼の能力は使えないし、普通の飛行魔法のほうが便利よ」

「でも、格好よさも大切ですよ！」

「あら、ローラちゃん。だったらそのまま吸血鬼になってみる？」

「そ、それはやめておきます……！」

　ケチャップの代わりに人間の血をオムレツにかけ、「わぁ美味おいしそう」なんて言っている自分を想像し、ローラは身の毛がよだつ思いだった。

　それに吸血鬼は、吸血衝動の他ほかにもデメリットがある。

　外見だ。

　ニーナの母親のように自我を失った吸血鬼は、どうやら怪物の姿になってしまうらしい。

　そして自我を保っていたとしても不老不死。

　つまり成長できない。

　現にニーナは小さいままだ。

　ローラは大きくなりたいので、吸血鬼化はお断りである。

「それで学長先生。空を飛ぶのはいいですが、ここから眺めたって、吸血鬼は見つからないと思いますよ？」

「別に肉眼で探すわけじゃないわよ。一度戦った相手だから、集中すればかなり遠くにいても、魔力の波長を探知できるはずよ」

「おお、学長先生、器用ですね！　王都全部をカバーできるんですか？」

「できるわよ。ローラちゃんはまだ無理？」

「うーん……学園の敷地だけでも難しいと思います」

「あらあら。もっと練習しないとね」

　というローラと大賢者の会話を聞いていたニーナは、呆あきれた顔になる。

「……いや、どっちも凄すごすぎるんですけど。大賢者はともかく、ローラも実は見た目と実年齢が違ってたりするの？」

「え、私は普通に九歳ですよ？」

「それって吸血鬼よりも化物なんじゃ……」

「ひ、酷ひどいですね！」

　気分を害したローラは、ニーナの頰ほおをムニムニと引っ張った。

　ローラはいつもシャーロットや大賢者に頰をムニムニされているので、たまには『やる側』に回ってもバチは当たらないはずだ。

「の、伸ばしゃないで……」

　と、ローラとニーナが遊んでいる横で、大賢者は目を閉じ、集中力を高めていた。

　目の前にいるのに、その存在感が希薄になっていく。

　まるで大賢者が王都全体に広がっていくかのようだ。

　それは吸血鬼がやってみせた、肉体を霧に変えて拡散するのとはまた違う。

　大賢者は確かにローラたちの隣にいるのだが、その意識だけが薄く広く遍在しているような、妙な感覚だ。

　これが広域を一気に索敵する技。

　それを目まの当たりにしたローラは、あとで練習するため、大賢者をつぶさに観察する。

　やがて目を開いた大賢者は、首を上に向け──。

「あそこよ」

　見つめる先には三日月。

　その淡い光のなかに、黒く小さな影があった。

「なんと！　あんな場所から私たちを見下ろしていたんですね！」

「お母さん。今日こそ終わりにしよう……！」

　ローラとニーナは、吸血鬼に向かって突撃しようとした。

　しかし、そのとき。

　吸血鬼から波動が放たれた。

　自分以外のありとあらゆる存在へ向けられた、捕食の意思。

　それは殺意でも敵意でも闘志でもなく、食欲だった。

　墓地で出会ったときよりも、強くなっている。圧倒的に。

　いや、異常なのは、それだけでなく。

　むしろ、もう一つの事象のほうが、より意味不明であり。

「え、ちょっと待ってください……これはどういうことです……？」

　吸血鬼を見上げるローラは、まるで鏡を見ているような錯覚に陥おちいった。

　別に、吸血鬼がローラそっくりに変身したわけではない。

　相変わらず、ミイラのような異形のまま。

　変わったのは、魔力の波長。

　もともとあった禍々まがまがしい魔力の中に、なんと、ローラの魔力が混ざっている。

「まさか、ローラちゃんの血を吸ってパワーアップしたなんて馬鹿ばかな話じゃないでしょうね？」

　大賢者が呟つぶやく。

　それを聞いて、ニーナは首を振って否定した。

「いや、考えられないわ。そりゃ血を吸ったあとは力が湧わくけど……ローラはちょっとしか吸われなかったでしょ。だいたい、一人や二人、死ぬまで吸ったとしても、あんな見て分かるほどのパワーアップなんて……」

　ニーナの言葉に、大賢者は眉まゆをひそめる。

「つまり、多少なりとも、血を吸ってパワーアップって現象はあるのね？」

「あるけど……今言ったように、ちょっと吸ったくらいじゃ、自分でも分からない程度よ」

「それは普通の人間の血の話でしょ。ローラちゃんは普通の人間じゃないから」

「あ」

　大賢者の言葉を聞き、ニーナは口を開けたまま硬直した。

「ええっ、私の血のせいであんなことになってるんですか!?」

「でしょうね。でも、これで分かったわ。あいつは次元倉庫から、自力で出てきたのね」

「めちゃくちゃ強敵じゃないですか！」

　不死。ただこれだけでもやっかいな相手だったのだ。

　それに加えて、ローラの魔力の一部を吸い、更に次元倉庫から脱出することすらできる。

　本当にシャレにならない。

　だからこそ、早く倒さねば。

　奴やつは、この王都そのものに対して食欲を抱いている。

　抑えるつもりがない。だだ漏もれだ。

　きっと今までは、人間たちに見つからないよう、抑えて吸血してきたのだろう。

　いくら銀の杭を心臓に打ち込まれない限り死なないとはいえ、吸血鬼が実在しているとハッキリ分かれば、人間は本気でその対抗策を考える。

　この世界には大賢者をはじめとして、優秀な魔法使いが沢山いる。

　もしかしたら古代文明を調査して、銀の杭を見つけてしまうかもしれない。あるいは古代文明とは別の方法で吸血鬼を倒してしまうかもしれない。

　理性が残っていなくても、そういった脅威を本能で感じていたのだろう。

　だから、吸血鬼は都市伝説で済んでいた。

　しかし、もう遠慮する必要がないと奴は判断した。

　人間たちが全力で吸血鬼を排除しようとしても、それがどうしたと言えるほどの力を身につけた。少なくとも奴自身はそう思っている。

　ならば、その思い違いを正さなければならない。

　ローラと大賢者は吸血鬼へ一直線に飛んでいく。

　ワンテンポ遅れてニーナが続く。




　そのとき、月齢が変わった。




　今の今まで吸血鬼の背後にある月は、三日月だった。

　それが、ローラが一度瞬まばたきした隙すきに、満月へと変わっていた。

　意味が分からない。だが事実だった。

　いや、たんに月齢が変わっただけでなく、月の大きさが十倍近くに膨れ上がり、更に色まで変わった。白金色に輝いていたのに、今は赤い。

　まるでニーナの瞳ひとみの色のようだ。

「月に魔力が吸われていく……？」

　吸血鬼に突撃しながら、大賢者が呟く。

「確かに、もの凄い脱力感です……」

　原理は分からないが、あの月は危険だ。

　なにせ、ローラと大賢者が、吸血鬼のところに、まだ辿たどり着けていないのだから。

　本当なら、既に一撃を食らわせているはずなのに。

　近づけば近づくほど、吸われる速度が増していく。

「これって、王都にいる人たちの魔力も吸ってるんですか!?」

「そうでしょうね。月から遠い分、私たちよりも効果は薄いでしょうけど」

　あの月はどこにあるのだろうか。

　教科書に載っていたように、空の彼方かなた、宇宙という場所なのか。

　しかし、三日月だった月が赤い満月に変化してしまった時点で、既存の情報は全て当てにならない。

　すぐそこにあるようにも見える。

　あの吸血鬼は、赤い満月を作り出すことにより、美しかった夜を、自分が望む血の色の夜に書き換えてしまったのだ。

　下手をすると、この夜は、明けない。

　なにせ夜を書き換えたのだ。ならば朝や昼を書き換えられないとなぜ言える。

　日の出を待っても、奴は弱体化しないかもしれない。

　そもそも日の出が来ないかもしれない。

　しかも王都にいる全ての人々の力を吸い上げて、時間とともに強くなっていく。

　最悪の敵だ。

「だったら学長先生！」

「ええ、私が正面から行くから、ローラちゃんは後ろから！」

　ゲートを開き、次元倉庫を経由し、瞬間移動。

　まずローラが吸血鬼の背後に出現。

　剣を抜き放ち、ありったけの魔力を込めて、刃を強化。

　真横に一閃いつせん。

　吸血鬼は強固な防御結界を張っていたが、ローラの剣はそれを見事破り、胴体を切断。と同時に、超音速の衝撃波で、吸血鬼の肉と骨をズタズタにする。

　そうしてボロぞうきんのようになった吸血鬼の上半身に、大賢者の突き出した銀の杭が、真正面から迫る。

　タイミングは完璧かんぺき。

　回避はまず不可能。

　仮に避よけられても、ローラが更なる攻撃を繰り出して動きを止めてみせる。

　そう思っていたのだが、しかし、相手もまた次元倉庫を使えるのだ。

　失念していたわけではない。

　だが、次元倉庫を開くにはそれなりの集中力を要する。

　たった今、次元倉庫の開き方を知ったばかりの吸血鬼が、この土壇場で次元を超えた回避をしてみせるとは思っていなかった。

　吸血鬼は、二つに分かれた上半身と下半身の両方を、この世界から消してしまう。

　心臓めがけて突き出された杭は、空振った。それどころか、危うくローラに突き刺さるところだった。

　そして再生した吸血鬼は、大賢者の真後ろに出現する。

「甘いわね、いかにも次元倉庫を覚えたてって感じの動きよ！」

　大賢者は読んでいた。

　振り返らないまま、吸血鬼めがけて眩まばゆい光の砲撃を放つ。

　それで焼き尽くされた吸血鬼だが、灰を集めてまた元の姿へと再生する。

　と、同時に、再び次元倉庫へと逃げ込もうとし──ミイラのような表情に、困惑を浮かべる。

「だから、甘いと言っているのよ。こちとら次元倉庫の考案者。年季が違うのよ。その気になれば、他人がゲートを開くのを妨害することだってできるんだから」

　大賢者は不敵に笑いながら言う。

　吸血鬼はもう一度、次元倉庫へのゲートを開こうとするが、開かない。

　大賢者の妨害は、王都の上空全域に及んでいる。

　しかし、大賢者は妨害術式を展開する直前、一度だけ小さなゲートを開いていた。

　だから、彼女の手元に、銀の杭はない。

　銀の杭は、元の持ち主。

　ニーナの手にあった。

　吸血鬼の背後へ、杭を構えたニーナが迫る。

　心臓へと強烈な突きが繰り出され──しかし間一髪のところで、吸血鬼は霧となって逃れていく。

　霧は更なる上空、赤い月により近い場所でミイラの姿に戻る。

　戻ったところを狙ねらって、今度はローラが魔法を使った。

「凍ってください！」

　超低温。絶対零れい度に近い温度の氷で、吸血鬼を包み込む。

　皮膚の表面だけでなく、その奥にある筋肉まで冷凍したはずだ。

　当然、翼も凍った。

　よって吸血鬼は落ちてくる。

「ニーナさん、私の血を飲んでください！」

「え!?　わ、分かったわ！」

　早口で交わされる会話の間に、ローラは自分の指を嚙かんで血をにじませ、それをニーナに舐なめさせた。

　その瞬間、ニーナの魔力が爆発的に膨れ上がった。

「さあ、行きましょうニーナさん！」

「うん……ありがとうローラ！」

　二人で杭を持ち、落ちてくる氷漬けの吸血鬼めがけて、全力突進。

　絶対零度の氷を割り、皮膚を貫き、骨を砕いて、遂ついに心臓へ深々と突き刺した。

　これで、今度こそ。

　本当に吸血鬼にトドメを刺したのだ。

　氷の中で、吸血鬼は目を爛々らんらんと輝かせた。

　眼球のない頭蓋骨の奥から、赤い光を強く放って──そして消える。

　まるで断末魔の叫びのようだった。

　あの禍々しい気配も、ローラのものと同じ魔力も、感じなくなった。

　目の前にあるのは、氷に閉ざされた干からびたミイラだ。

「おやすみなさい……お母さん……」

　杭を握りしめたまま、ニーナが声を漏らす。

　そして一滴の涙がこぼれ、王都の空にとけていく。

　月の色はもう赤くはなかった。





※






　吸血鬼の死体を、氷漬けのまま学園に運ぶ。

　そして氷を砕いて中身を取り出し、灰になるまで魔法の炎で焼き尽くす。

　校庭からのぼっていく煙を、ニーナはジッと見つめていた。

　九年。

　ローラの年齢と同じ時間を、ニーナは両親を殺すためだけに費やしてきた。

　それが達成された今、彼女は何を思っているのだろう。

「さあ、ローラさん。水をお持ちしましたわ。その灰を飲み込み、吸血鬼化を止めるのですわ」

「いっき、いっき」

「ぐいっと行くであります！」

　シャーロットとアンナとミサキは、水がたっぷり入ったコップを突き出し、早く灰を飲めと訴えてくる。

「ぴー」

　ハクもそうだそうだと言っている。

　そのために吸血鬼を倒したのだから、ローラとしても異論はない。

　とはいえ、灰を飲むというのは、ちょっと気が引ける。

　しかも、あの化物の灰だ。

　本当に大丈夫なのだろうか？

「別の病気になったりしませんよね？」

「さあ……遺跡にはそんな記述はなかったけど……」

　ニーナは自信なげに言う。

「そこは噓うそでもいいので自信ありげに言ってくださいよぅ」

「……大丈夫よ！」

　ニーナは気合いの入った表情と声で言い直した。

　しかし、それでも安心できなかったので、ローラは大賢者に視線を送った。

「灰を使った料理があるくらいだし。古代文明がそうしろって言ってるんだから、まあ、大丈夫でしょ」

「学長先生も意外とアバウトなんですね……しかし、分かりました。乙女おとめは度胸！　覚悟を決めましょう！」

　まだ温かい灰を手のひらですくってコップに入れ、水に溶かす。

　そして目をつむって、一気にゴクゴク。

　苦い。

　これは辛つらい。

　しかし飲み干さないと吸血鬼になってしまう。

　ゴクゴク、ゴクゴク。

「ぷはぁっ！　これで大丈夫ですかね……？」

「……三日経たっても吸血鬼にならなかったら成功よ」

「ええ……それまで分からないんですか？」

　そんなことではないかと思っていたが、やはり安心が欲しい。

　ローラは、自分が楽観的なほうだと自覚しているが、人間を辞めるかどうかという瀬戸際だと、流石さすがに緊張してしまう。

「じゃあローラちゃんの血液を、私が調べるわ。エミリアの血液からは吸血鬼の魔力が出ていたし。ローラちゃんの血液から吸血鬼の魔力が消えていたら、成功ってことなんじゃない？」

「なるほど！　学長先生はいつでも頼りになりますね！」

「ふふ、ありがとう。でも、今回は解決まで時間がかかっちゃったわね……こんなに苦労したのは、百三十年前の魔神以来だわ」

「魔神と吸血鬼、どっちが強かったですか？」

「そりゃ、流石に魔神よ。あのときは先代ハクと二人がかりでようやくって感じだったし。でも不死身度だけで考えたら吸血鬼かしら」

「なるほど……やっぱり魔神は強いんですね」

　ローラが魔神を倒せるようになるのは、もう少し先のことのようだ。

　頑張らねば。

「ぴー」

　ハクは自分の話だと思ったのか、ローラの頭の上でモゾモゾ動いた。

「もし、また魔神が出てきたら、ハクも一緒に戦いましょう！」

「ぴぃ！」

　ハクは力強く鳴いた。

「ローラさん。わたくしを忘れてはいけませんわ！　次は絶対に足手まといと言われないよう、強くなってみせますわ！」

「同じく。より一層の努力をする所存」

　シャーロットとアンナも、力強く語る。

「私は皆が頑張れるよう、美味しい料理を作るでありますよ」

　ミサキは耳と尻尾しつぽをピコピコさせる。

　ローラは、料理もいいが皆が頑張れるようモフモフさせて欲しい、と思ってしまった。

「ねえ、吸血鬼の灰、少しもらってもいい？」

　ニーナは、もう原形のない、ただの遺灰になってしまった母親を見つめて呟く。

　もちろん、誰だれも彼女の言葉に異を唱えない。

「……ニーナさんは、これからどうするんですか？」

「イノビー村にお父さんの墓があるから、その隣にお母さんも埋めるわ。そのあとは……まだ決めてない。何をしていいか分からないし」

　そう弱々しく言って、ニーナは銀の杭を握りしめた。

　まるで生きる意味をなくしてしまったかのように。

　母親を埋葬した後、その場で自分の心臓を杭で突き刺し、一緒に眠りについてしまうのではないか。

　ローラの頭に、そんな不吉な予感が浮かんだ。

「ニーナさん。一緒に食べたラーメン、美味しかったですよね！」

「え、急に何……？　いや、確かに美味しかったけど……」

　ニーナは怪訝けげんそうな声を出す。

「また皆で一緒に食べましょう！」

「……でも、私は」

「食べましょう！　世の中、美味しい物が沢山ですよ！　私はニーナさんと一緒に、食べ歩きがしたいです！」

　ローラはずいずいとニーナに顔を近づける。

　ニーナは口をあんぐりと開け、ポカンとした顔になる。

　それから頰を赤らめ、照れくさそうに目をそらした。

「し、仕方がないわね……ローラがそこまで言うなら、食べ歩きしてあげてもいいけど……」

「やったー！　約束ですよ！」

　ローラがぴょんぴょん跳びはねると、シャーロットたちがニーナを取り囲んだ。

「その約束、わたくしも加わりますわ！」

「私も食べ歩きする。沢山修行をするには沢山栄養が必要」

「私も学食のスタッフとして食べ歩きに参加するであります。研究であります」

「あら、楽しそうね。じゃあ私も混ざっちゃおうかしら」

「ぜひぜひ！」

「ぴー」

　かくして、王都レディオンを食べ歩きし隊が結成された。

　そうだ、どうせならエミリアも加えてしまおう、なんてローラは企たくらむ。

　そのためにも、まずは明日の朝一番に病院に行き、このにがーい灰を飲ませてあげないと。
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　ニーナは泊まるところがないので、ローラとシャーロットの部屋に泊まってもらうことにした。

　彼女は十八歳だが、ローラと似たような体格なので、パジャマもそのまま使える。

　近頃ちかごろローラは着ぐるみパジャマばかり着ているが、それ以外のパジャマだって持っているのだ。

「……あなたたちのパジャマ、随分と可愛かわいいのね」

　着ぐるみパジャマを見たニーナは、興味深げに言う。

「おや？　ニーナさんも着ぐるみパジャマが気になりますか？　だったら今度、買いに行きましょう」

「ニーナさんにはどんな動物が似合うか、今から考えておきませんと」

「小さいのでハムスターとかどうでしょう」

「ああ～～想像しただけでお可愛らしいですわ！」

「……あなたたち、私のことオモチャにする気でしょう」

　ニーナは疑うたぐるようにローラたちを見つめてくる。

　しかし、ニーナはいじりがいがあるので、オモチャにするなと言うのは、無理な話である。

　もう辛抱たまらないので、ローラとシャーロットはニーナに抱きつき、ベッドに押し倒した。

「うわぁ！」

　突然の出来事にニーナは悲鳴を上げる。

　が、容赦はしない。

　左右から頰ずりだ。

「ぴー」

　楽しげな気配を察したのか、ハクも布団ふとんに飛び乗ってきた。

　更に、猫パジャマのアンナと、ミサキまで部屋に入ってきた。

「お、やっているでありますな」

「パジャマパーティーに混ざりに来た」

「いらっしゃいませ！　さあ、ニーナさんにギルドレア冒険者学園のノリを教えて差し上げましょう！」

「いや、別にそんなの教えてくれなくても……っていうか、あなたたち、全員、着ぐるみパジャマなの？」

「私の耳と尻尾は自前でありますよー」

　ミサキは何やら自慢げに耳と尻尾をピコピコさせた。

　実際、彼女の耳と尻尾のモフモフ感は実に偉大だった。

「こうやって改めてみると、その耳と尻尾、もの凄く触り心地が良さそうね……ちょっと撫なでていい？」

「……ニーナ殿もモフリストでありましたか……触られるとくすぐったいでありますが、ちょっとくらいならいいであります」

　そう言ってミサキはお尻しりをニーナに向け、尻尾を突き出した。

　ニーナはベッドに座ったまま腕を伸ばし、ミサキの尻尾を撫で上げる。一度、二度と手を動かすだけで、表情が恍惚こうこつとしたものになってしまう。

　それから体を伸ばして、狐きつね耳もモフモフする。

　まるで今すぐ昇天しそうな顔だった。

　やはり、誰もミサキの耳と尻尾の魅力には敵かなわないのである。

　一方、撫でられているミサキは、耳と肩をビクビクと震わせ、くすぐったさを必死にこらえていた。

「も、もうこの辺で勘弁して欲しいであります……」

「あ、ごめん。あんまり触り心地がいいから、つい……」

　ニーナは顔を赤くし、尻尾から手を離す。

　欲望に負けてしまったことが恥ずかしいのかもしれない。

　だが化物ならば、ミサキの尻尾を見ても、モフりたいとは思わないだろう。

　つまりミサキをモフるのは、人間である証！

　何も恥じることはない！

「いつも私だけモフられて不公平であります。たまには私も皆を触りたいであります！」

「じゃあモフられたお返しに、ニーナさんの髪を撫でたらどうです？　黒くてツヤツヤで、絹糸みたいですよ」

　ローラは適当なことを提案した。

「おお、それはいい考えであります。ニーナ殿、覚悟であります」

「ええ……」

　ニーナは戸惑った声を上げる。

　しかしミサキが迫ってきても逃げ出したりしなかった。

　恥ずかしそうにしながらも、なんだかんだでされるがままになる。

「おお……おおっ！　これは凄いであります！　ツヤツヤのサラサラでありますよ！」

「ほほう。では、今日は第一回モフモフ＆サラサラ祭りですね」
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「素晴らしいお祭り。月に一度は開催したい」

「ああ……皆さんお可愛らしすぎて……全員を祭り上げたいですわぁ！」

「どういう集団なの……あなたたち」

　ニーナの戸惑いを無視して、全員がベッドに横になる。

　流石にこの人数だと少し狭いが、基本的に全員が小柄だ。

　そして冒険者学園の寮のベッドは、屈強な冒険者を基準にして作ってある。

　それを二つ連結させたローラとシャーロットの特製ベッドは、モフモフ＆サラサラ祭り開催に何とか耐えられる。

　むしろ、少し狭いからこそ、仲良くくっつけるというものである。

「天国ですわ～～」
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　やがて朝になり、窓の外から小鳥の鳴き声が聞こえてきた頃。

「ローラちゃん、ローラちゃん。結果が出たわよ」

　ローラは大賢者の声で目を覚ました。

「ん……ふぁ……おはようございます、学長先生……何の結果ですか？　もしかして、全世界オムレツコンテストは夢じゃなかったんですか……？」

「随分とまた自分にとって都合のいい夢を見ていたのね……そうじゃなくて、ローラちゃんの吸血鬼病が治ったかどうかの検査結果」

　ベッドの脇に立つ大賢者がそう言うと、ローラだけでなく、他の皆もモゾモゾ起き上がった。

「が、学長先生。それで結果は!?　ローラさんは人間のままでいられますの!?」

「大丈夫よ、シャーロットちゃん。ローラちゃんの血から、吸血鬼の魔力は全く感じなかった。つまり、治ったのよ。よかったわね、ローラちゃん」

「おお……！　いやぁ、安心しました。これで安心して眠れます」

「ロラえもん殿。昨夜は一番最初にぐっすり眠っていたでありますよ？」

「モフモフ＆サラサラ祭りの主催者なのに、真っ先に脱落。だから途中から、寝ているローラのほっぺプニプニ大戦に変更した」

「なんと、そんな大戦を……」

　いや、本当に不安だったのだ。

　たとえ一番早く眠りについたとしても、ローラ的には不眠の部類なのだ。

「ところで、ニーナさんも私のほっぺをプニプニしたんですか？」

「え……いや、その……ちょっとだけ……？」

　ニーナは目を泳がせた。

　これは怪しい。

　そして案の定、シャーロットがニヤリと笑いながらニーナを見つめた。

「ちょっとだけですの？　ニーナさんの故郷では、あれをちょっとだけと言うのですか？　最初は遠慮していたくせに、途中からわたくしを押しのけてまでプニプニしていたではありませんか！」

「だ、だって……ローラのほっぺがありえないくらい触り心地がいいから……！　あれはミサキの尻尾を超えてるわ！」

「なんと！　負けてしまったであります！」

　それほどのものだろうか、とローラは首を傾かしげる。

　自分で触ってみても、さほどいい感触だとは思えないのだが。

「そもそも、あんなに触ったのに起きないローラが悪いのよ！」

「いやぁ、私は一度寝ると朝までぐっすりなので……というか、『あんなに』と自分で言ってしまうほどプニプニしたんですか？」

　ローラが指摘すると、ニーナは「うっ」と唸うなり、赤くなってうつむいた。

「ニーナ、語るに落ちた。これは有罪」

「アンナ裁判長。どのような刑を？」

「目には目を。プニプニにはプニプニを」

「分かりました。ふふふ、ニーナさん、覚悟してください。私たちにほっぺをプニプニされることにより、罪を浄化するのです……悔い改めるのです！」

「ちょ、ちょっと待って、そんな、朝から、ああ、あああ……！」

　ローラたちがニーナをプニプニする様子を、大賢者は横から楽しげに見つめていた。

　そして五分ほど経過したとき。

「あなたたち、いい加減にしておきなさい。エミリアのところに灰を届けるんでしょ。午前の授業は私の権限で免除してあげるから。早く着替えて顔を洗って、歯を磨きなさい」

「「「「はーい」」」」

　決して忘れていたわけではないのだ。

　ただ、プニプニされているニーナの表情が可愛らしすぎるのが悪いのである。

「や、やっと解放された……」

　ニーナはベッドに力なく横たわる。

　そんなニーナを、ようやく目覚めたハクが「ぴぃ？」と不思議そうに見つめていた。
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　そして皆でエミリアの病室に押しかける。

　エミリアは既に目覚めていた。しかし、どうして自分が入院するハメになったのか覚えていない様子だった。

　だが、ニーナを見つめてから、「あっ」と声を上げる。

「そうだわ、私、ミイラみたいな怪物に襲われたんだわ！　それで嚙みつかれて意識が遠くなって……ニーナさん、大丈夫だった!?　あれからどうなったの!?」

「落ち着きなさい、エミリア。私が順番に説明するから」

　大賢者がエミリアを落ち着かせ、そして吸血鬼事件の顚末てんまつを語り出す。

　そしてエミリアは、ニーナがこの九年間に行なってきたことを聞いた途端、ポロポロと涙を流し始めた。

「ニーナさん……そんな過酷な運命を背負っていたなんて……頑張ったのねぇ！」

　エミリアは泣きながらニーナを抱きしめる。

「あ、ありがとう……」

　ニーナは照れくさそうに礼を言った。

　そしてなぜかシャーロットまで泣いている。

　前に一度聞いた話なのに。

　もらい泣きだろうか。

「まあ、そんなわけで、吸血鬼の灰を飲めば、吸血鬼化は回避できるというわけです。効果は私で実証済みですよ！」

「そう……皆、私が眠っている間に戦っていたのね。ありがとう……私、教師なのに……」

「もう、何を言っているんですかエミリア先生。私たちはいつもエミリア先生にお世話になってるんですから、たまには恩返ししなきゃ、天罰が下るというものです」

「そうですわ。お医者さんいわく、エミリア先生がなかなか目覚めなかったのは、過労からくる疲れのせいのようですし」

「あと一日くらい入院していたほうがいい。しっかり休んで、疲れをとる。これ大事」

「エミリア殿は生徒に愛されているでありますなぁ。教師の鑑かがみであります」

「というわけでエミリア。あなた、あと三日くらいは休みなさいな。授業は手の空いている教師を回すし、なんなら私が教壇に立ってもいいわよ」

「ありがとう、皆……でも、学長が教壇に立つんですか？」

「あら、何よ、その疑わしそうな目は」

　大賢者は心外そうに頰を膨らませる。

　しかし、ローラも大賢者が教室で授業をしているところを想像できなかった。

　途中で飽きて居眠りし、生徒に起こされそうである。

「……ローラちゃんたちまで、そんな目で見ないでよ！」

「だ、だって……」

　なにせ、校舎に自分専用の仮眠室を作っているような人なのだ。

　信じろと言われても、なかなか難しい。

　日頃の行いが如何いかに重要か、ローラは他人事ひとごとながら学んだ。

　自分も気をつけよう。

「そんなことより、灰を飲んだほうがいいんじゃないの？」

　ニーナが冷静に言う。

「あ、そうでした、そうでした。というわけでエミリア先生。ぐいっと一気に！」

　ローラは小瓶こびんに入れてきた吸血鬼の灰を、コップの水に溶かした。

　昨夜は夜だったからまだよかったが、こうして日中に見ると、灰色になった水というのは不気味である。

　飲む気にならない。

「……ローラちゃんはこれを飲んだの？」

「はい！　九歳の私が飲めたんですから、大人のエミリア先生なら楽勝ですよ！」

「そ、そうね……じゃあ、いくわ！」

　コップを受け取ったエミリアは、ゴクリと一口飲み込む。

　その瞬間、うげぇという風に顔をゆがめた。

「にがっ！　にがすぎるわよこれ。吸血鬼の変な成分が入ってるんじゃないの……？」

「大丈夫ですよ。病気にはなりません。私が飲めたんですよ！　大人なのに飲めないんですか！　そんなことで私たちの担任が務まるんですか！」

「ぐぬ……分かったわよ、飲むわよ！」

　エミリアはヤケクソ気味に言って、残りを口に入れる。

　ローラたち全員で「いっき、いっき」とコールする。

　そして見事、コップは空になった。

「やったー！　これでエミリア先生も吸血鬼にならずに済みますね。一件落着です」

「ローラさん……自分が苦い思いをしたから、私が同じ思いをしているのを楽しんでたでしょ？」

「えー、そんなことないですよー」

　つい棒読みになってしまった。

　エミリアはムスッとした顔で、ローラの頰をプニプニする。

　すると大賢者やシャーロットまでプニプニしてきた。

　第二次ローラのほっぺプニプニ大戦である。

　だが「病院でうるさくしないでください！」とナースさんに怒られてしまったので、第二次大戦は三十秒で終戦となった。
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「じゃあ、私はイノビー村に行くわ。皆、色々とありがとう。あなたたちのおかげで、私の旅もようやく終わりが見えてきたわ」

　王都の出口で、ニーナはそう言って笑った。

　彼女の首には、遺灰の入った小瓶がぶら下がっている。

「ニーナさん。ちゃんと帰ってきてくださいね。食べ歩きするんですよ。それから着ぐるみパジャマも買いに行くんです。約束ですよ」

「分かってるわよ。すぐに帰ってくるから……じゃあ、皆、またね」

　街道を歩いて行くニーナの後ろ姿を、ローラ、シャーロット、アンナ、ミサキ、ハク、大賢者が手を振って見送る。

　エミリアも来たがっていたのだが、病み上がりなので病室に置いてきた。

　それにニーナは、母親を埋葬したら、すぐに王都に帰ってくるはずだ。

　また近いうちに会えるのだ。

　そう約束したのだから。

「さて、と。ちょっと早いけど、お昼にしましょうか。私が奢おごるわよ」

「おお、学長先生、太っ腹です！　それなら、食べ歩きし隊の下見をしましょう。ニーナさんが帰ってきたらすぐ案内できるように、色んな店を回っておくのです！」

「いいアイデアでありますな。とりあえず今日は五軒ほど回るでありますよ」

「最近、クレープが美味しいと評判の店があるのですわぁ」

「私はショートケーキが食べたい」

「はいはい。何でもリクエストしてちょうだい。ただし、太ってもしらないわよ。あと、午後の授業に差し支えのない程度にね」

　というわけで、皆で繁華街に向かう。

　その途中、豪華な装飾を施された馬車が、大通りをローラたちに向かって突き進んできた。

　はて何だろうと不思議に思っていると、馬車の窓から女王がぴょこっと顔を出した。

「おお、ようやく見つけたぞ大賢者！」

「どうしたの陛下。そんなに慌あわてて」

「どうしたの、じゃない！　昨日の夜、月が真まっ赤かになっただろ。真夜中だからあんまり目撃者はいなかったが……あれは一体何じゃ。どうせ、お前たちが関わっておるのじゃろう？」

　なるほど。月が赤く染まるという怪奇現象が起きたのだ。女王が騒ぎ出すのも無理はない。

　それにしても、『王都での異変＝冒険者学園が関わっている』という図式は、ちょっと酷いのではないだろうか。

　もっとも実際に関わっているので、誰も文句を言えなかった。

「あれは、ほら。噂うわさになっていた吸血鬼の仕業よ」

「はあ？　吸血鬼じゃと？　そんなものが実在してたまるか！」

「本当よ。ちゃんと私の家に、銀の杭と、遺灰の残りを保存してあるもの。あとで見せましょうか？　あれを研究すれば、もしかしたら杭の量産も……」

「ええい、ここで立ち話をしていてもラチがあかん。大賢者、お前は今から王宮に来て説明しろ！」

　女王は馬車から身を乗り出し、大賢者の腕を引っ張った。

　大賢者の魔法で子供の姿にされている女王の力では、人間一人を動かせるわけがない。

　しかし大賢者は「あーれー」とわざとらしい声を出し、馬車にスルスルと入っていく。

「ごめんね皆。私、ちょっと王宮に行ってくるから、食べ歩きはまた今度ねー」

　そんな大賢者の言葉を残して、馬車は走り去ってしまった。

「……むう。残念ですが、仕方がないですね。相手は女王陛下ですから」

「まあ、確かに、吸血鬼の犠牲者は五人も出ているのですから、陛下に説明する必要がありますわ」

「だとしても無念であります。この無念は、冒険者ラーメンのヤケ食いでしか満たせないであります」

「ニンニクマシマシの気分」

「おお、アンナさんチャレンジャーですね！　では私もニンニクマシマシです！」

「ぴー」

　そしてローラたちは、ニンニクの匂においを全身からプンプンさせながら、午後の授業に参加した。
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　そしてまた週末の二連休がやってきた。

　ニーナは、まだ帰ってこない。

「……どうしちゃったんでしょうか。何かトラブルでもあったのでしょうか？」

　ローラはベッドの上でハクを抱きかかえながらボヤく。

「落ち着いてくださいなローラさん。イノビー村は徒歩だと片道だけでも何週間もかかりますわ。ニーナさんが出発してから、まだ一週間も経たっていませんわ」

「いや。でもニーナさんは吸血鬼ですよ？　夜になったら翼を生やしてぴゅーんと飛んでいけば一晩で到着です。こんなに時間がかかるなんて変ですよ」

「それは……」

　シャーロットは口ごもる。

　ニーナは、すぐに帰ってくると言っていたのだ。

　ローラたちはそれを信じて送り出した。

　だが、あれは噓うそだったのだろうか。

　やはり、両親と一緒に眠りにつきたかったのだろうか。

「大丈夫ですわ。きっと久しぶりの故郷が懐なつかしくて、帰るのが遅くなっているだけですわ」

「そうだといいのですが……」

　いや、きっとそうに違いない。

　だって、約束したのだから。

　来週くらいには、食べ歩きし隊の作戦一号を実行に移せるはずだ。

　そう思うことにしたローラは、ハクを頭の上に乗せ、気合いを入れて立ち上がる。

「さあ、アンナさんとミサキさんを誘って、ラン亭に行きましょう！」

　落ち込んだときは、美味おいしいものを食べるに限る。

　今日は普通のラーメンに、煮卵とチャーシューをトッピングしよう。

　かつて敵だったレディオン・パスタから、豚肉を安く譲ってもらったことにより、チャーシューがいつもより安くなっているのだ。

「チャーシューメンにチャーシュー丼も付けちゃうであります」

「私はネギ大盛りの気分」

　と、いつものようなことを言い合いながら、ラン亭に向かう。

「ランさーん、こんにちはー」

　ローラはラン亭の扉をガラガラと開ける。

　すると店内は満席だった。

　すぐに着席できないのは残念だが、ラン亭が繁盛しているのは素晴らしいことだ。

　しかし、とてつもなく気になる光景が、店内にあった。

　それを見た瞬間、ローラたちは驚きのあまり硬直する。

　相手も「あ」と声を上げ、コップを載せたお盆を持ったまま立ち止まる。




　なんと、ニーナが華ロリを着て、ラン亭で働いているではないか！




「ニーナさん！　なぜ!?　帰ってきたんなら教えてくださいよ！　あと可愛かわいいですね！」

「いや、王都には今朝けさ着いたばかりだから……あとで教えに行こうと思ってたんだけど……っていうか、あんまり見ないでよ！」

　ニーナは恥ずかしそうに身をよじる。

　本当はスカートを手で押さえたいのだろうが、お盆を持っているのでそれもできない。

「おーい、早く水を持ってきてくれー」

「あ、はーい」

　お客さんに言われ、ニーナは慌あわててテーブルに向かう。

　どうも、本気で働いているらしい。

　今朝、王都に着いたばかりと言っているが、どういう経緯でこうなったのだろう。

「ローラちゃんたちの声アル。いらっしゃいアル。満席だから、もうちょっと待って欲しいアル」

　奥の厨房ちゆうぼうから、ラーメンを持ったランが現れた。

「あのぅ、ランさん。どうしてニーナさんがここで働いているんです？」

「驚いたアルか？　私も驚いたアル。今朝起きたら、店の前でお腹なかをすかせて倒れていたアルよ。それでラーメンを食べさせてあげたら、お礼に店を手伝うと言い出したアル」

「ははぁ……ニーナさんに路銀を持たせてから出発させるべきでしたね」

「わたくしとしたことが……気が付きませんでしたわ」

「い、いや……あれだけ世話になった上、お金までもらったら申し訳ないし……無一文は慣れてるから平気よ！」

「平気じゃないからラン亭の前で倒れていたのでは」

「アンナ殿、名推理であります」

「ぴー」

　皆から指摘され、ニーナは赤くなる。

「しかし、助かったアル。忙しくて、一人で店を回すのは大変だったアル。できることなら、毎日手伝って欲しいくらいアルよ」

　ランの言葉を聞き、ニーナは少し考え込む。

　そしてモジモジしながら、意思を伝えた。

「わ、私も王都で働く場所を探していたから……もしランさんがよかったら、このまま働かせて欲しいかも……」

「おお、それは嬉うれしいアル！　じゃあ、ニーナちゃんは今から正式に店員アル。よろしくアル！」

「うん……よろしくお願いします！　あと、どこかに安く借りられる部屋ってないかしら……王都に住むって決めた以上、橋の下で寝泊まりするわけにもいかないし……」

　今までは橋の下で寝泊まりしていたのか。

　なんとも苦労している吸血鬼だ。

　アンナは自分以上の貧乏人を見て、目を潤わせていた。

　そしてシャーロットはポロポロ涙をこぼして号泣する。

「そういうことなら、ラン亭の二階に、私と一緒に住むアルか？　狭いけど、部屋が一つ空いているアル」

「い、いいの!?」

「もちろんアル。ニーナちゃんみたいに可愛い子なら、こちらからお願いしたいくらいアル」

「やったぁ……ランさん、ありがとうございます！」

　ニーナは、これまでにないくらい、とびきりの笑顔を見せた。

　なにせ彼女には、もう何の重圧もない。

　体は人間ではないかもしれないが、これからは普通の少女として生きていくことができるのだ。

　だが、しかし。

　雇い主であるランには、ニーナが吸血鬼だということを伝えておくべきだろう。

「ニーナさん、ニーナさん。あとでお客さんがいなくなったら、ランさんに正体を明かしたほうがいいですよ。ランさんに拒絶されるということはないと思いますが……あとでバレるよりは、先に言ったほうがいいと思います」

　ローラはニーナにそっと耳打ちした。

　すると、

「いや、実はさっきラーメンをご馳走ちそうになったとき、全部教えたんだけど……」

　予想外の答えが返ってきた。

　そこにランが近づいてきて、お客さんたちに聞こえないよう、小さな声で語り出す。

「ニーナちゃんの正体なら聞いたアルよ。つまり正義の吸血鬼アル。驚いたアルが、ラーメン屋の前でお腹をすかせて倒れている子が悪い子のはずがないアル」

　ランは凄すごい理屈を口にした。

　しかしそれは滅茶苦茶めちやくちやなように思えて、真理を突いているかもしれない。

　お腹をすかせて倒れてしまうような吸血鬼が、どうやって悪いことをするというのか。

「なるほど。ランさんが事情を知った上で納得しているなら、問題ありませんね！　一件落着です！」

　ローラは他人事ひとごとながら安心する。

　そしてニーナへ、約束を守ってくれたことに対する感謝の言葉を贈る。

「ニーナさん。約束通り帰ってきてくれて、ありがとうございます。これで食べ歩きできますね！」

「帰ってくるに決まってるじゃない……だって、その、私……あなたたちのこと、好きだもの……！」

　ニーナは茹ゆで蛸だこみたいな色になりながらも、ちゃんと言ってくれた。







[image: ]







　だから、ローラも彼女の手を握って言う。

「はい！　私もニーナさんが好きですよ！　お友達です！」

　そしてローラだけでなく、皆が次々とニーナに抱きついた。

　かくしてファルレオン王国の王都レディオンには、獣人や神獣の他ほかに、吸血鬼まで住み着くことになった。
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　ラン亭の混雑が凄すごいことになってきたので、ローラたちも久しぶりに手伝うことにした。

　そして三時になり、お昼の部が終了する。

　これで、ようやくローラたちもお昼ご飯を食べることができる。

「ふう……ラーメン屋の店員が、こんなに疲れるものだったなんて……」

　ニーナは大きく息を吐いて椅子いすに座り込んだ。

「お疲れさまアル。今日は特別お客さんが多かったアル。いつもはここまでじゃないから安心するアル」

「よかった……毎日だったら死ぬわ……」

　なんと。吸血鬼は心臓に銀の杭くいを突き刺さないと死なないはずなのに。忙しいラーメン屋の店員にするという別の殺害方法があったとは。

「今、皆の分のラーメンを作るアル。ちょっと待つアル」

　ランはそう言って厨房ちゆうぼうに引っ込んだ。

　ローラたちも椅子に座り、ラーメンが出てくるのを待つことにする。

　すると、ニーナがふと思い出したように呟つぶやいた。

「そうだ、ローラ。あなた次元倉庫って魔法が使えるでしょう？　なんか、出たり引っ込んだりするやつ」

「随分とおおざっぱな認識……いいですか、次元倉庫というのはですね──」

　ローラは次元倉庫の解説をする。

「ふーん。この世界から少しズレた世界を倉庫として使うわけね……よく分からないけど、分かった気がするわ」

「私もよく分かっていませんが、分かったつもりになっています！」

　あくまでローラは、イメージだけで次元倉庫を使っている。

　しかし、そもそも魔法というのは、イメージの力が大切なのだ。

『自分には絶対にできる』という確信を持つことが、魔法の成功に繫つながる。

　その最たる例がローラの両親だ。

　彼らは『自分たちは強い』という確固たるイメージを持っていたからこそ、知らないうちに強化魔法を覚え、それを『気合いの本気モード』などと称してしまった。実際は魔法なのに。

「その次元倉庫って場所に行ってみたいわ。入れるんでしょう？」

　ニーナはそんなことを言い出した。

　するとミサキが耳と尻尾しつぽを揺らしながら、話に加わってくる。

「それはいいであります。ニーナ殿も一度は次元倉庫を見ておくであります」

「え、なに？　そんないい場所なの？」

「それは見てからのお楽しみでありますよ」

「ますます気になってきたわ。というわけでローラ。私を次元倉庫に送って」

「……分かりました。えいっ！」

　ローラとしてはあまりオススメはしないのだが、本人が送れと言っているので、希望通り次元倉庫送りにする。別に命に関わることでもないし。

　ニーナが次元倉庫に消えたあと、シャーロットとアンナが、ジト目でミサキを睨にらんだ。

「ミサキさん。性格が悪いですわ。前に自分が次元倉庫で怖い思いをしたからって、ニーナさんにまでそれを味わってもらおうなんて……」

「次元倉庫は怖いところ。お楽しみなんて一つもない」

「心外でありますなぁ。ニーナ殿から次元倉庫の話題を出してきたでありますよぉ。ミサキは何もしていないでありますよぉ」

　ミサキはわざとらしく笑う。意外と意地悪な一面があるようだ。

「さて。三分経たったので、そろそろ戻しましょう。えいっ！」

　ニーナは元の椅子に帰ってきた。

　かつてのミサキのように泣きじゃくっている──かと思いきや。

　全くもって平然としていた。強がっている風でもない。

「ニ、ニーナ殿……あの真っ暗で前後左右の感覚もない次元倉庫が……怖くないでありますか!?」

「え、別に……？　むしろ暗いのは落ち着くけど……？」

　ああ、そうか。

　考えてみれば、ニーナは吸血鬼だった。それを暗黒の世界に送り込んでも、怖がるはずがない。

「つまらないであります、つまらないであります！」

「え、なに、どうしたの？　もしかしてミサキ……私のことを怖がらせようとしてたのね？」

「そ、そんなことはないであります……ああ、尻尾を触っては駄目であります！」

「いいえ、許さないわよ！　ローラ、私とミサキを次元倉庫に送って。あっちでモフモフしまくるわ！」

「ひぇぇぇ、真っ暗な上にモフモフまでされるなんて拷問ごうもんでありますぅぅ！」

　ミサキは悲鳴を上げるが、面白おもしろそうなので、ローラは二人を次元倉庫に送ってしまった。

　と、そこにランがラーメンを載せたお盆を持ってやってくる。

「お待たせアル。ニーナちゃんとミサキちゃんはどこに行ったアルか？」

「二人は暗黒モフモフを行なっているので、しばらく帰ってこないでしょう。ラーメンがのびちゃうといけないので、私たちで食べちゃいます」

「はあ……よく分からないアルが、ちゃんと食べてくれるなら、それでいいアルよ」

　これでハクにラーメンを分け与えても、ローラのラーメンは減らない。

　むしろニーナとミサキの分を皆で分ければ、いつもより多く食べられるくらいだ。

　計画通り！











あとがき









　お久しぶりです、年中ねんじゆう麦茶むぎちや太郎たろうです。

　ついに四巻まで出すことができました。これも買い支えてくださった読者の皆様のおかげです。これからもよろしくお願い致します。




　さて。この四巻にはドラマＣＤ付き限定特装版というものがあります。

　脚本は私が書き下ろしました。

　内容はいつもの如く、オムレツを食うの食わないのとドタバタ大騒ぎする、ほんのり百合コメディです。

　収録に私もお邪魔させて頂いたのですが──いやぁ、プロの声優さんというのはオーラがありますね！

　そんな人たちが、私の書いた脚本を元に演技しているのですから「これは凄いことになってしまったぞ」と感動しっぱなしでした。

　更にレコーディングスタッフの方々がテキパキと作業し、私は邪魔にならないよう隅っこで小さくなっているのがやっとでした。

　そして私が邪魔をしなかったおかげで、素晴らしいドラマＣＤに仕上がりました！

　ローラ、シャーロット、アンナの三人だけでなく、ハク、ミサキ、エミリア、大賢者たちにも満遍なく出番があるので、どのキャラのファンも安心です。そして、あの謎のヒーロー『パジャレンジャー』も大活躍しますよ！

　今まさに、五周目を聴きながらこのあとがきを書いています。

　いやぁ、面白い。

　自分が書いた脚本と思えないくらい面白いです。




　そして更に！

　ローラを演じる豊田萌絵さんと、シャーロットを演じる伊藤美来さんによる声優ユニット『Ｐｙｘｉｓ』さんが歌うイメージソングもこの本と同時期に発売される予定です！

　どんなイメージソングになるのか私も聞かされていないので、とても楽しみです！




　そんなわけで、また五巻でお会い致しましょう。ではでは！
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イラストレーター

りいちゅ

　フリーのイラストレーターです。
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「eterna-radiare」というサークルで同人活動も行っております。
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